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■七月二十五日快晴

・『死の訪れと生の歓喜、絆きずなの繋つながりを得る──』







「本日は安全日なので、私の部屋まで来て下さい」




　夏休みに入って数日後の廊下、いつものように夏期講習に立ち寄った日の朝。

　図書委員で懇意にしている椎しい名な町まち香かぐ夜や先輩からそんな大胆な告白を受けた俺は、それはもう驚く他ほかなかった。言葉の真意を測りかねて、伊だ達て眼鏡をついっと上げる。

「どういうことでしょうか、椎名町先輩」

　まじまじとその顔を見つめてみると、先輩は僅わずかに首を傾かしげ、柔らかな伏し目がちの瞳ひとみで不思議そうに俺を見つめ返してきた。

「ですから、次じ郎ろう君。本日は私の安全日なので。夜、日付が変わる頃ころ──時計塔にある私の部屋まで来ていただけませんか？」

　どうやら聞き間違いではなかったばかりか、もっと具体的な内容になってしまった。

　どういうことだ。一体何な故ぜこんなことになったんだ。俺はいつの間に先輩とそんなにも親密な関係になっていたんだ。思わず椎名町先輩の顔から……胸元辺りを見てしまう。

　小柄な体に似合わない、制服の上からでも解わかるほどの大胆な膨らみ。それでいて体そのものは細いのだから、いわゆるカップというもので測ればかなりのものだろう。

　我が県立桜おう花か山やま高等学校に通う男子の多くが、椎名町先輩の整った容姿と守ってあげたくなるような小ささ、それに反して主張する胸を見ては『いいよなぁ、椎名町先輩って。ごくり』と解り易やすい気持ちを抱くものだ。

　多分に漏れず、俺こと桜さくら田だ門もん次郎もその一人である。

「夜中、ですか」

「はい。日付が変わる頃がいいですね」

　椎名町先輩の瞳はいつもなんとなく眠そうで、感情表現に乏しい。だから、その真意はいくら見つめても全く解りそうもない。見上げるその視線が俺にとんでもないことを提案していて、しかも今は俺の返事待ちである、というのは紛れもない事実のようだ。

　しかし……憧あこがれの先輩の提案だからといって、こんな安易な誘いにホイホイ乗っかってしまってもいいものだろうか。冷静に考えても俺と椎名町先輩が共に過ごした日々はそれほど多くはない。だと言うのに、いつの間に俺はそんなフラグを彼女との間に構築していたのだろう？　それとも実は椎名町先輩サイドからは『一目見た時から貴方あなたに惹ひかれていました』とかだろうか？

　いや、それは都合が良過ぎる考えだ次郎、と自分を戒める。一目惚ぼれなんて、ベタな恋愛ストーリー過ぎる。そんなものが有り得るのは映画やドラマの中くらいのものだろう。

　だが……本当にあったらとても素敵ではなかろうか？　ベタな恋愛ストーリー。

　俺は改めてそう思い直す。

　少なくともこの学校に在籍中は、俺は青春というものを謳おう歌かするつもりだ。勉強をいっぱいして、恋もして、素敵な思い出に包まれて卒業したい。そんな大いなる野望と共に転入してきたのだから、これはむしろ千載一遇のチャンスではないだろうか？

「ダメ、でしょうか？」

　いかん、俺が思い悩んでいたら椎しい名な町まち先輩がとても不安そうに尋ねてきた。

　きっと女子としてはとても勇気を振り絞った告白だったはず。だから男としてはここで日ひ和よってどうする。ガツンと男らしいところを見せるべきだ。

「お、ＯＫです」

　内心の猛たけりとは裏腹に、どうしても言い淀よどんでしまうのは許して欲しい。

　今までの人生において、女性からこんなに情熱的アピールをされたことはないのだから。

「本当ですか？　良かった……次じ郎ろう君だったらいいな、と思っていたんです。私の物語にとって、初めての男性になってくれるの」

　ハジメテノダンセイ。なんだこれ。どういうことなんだ。落ち着け、落ち着くんだ俺。

　ずれそうになった伊だ達て眼鏡を慌てて直して、荒ぶりそうになった呼吸を整える。

　こんなにも精神的動揺を与えられたのは生まれて初めてのことだ。なるほど、そういう意味では色んな意味で椎名町先輩は俺の初めての人になるわけか。いやいや。おいおい。どういうことなんだ。私の物語にとって、という辺りが詩的だな、なんて別の気持ちで紛れさせようとしてもその動揺は増すばかりだった。

「どうかされましたか？」

「いえ、光栄です」

「そうですか……私も、次郎君が受けて下さって、とても嬉うれしいです」

　ふわっと。

　まるで花が咲くような静かな笑みを浮かべられ、改めて俺は目を奪われた。

　この笑顔を見てしまったら、俺は自動的に動どう悸きが激しくなる。

「ふふっ」

　こんな微笑ほほえみを向けられて、甘い予感を感じない男などいるのだろうか？

　そしてこの胸の苦しさは、俺が椎名町先輩にすっかり魅せられたということだろうか？

「それでは、本日の夏期講習も頑張って下さいね」

「はい、頑張ります」

　きっと今日の勉強は何も身にならないだろう。

　それくらい、俺にとって今日は記念日になるに違いない日で。




　──その時はまさか、俺の命が終わる日になるとは夢にも思っていなかった。









　　　　　　【第一話】A-Part　死タナトスと不死インモータル










■安あん全ぜん日び：検索結果

　・安全日に一致する情報はみつかりませんでした。

　・検索結果は０件でした。

　・該当する解説が見つかりませんでした。

　・キーワードに該当する結果が見つかりませんでした。







　・安全な日のこと。







　桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。身長百七十八センチ。体重六十八キロ。視力両方とも良好。

　県立桜おう花か山やま高等学校二年Ａ組、図書委員会所属。今年四月からの転入生で、この街には家庭の事情で妹と二人、転居してきた。父親は不在。母親は失しつ踪そう中。しかし多額の金銭が残されていたので問題なく生活はしていけている。保護者は父方の祖父で、俺たちの暮らしをとても気にかけてくれている善人。家の近くに祖母と共に住んでいる。

　そんな俺が今日、新たに大人の階段を上ろうとしていた。

　いつになく念入りに風ふ呂ろに入ったせいか、妹がかなり気にしていたのだが、精神統一の為ための半身浴だと告げたらなんとなく納得してくれた。物分かりのいい家族を持つとこういう時に大変ありがたい。

　深夜の外出も「気をつけてね」と言われて流されるくらいには信用されている。

　さて。

「やはりコンビニに寄るべきだろうか」

　そこで購入しなければいけないもののことを考えて少しだけ迷う。

　そう。

　男のエチケットとして、アレは買っておかねばなるまい。

　だが、なんかそういうのを事前に準備しておくのはがっつき過ぎだろうか？　いやいや、そこで女性側に用意させておくとか、その方がハードルが高いのではないだろうか。

　こういう時の作法というものも、それはそれで勉強不足だった。

　調べ物が得意な妹に頼るわけにもいかない案件だ。

『兄さん、ちょっと初体験してくるんだが。こういう時のエチケットを教えてくれ』

　などと言おうものならどうなるだろう。

　むしろこの言い方だと妹相手に実践させてくれ、という意味になってしまいそうだ。それは流石さすがにまずい。なんせ妹だ。愛さえあれば関係ないとか言い切れない。

　色々と混乱している自分の思考に気付き、深呼吸をした。

　夏の空気は熱く、頭を冷やすほどの効果は得られない。

　どちらにせよクーラーの効いているコンビニに寄る必要はありそうだな。

　そう判断して、俺は──なるべく自宅からも学校からも遠い場所にあるコンビニを目指して、歩を速めたのだった。







「あれっ、モンジローくん？」

　こういう日に限って、会いたくない友人に会ってしまうというのもお約束だろうか。

　コンビニに入った所で店員から声をかけられ、それがよく見知った人物であった時には、あまりの驚きに思わずそのまま踵きびすを返して出て行こうとした。

「って、どうして帰っちゃうの！」

「いや、まさか藤ふじ里さととここで会うなんて思わなかったからな」

「わたしと会うと帰っちゃうなんて酷ひどくない？」

　非難がましい言葉でありながら、どうやら冗談だと思ったのだろう。その笑顔はとても人なつっこいものだった。

　藤里唯ゆい香か。二年Ａ組のクラス委員長。俺が転入したての時にかなり面倒を見てくれたお人好よしの少女だ。あの時はすっかり世話になってしまったので、頭が上がらないくらいには、仲良くしている友人と言える。

「ところで、その門もん次じ郎ろうという名前は広まっているのか？　本当の名前は次じ郎ろうなんだが」

「うん？　クラスの女子もみんなそう呼んでるよ？　なんか可愛かわいいよね、って」

「──評判がいいなら、いいのだろうか」

「いいのいいのっ」

　仲良くしている友人からのニックネーム。自分としては不本意なものの、それが愛称として好意的に受け止められているならば甘んじて受け止めるしかないのだろうか。

「ふふっ。ちょっとくらいならサービスするから、好きなもの買ってね」

「それはありがたいな。しかし、こんな時間までバイトをしていいのか？」

　時計を見れば二十三時を過ぎている。女子高校生が働いていい時間でもあるまい。













「うんっ！　叔父さんの家を手伝ってるの。だから一応セーフ！」

　キラッ☆　と輝くような擬音でも鳴っているかのような、そんな華やかな笑顔だった。

　その親しみ易やすくて愛らしい空気感は、何でも許したくなってしまう。きっと国とか警察とかの偉い人たちも『叔父さんの家を手伝うなんて感心なお嬢さんだ』と許してくれることだろう。

「あ、いらっしゃいませーっ、お待たせしましたっ」

　レジにお客さんが並ぶと、ぱたぱたと忙せわしなく走ってレジに戻っていく。

　その後ろ姿でサラサラと流れる柔らかそうな髪がとても印象的だ。

　ちなみに、藤ふじ里さとは男子の中で行われている校内美少女ランキングでトップをとったらしい。彼女の場合、勿もち論ろんその容姿も要素のひとつだが、勉強はそこそこ、運動もそこそこ、料理もほどほど、と。さり気なく完かん璧ぺきな美少女から一歩引いたくらいなところが、人気の更なる秘密であるようだ。

　そんな、恩人であり友人であり校内一番の美少女の働くコンビニで……いわゆる性的な行為に用いるアレなどを購入したら、それはセクハラになるのではないだろうか。

　個人的にはそれを見て真っ赤になる藤里、というのは是非見たい。だが、それが校内に知れ渡った日には『桜さくら田だ門もんイコール変態』というレッテルと共に、女子からは痛い目。男子からは攻撃的な視線と、針のむしろになること間違いない。

　よし、ここでの購入は諦あきらめよう。

　人間何事も諦めが肝心である。素早く諦めて、次の対応を考えないようではこの情報過多の現代で生き残れない。従ってここのコンビニは椎しい名な町まち先輩に何かお土産を購入する、という目的に使わせて貰もらう。

「チョコレート……とか」

　或あるいは菓子パンとかだろうか。普段おやつというものとは縁がないせいで、女子が好んで食べるものが何なのか解わからない。

「ん？　妹さんのお使い？」

　間近から声が聞こえたかと思えば、すぐ真横に藤ふじ里さとの顔があった。

　圧倒的な近さ。このまま『ちゅっ』とかしたくなる、そんな白くて柔らかそうなほっぺたが本当にすぐ近くにあった。

「そ、そんなようなもの、だな」

　なんとか内心の動揺は見せないようにしながら頷うなずいた。

「ふーん、わざわざ家から離れたコンビニまで買いに来るなんて、モンジローくんってば恥ずかしがり屋さんだね？」

　クスクスっと笑っている彼女からいい香りが漂ってきていて、何も考えられなくなりそうになる。いやいや、待て待て、桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。ここで友人の色香に戸惑っていてどうする。俺はこれからもっと大きな目的を達成しなければいけないんだぞ。

「女子が好むおやつというのが、よく解らなくてな」

　こうなったら面倒見のいい藤里に相談してしまおう。帰りに妹にも買って帰れば、それはそれで嘘うそにはならないはずだ。

　こうして自分のことを騙だましながら、友人の厚意を利用する……。生きるということはそれだけで罪を重ねることになるのかもしれない。

「うーん。女の子なら大体の甘いおやつなら好きじゃないかな。あ、こっちにこのコンビニ系列限定の高級プリンあるけど、それにする？」

　なるほど、高級プリン。それはいかにもお土産に向いている。

「じゃあ、それを二個頼む」

「うんうん、とっても美お味いしかったからお勧めだよっ」

　ちゃんと自分で食べてからのお勧めなのか。何気に商売上手なのかもしれない。店員スキルもかなりのものなのだな。流石さすがは藤里だ。

「他ほかには何かいる？」

「いや、それだけでＯＫだ、ありがとう」

「どういたしましてっ」

　あまりここで時間を費やし過ぎると間に合わなくなってしまう。

「それじゃあ、レジに来てね？」

　予想外の遭遇で早速予定が崩れてしまったが、これはこれでプラスの出会いだったと思い込むことにしつつ。

　ちなみに、例のブツは別のコンビニで無事入手した。





■　　■　　■　　■　　■






　悪いタイミングというのはいつでも存在する。

　こういう夜に限って、普段は会わないような人物と遭遇するものだ。

「おや、門もん次じ郎ろう先輩」

　なんか長い包みを持った小柄で見知ったような影が学校の方から来るな、と思ったらそれもまた知り合いだった。

「久く宝ほうか」

「うん、その通り。こんばんは、奇遇だね、こんな所で」

　校舎に向かう坂の途中。つまり、お互いに目的が学校にない限りはあまり通らない場所だ。それも相手は図書委員会の後輩で、更に剣道部期待の新人。

　眼鏡をついっと上げて、もう一度その制服姿を確認してしまう。

　久宝那な岐ぎ。椎しい名な町まち先輩よりも更に小柄で、体付きもそれに見合ってスレンダー。しっかりと伸びた背筋と凛りんとした眼まな差ざしは、彼女がいかにも武人っぽい少女であることを物語っている。いわゆる『隙すき』というものがなく、こうして話している今でも何かがあれば即座に対応出来そうな、そんな達人めいた空気を纏まとっていた。

「どうしたんだい、先輩。私のことをそんなにジロジロと見て」

「こんな時間まで学校にいたのかと思ってな」

　スマートフォンで時間を確認してみると、二十三時半過ぎ。いくらなんでも女の子が学校に残っていい時間ではない。

「確かに。こんな時間に学校に向かう先輩からしてみると、私は不思議かもしれないね」

　お互いに、それが放課後とか夕方くらいの時刻ならばまだしも、日付が変わるのも近いような時間ですれ違うものでもない。

　だが、俺の場合はここで──なんの問題もなく事実を話した。

「実は椎名町先輩に呼ばれたんだ」

「なるほど、そういうことなら納得したよ」

　あっさりと頷うなずいて貰もらって、内心少しだけホッとする。まあ、そこで彼女が納得するだけの理由があるのも確かなのだが。

「ちなみに私は稽けい古こ帰りさ。一人で練習出来る時間はそうは取れないからね」

　なんでも、久く宝ほうの剣道の腕前は相当なものらしい。おかげで顧問の先生よりも強く、部員たちにも教えているほどだそうだ。だが、そのおかげで自分の練習時間が取れないと、以前悩んでいたのも思い出す。

「自主練習をして、ゆっくりシャワーを浴びていたら、毎日こんな時間になってしまう。そういうわけだよ。私が武道少女じゃなければ危ないよね」

　と、自分のことを冗談のようにサッパリ笑って告げていた。確かに、その体からはほのかにお風ふ呂ろ上がりの香りが感じられた。おっと、女性の、しかも後輩の匂においとかはなるべく嗅かがない方がいいな。変態になってしまう。

「まあ、竹刀を持った久宝に勝つなんて普通の暴漢に出来るはずもないだろうがな」

「ははっ。こんな貧相な少女はそもそも襲われない、とか言ってくれないでおくれよ」

「いや、それはないだろう。久宝は凛りんとしてて綺き麗れいだからな」

「ありがとう。面と向かって男性の先輩に言われると照れてしまうけれど。そのまま褒め言葉として嬉うれしく思うよ」

　そんな返事すらも大人っぽくて、小柄で華きや奢しやな体からは信じられないほどの達観した雰囲気だった。これが達人の纏まとう空気感か、と感心してしまう。

「おっと。あまりここで引き止めては椎しい名な町まち先輩に悪いね。よろしく伝えておいて」

「ああ、解わかった。いくら久宝が強いからって油断せず、気をつけてな」













「そう心配してくれるのも嬉うれしいよ、先輩」

　すっ、と手を振って坂を下りていく、その迷いのない足取りを見て羨うらやましく思う。

　俺など、鞄かばんの中にさっき全力の勇気を振り絞って購入したアレが入っているだけで、それはもう緊張しまくってしまうというのに。

　久く宝ほうの落ち着きを少しは見習うとしよう。

　そう思いながら、俺は大きな時計塔の見える校舎へと歩いた。





■　　■　　■　　■　　■






　当然、夜中の学校には侵入出来ないようにセキュリティが働いている。

　無む闇やみにドアや窓を開けようものなら警備会社にすぐさま連絡が入り、あっという間に駆けつけられてしまうのだ。

　だが、どんな物事にも抜け道はある。

　県立学校でありながら『図書館時計塔』と呼ばれるモダンな建物を擁している我が校は、小高い丘の上にあることから近隣風景の名所としても知られている。その建物は校舎からやや離れた場所に位置していた。

　外周の裏手、雑木林にはその図書館時計塔に近い裏口があり、小さな鉄てつ柵さくのドアがあるだけだった。乗り越えることも簡単で、警報も鳴らない。

　明治に遡さかのぼるほどの学校創設時からあるらしいこの塔は、崩れないように補強されることはあったものの近代的なセキュリティの強化などはまだまだ追いつかなかったそうだ。

　まあ、もっとも裏口から入ることが出来るのは時計塔くらいなもので、図書館の入り口である正面玄関は閉まっている。そこを開ければ、ちゃんと警報くらいは鳴るだろう。

　だが、時計塔の方の入り口は鍵かぎがかかっているだけだ。

　そして、その中には図書委員会が使う委員会室。つまり、もし泥棒のような人物が忍び込んだとしても盗んで得になるものは傷んで修繕を待っている本くらいしかない。

　そんな時計塔の中には図書委員会室とは別に『時計塔管理人室』と呼ばれる部屋があり。




　──そこで、椎しい名な町まち先輩は過ごしている。




　その事実は図書委員会の中でもごく一部しか知らないし、どうしてごく普通の県立高校、しかもその時計塔の中なんて場所に住んでいるのか、という事情は俺には解わからない。

　だけどごくたまに、こうして先輩に呼ばれて夜を過ごすというのが図書委員会では恒例行事のようになっていた。俺も一度だけ他ほかの委員と共に、お泊り会に参加したこともあるのだが、女子ばっかりで気まずい雰囲気だったのでその後は参加していなかった。

　とはいえ今日は俺一人。

　しかも『安全日だから』という理由で呼ばれたとなると。

　まだまだ思春期まっただ中の一般的な男子高校生としてはドキドキせざるを得ない。

「ん、こほん」

　だがどこかぼんやりしている椎しい名な町まち先輩のことだ。

『安全日』という言葉を別の何かと勘違いして使用している可能性は高い。

　青少年特有のドキドキというものは、大抵脆もろくも崩れ去るパターンが多い。だから過度な期待はせずに、どんな用件であろうとも先輩をがっかりさせないように頑張ろう。

　そう自分に言い聞かせながら、俺は鉄てつ柵さくを乗り越えて時計塔のドア前まで辿たどり着いた。

　いかにも重苦しい、鉄製のドア。

　左側に、やや大きめの鍵かぎ穴あながあった。

　そこに図書委員会でも一部の者──顧問の先生や椎名町先輩から鍵を受け取った生徒だけが持っている鍵を差し込むと、ガシャンと音が響く。

　まるで大事な物を封印でもしているかのような様相だが、ある意味椎名町先輩という可か憐れんな女性が住んでいるのだから、これくらい警戒して当然なのかもしれない。

「お邪魔します」

　ドアを開けてから中に向けて声をかけ、後ろ手でちゃんと鍵を閉めた。

　そこには薄暗い明かりにぼんやりと照らされた広い部屋があり、壁は大量の本棚で埋まっている。中央には会議用の大テーブルがあって、雑誌やらライトノベルやら文房具などの私物が散乱していた。他ほかにも冷蔵庫、石油ストーブ、扇風機などが端に寄せられており、窓にはカーテンがかかっている。

　そして、部屋の奥には人の大きさほどもある大きな時計板が壁に立てかけてあった。かつてはそれこそが時計塔の大時計だったらしいが、古くなったので交換され、今はこの部屋に置かれたままになっているのだとか。

　つまり、ここが『図書委員会室』。普段俺たちはここに集まって本の整理をしたり、図書カードの確認をして借りられたままの本がないかを調べたり、お茶会をしたりしている。元々は単に広いだけの倉庫部屋だったものを、何代か前の図書委員会の人たちが自分たちの秘密部屋として頑張って整理したらしい。

　しかし、この時計塔の時計は今や飾りであり、その時を刻むことはない。

　いつから動いていないのかは解わからないものの、歯車が四六時中動いていればそれはそれは大きな音になっただろう。そうなれば椎名町先輩の安眠を妨害することになるから、動いていないのは正解と思える。

　そしてこの部屋の脇わきには木製の階段があり、四角の形で壁沿いをなぞるように螺ら旋せんを描いて上まで伸びている。高さにして三階ほど上に行けば、扉が見える。

　そこにある部屋こそが、椎しい名な町まち先輩の部屋だ。

　木製の階段を踏みしめる度に、ギィギィとやや軋きしむ音がした。板が抜けるようなことはないと思うが、手すりにちゃんと手を乗せて一段一段しっかりと上る。

　毎日先輩はこの階段を何度も上り下りしているわけだが。そんなことを続けていればかなり足腰が鍛えられるのではないだろうか。あのスタイルの良さはそういう、日々の生活から生み出されているのか。などと想像してしまう。

　そんなことを考えているうちに、中二階を経てから三階に辿たどり着いた。

『時計塔管理人室』

　上のプレートにかすれた文字でそう書いてあった。

　扉は入り口と違って木製であり、どこか年季を感じさせる。

　コンコン。

「椎名町先輩。桜さくら田だ門もんです、参りました」

　ちゃんとノックをしてから、返事を待つ間に時計を確認する。

　手元のスマートフォンによれば二十三時時五十五分だった。時間的にも丁度いいだろう。

　そのまま──無言で先輩の返事を待ってみた。

　……しかし、一向に何も返ってこない。

　寝ているのかもしれない、とちょっと思う。

　だとすれば電話した方がいいのだろうか？　しかし、安眠を邪魔するのも気が引ける。いや、そもそも呼び出したのは先輩なのだから、ここはやはり起こすべきだろうか。

　そんな逡しゆん巡じゆんをしながら、扉のノブに手を当ててみた。

　スーッ、と音もなく扉が動く。

「開いてる？」

　椎名町先輩の寝顔を見るチャンス。そう考えてしまう自分を一いつ旦たん振り払い。

「先輩、桜田門です。参りましたよ」

　そう強めの声で語りかけても、先輩の反応はなかった。

　深く眠っているのだろうか。もしそうなら一度帰った方がいいかもしれないが。

　──その時。

　部屋の内側から感じられた濃密な気配は……なんだか、胸をざわつかせるものだった。

　嫌な予感、とでも言うのだろうか。

「……失礼します」

　そんな予感を払ふつ拭しよくする為ためにも、ここはいっそ踏み込んでしまうことにした。紳士的ではないかもしれないが、自分を非難する声は心の内側に封じ込めることにする。

「先輩？」

　そして扉を押し開けて、中を見ると。むせ返るような鼻に響く匂におい。

　──濃密な『血』の匂においが俺の鼻孔を襲った。

　続いて視界に入ったものを見て、俺は我が目を疑う。




　部屋の中央で、椎しい名な町まち先輩が血まみれになって倒れていた。




「先輩っ!?」

　慌ててその体の側まで駆け寄る。

　出血量は尋常ではなく、フローリングの床が先輩を中心に血溜だまりになっていた。仰向けの姿勢で、眠っているかのように床に横たわる制服姿の先輩。

　そして、嫌でも目に入ってしまうのが……その胸に残る真紅の痕こん跡せき。

　傷口はそこだろう。制服を、そしてその生身を貫いたような跡があった。背中から血液が広がっていることから、それは背中まで貫通しているということだろう。

　胸の中心から、背中まで貫かれるだなんて。

　そんなことをされれば、普通人は死んでしまう。

　つまり、先輩は……。

「………………」

　信じたくなかった。昼間学校で会った時ははにかんで微笑ほほえんでいたのだ。

　なのに、今はもう何も喋しやべらない。その瞳ひとみが開くことはない。二度と……俺に向けて笑ってくれることもない。

　耳が痛いほどの静寂が、月明かりに照らされたその体を包んでいた。何も聞こえない。俺の鼓動の音しか聞こえない。どんなに耳を澄ましても先輩の呼吸の音も聞こえない。おそらく、胸から血が脈打っていないということは、その心臓も停止していて……。

　これは、もう、つまり、完全に彼女は……。

「先輩、先輩っ！」

　それでもそんな事実を信じられなかった俺は、その華きや奢しやな体を抱き上げると蒼そう白はくな顔に向けて何度も呼びかけた。

「先輩……」

　解わかっている。

　きっと、この傷は即死だ。

　先輩の胸の中心には、深い深い真紅の溝が出来ている。他ほかに傷がないということは、完全に無抵抗なレベルで一息に突き刺されたのだろう。だとしたら、躊躇ためらいも何も存在しない、ただ殺す為ためだけに向けられた刃の一刺しだった、ということだ。

「なんで、こんなことに……」

　昼間は『安全日だ』と。そう言っていたのに。

　先輩自身の命が安全でないなら意味がないじゃないか。

「………………」

　今まで良くしてくれた、憧あこがれの先輩。そんな人が死ぬのをこんな形で目の当たりにしなければいけないなんて、誰だれが予想出来ただろうか。

　その死に顔が、穏やかであることがせめてもの救いか。

　これが恐怖に見開かれていたり、涙の跡があったりしたら俺はもっと張り裂けそうな気持ちになっていたかもしれない。

「先輩、すみません。俺がもっと早く来ていれば」

　コンビニに寄らなければ。久く宝ほうと会話していなければ。もしかしたら間に合ったかもしれないのに。それなのに──。

「……悔しがるのは後だ、な……」

　俺はなんとか落ち着く為ために、伊だ達て眼鏡をついっと上げる。

　そう、こんな先輩をこのままにしたくない。

　だからまず……警察か。

　そうすれば救急車も来てくれるだろう。

　とっくに事切れてしまっているのは解わかっているが、それでも病院まで一緒に行きたい。

　そんなことを考えていたら。




　タッ。




　何かの音が背後から聞こえた。

　まるで床を誰かが踏みしめたかのような。

　だけど、その音はいきなり、俺のすぐ真後ろから聞こえた。

　誰かいるのかと、振り向こうとした──。

　瞬間。




　ドクンッ。




　それは俺の心臓が一際高鳴った音だった。

　と、同時に激しい痛みと熱さが背中から体の中心を通って、胸を襲う。

　恐る恐る見たそこからは、血に濡ぬれた刃先が見えた。

　この手際。この刺し方。

　紛れもなく、背中から心臓をひと突きしたことによる殺害。

　つまり、俺は今。

　背後から誰だれかに──刺されたのだ。

　そう意識した時には、もう目の前は霞かすんでいた。

　激しい痛みだったはずなのに、すぐにそんな感覚すらなくなっていく。

　体が酷ひどく寒い。

　それが大量の出血によるものだと、頭の片隅でなんとなく理解しながら。

　──こんな自分が、憧あこがれの椎しい名な町まち先輩と死ねるなんて。

　そんな、人生の終幕も有りなのかもしれない。

　そう、思ってしまう。

　だから、俺の口を突いて出た最期の言葉は……。




「椎名町先輩と一緒に殺してくれて──ありがとう」




　我ながら犯人に感謝するような言葉もどうかと思うが。

　自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる余裕もなく、俺は椎名町先輩に覆いかぶさるようにして全身の力を失ってしまい。




　──俺こと桜さくら田だ門もん次じ郎ろうは、その十七年間の人生に幕を下ろした。









　　　　　　【第一話】B-Part　死タナトスと不死インモータル










■不死身：検索結果

　・不死であること。あらゆる病気・苦痛・傷・打撃にも耐えうる体であること。

　・どんな困難にも挫くじけないこと。また、その人。

　・打たれても切られても死なないこと。

　・痛みを感じない、傷つけられない、なかなか死なない。







　・不死の体を手に入れた人のこと。







　ぼんやりと、暗くら闇やみの中を漂う夢を見ていた。

　疲れ果てて眠ると、よくこの夢を見ることがある。つまり俺は今、泥のように睡眠している最中、ということなのかもしれない。

　そんな中、不意に──どこからか、母かあさんの声が聞こえたような気がする。

　今はもうそばにいない母親の声に、俺は意識を向けた。




『貴方あなたは生きなさい、次じ郎ろう』




　それは──母さんがいなくなる前に俺に残してくれた最後の言葉だ。




『貴方の道はきっと大変なものになります。母親として残せるだけの技術と心構えは既に与えました。後は、何をしてでも。どんなにその手を血で染めてでも。自分にも他人にも血の涙を流させてでも。とにかく生きなさい、次郎。それが貴方の運命です』




　母さんは淡々とそう告げて。翌朝には最初からいなかったかのように、自分の痕こん跡せきを全すべて消していた。残されていたのはかなりの金額が入った通帳と印鑑だけだ。

　あの時の俺はまだ寂しさというものを理解していなかった。

　だけど今なら、あれが切ない別れであったことを理解出来る。

　今なら、行かないで欲しいと言うことが出来るかもしれない。

　俺は確かに……到底、普通の母親から学ぶとは思えないものを教えて貰もらったけれど。

　だけどきっと、感謝もしていたのだ。

　だから、こんなにも胸に穴が開いているような気分になるし。

　だから──心臓が痛むのかもしれない。




『やがて心を。胸の痛みを手に入れたなら、絶対にそれを手放してはいけません。それは貴方にとって何より大事で、何より大切なものとなるでしょう。だからそれを抱えたまま苦しんで生き長らえなさい。いいですね。たとえどんなに身も心も痛んでも、ですよ』




　体の痛みは、きっと耐えられる。

　だけどまだ、心が痛んだことはなかった。

　いや、もしかしたら。母さんと別れた俺は既にその痛みを感じている。

　だからこんなにも、この胸が痛いのだろう……。

　──いや、違う。この心臓の痛みは別だ。

　その時、暗闇を漂う俺に赤い雫しずくが大量に見え始めた。

　それは──血だった。俺の胸から、大量の血が流れたのだ。

　このままだと死んでしまう。母かあさんに生きろと言われたのにその生命を終えてしまう。

　だけど、そうだ。俺はその死に満足してしまっていたんだ。

　だから母さんは、そんな俺を叱しかる為ために声を聞かせてくれたのかもしれない。

　……ごめん、母さん。

　でも、良かったと思ってしまったんだよ。

　だって、俺が死ねたのは……とても人間らしい感情と一緒だったんだ。

　この人と死ねるなら嬉うれしい、そう思ってしまったんだ。

　だから──。




『そういうのはいいですから、貴方あなたは生きなさい。とっとと目を覚ましなさい』




　そういうのって。

　なんだか思い出の母さんはぞんざいな物言いだった。

　そういえば、そんな母だったような気がする。




『そこに貴方の──絶望的な。だけど幸せな運命が待っていますよ』




　母さんの声を聞いて、俺の意識が覚かく醒せいしていく。

　つまり、俺はまだ……。

　そして、暗黒の空間は一瞬で、月明かりのような銀光に包まれたのだった。





■　　■　　■　　■　　■






　目を開いた時、まず服を大胆に持ち上げる胸の下側が見えた。

「あ、おはようございます、次じ郎ろう君」

「……え？」

　優しい手の感触が髪に感じられる。撫なでられていると気付くのはそれから少し後のことで。その大きな胸越しに見える先輩の顔は柔らかく微笑ほほえんでいた。

　全部夢だったのだろうか、なんて思って少し視線を横に向ける。床にもさっきの血溜だまりはなくなっていたし、自分の出血もないように見える。

　だが、先輩の顔を見上げるとその顔や手には赤い血が付着していた。窓から差し込む月明かりに照らされているせいか、それは倒錯的な印象すら醸し出している。

「あ、これは次郎君の血ですから心配しないで下さい」

　……いや、それはそれでとても自分が心配なのだが。

　つまり、俺が刺されたのは事実なもののそれほど深手ではなく、先輩も奇跡的に生き延びることが出来た、ということだろうか？

　それとも、実はここは死後の世界で。先輩と俺の死体はその辺りに転がっており、今はお化け状態になっているということかもしれない。

　まあ、もしそうだったとしても構わない。こうして先輩が笑っている。それだけでなんとも素敵じゃないか。

　そう思っていた矢先に、先輩は口を開くと。

「安全日でなければ即死でした」

　そんな、わけの解わからないことを言い出した。

「……は？」

　素すっ頓とん狂きような声が自分の口をついて出たのにも驚きだったが、俺の知っている安全日というキーワードと先輩の仰おつしやった言葉の意味がまるで繋つながらない。

「あ、ええと……説明が難しいのですが……」

　先輩はどこか困ったように視線を上に、横に、後ろに向けて。

　何もいい言葉のヒントがないと見ると。

「私、今晩は滅多なことでは死ななかったんです。そして……納得しづらいかもしれませんが、大変申し訳ありませんが貴方あなたを不死身にしてしまいました」













　うん。

　やっぱり何を言われているのか解わからなかった。

　だが、俺はここで深い理解力を見せる必要があるのかもしれない。

　そもそも椎しい名な町まち先輩は雄弁な人ではない。みんなが会話しているのを、お茶を飲みながらぼんやり聞いて微笑ほほえんでいるような、そんな人だ。

　だから俺の側がきちんと理解を示すことで先輩の言葉をアシストしなければ。

　というわけで、えーと。なんだ。





・安全日じゃなければ即死だった。

・先輩は、今日滅多なことでは死なない。

・俺も不死身になった。






　よし、解らない。

「吸血鬼みたいなものでしょうか」

　それでも俺の理解出来る範囲で尋ねると、先輩は少しだけ考えてから。

「血は別に吸いませんけれど。でも、そういうお化けみたいなものなのは確かです」

　まさか先輩がお化けだったなんて。

　そして、俺もそんなお化けになってしまったなんて。

　そう驚きながら納得を──。

　……いやいや。

　そんな事実をあっさり受け入れるのは正直どうかと思う。

　どうかと、思うのだが……。

「あの、ご理解、いただけましたか？」

　どこか困ったような顔で言われてしまうと『いいえ、全く』と正直な返事なんて言えなくなってしまった。罪作りなお人だ。

「とりあえず、そういう納得をしておきます」

　取り乱したり、信じなかったり、変な行動を取ったりしたら先輩は困ってしまうだろう。

　そして俺は先輩を困らせたくはない。

　ならば信じたことにするのが正解だ。それでいいのだ。

「はい。……やっぱり、次じ郎ろう君を選んで良かった……。他ほかの方でしたら、きっともっと取り乱してしまいますもんね」

　いや、俺も内心はかなりの取り乱しっぷりです。

　と伝えると先輩が以下略なので伝えない。

　男はこうして寡黙に強くなっていくのだ。

　それにしても『選んで良かった』か。

　それがどんな意味であれ大変嬉うれしいのは確かだな。

「それと、次じ郎ろう君。私たちを殺した人はまだ学校内か近くにいると思いますけど……どうしますか？」

　そんな質問をされても、先輩の胸を下から見ている膝ひざ枕まくら状態の俺は、どうにかしてこの状態を長く維持したいという欲求が強かった。

　ではなく。

　あんなに鮮やかに音もなく俺をさっくり殺せた相手だ。今から探しても何も出来ない可能性が高い。それに、今回は先輩が先に死んでしまっていたが、次は目の前で先輩が殺される可能性だってある。そうなったら、俺はショック死してしまいかねない。

　──あの手際。たとえ油断していなかったとしても──。

「いえ、また先輩が殺されたりしてしまったら、それこそ嫌です。なのでこのまま膝枕続行で宜よろしくお願いします」

　欲望も忠実に告げることで先輩に甘えることにした。

「そうですね、次に私が死んでしまったら次郎君も死んでしまいますからね」

「え？」

　また新たな情報だった。

　なんだいったい。俺はどうなってしまったんだ。

　おそらく、俺の全く知らない世界での話が進んでおり、それに俺は巻き込まれたということなのだろう。俺は俺の中にあるなけなしの理解力を駆使して、そう思い込む。




『──窮地において大事なのは、まずは状況把握。それがどんなに受け入れがたいものであってもまずは事実として受け止めなさい。状況を知っている人物の話が聞けるならばそこから情報をまとめて、そして自分が次に取る行動に繋つなげることが最優先ですよ』




　それが、俺に生き方を教えてくれた母かあさんの教えだった。

「先輩、良ければ詳しく話して貰もらえませんか？」

「その前に、お風ふ呂ろで次郎君の血を洗い流してしまいませんか？」

　なんだって。

　こっちが状況を把握しようとするよりも先に、先輩のマイペースな提案だった。

「さっき私が使ったので、まだ血が残っていたら申し訳ありませんけど」

　しかも先輩が使った後のお風呂だと。

「いただきます」

「はい、では……一いつ旦たん、床に頭を下ろしますね」

　先輩は丁寧に両手で頭を包んでくれると、そのままそっと床に下ろしてくれた。

　そこには既にクッションがあったようで、ふわっとした感触に包まれる。先輩の太ももも大変心地良かったが。なんだか大事にされているんだなあ、とじんわり嬉うれしくなった。

　しかし、そのまま寝ているわけにもいかない。このまま横に視線を向けると、先輩のスカートの中というとてもいけない場所が見えてしまう。

　心頭滅却。煩悩よ立ち去れ。

　俺は視線が横に動かないよう、自分を律する為ために伊だ達て眼鏡を直した。

　──眼鏡にもすっかり血が付いてしまっている。早く洗わないと、だな。

「よいしょっ」

　ようやく身を起こして辺りを見回す。

　先輩のワンルーム型の部屋は、綺き麗れいなものだった。あれだけおびただしく流れていた血がどこにも見当たらない。俺が流したであろう血も、やはり見当たらない。先輩が部屋にあった血は全すべて拭ふき取ったのだろうか？

　というかあんなに血が流れていて、よく生きているな俺。出血多量という分量を超えている気がする。──それが、不死身になったということなんだろうか？

　今はともあれ、先輩の提案に乗ろう。早く安心させてあげないといけない。

「それじゃあ先輩。お風ふ呂ろを借りるので──詳しく話せそうだと思ったら、その後色々と教えてくれますか？　例えば、今日俺を呼んだ理由とか」

「はい、そちらでしたらすぐにお話出来ます」

「じゃあ、宜よろしくお願いします」

　先輩にそう告げてから、部屋の奥にあるドアを見る。

　確かあの向こうが洗面所で、トイレとお風呂に繋つながっているはずだ。

　……よし。

「行ってきます」

「ふふっ。お風呂にも行ってきます、なんですね。はい、行ってらっしゃいませ」

　先輩が微笑ほほえんでくれるのを見て……ようやく安心出来た俺がいた。

　どんな状況になったのかなんかさっぱり解わからないが、それでもそこで先輩が笑ってくれているならまずはＯＫだ。

　そう思いながら、俺は洗面所のドアを開いたのだった。





■　　■　　■　　■　　■






　シャワー……。

　既にボディソープやシャンプーの香りでホカホカな熱気に満ちていた広めのバスルーム。

　まずは体に付いた血を流してみたら、これまたごそっと俺の血がお湯と一緒に落ちていった。排水口に赤いお湯が流れていくのを見て、ほんとに刺されたんだなあと実感する。

　部屋の血は先輩が掃除したのだとして、流石さすがに俺の体に付いた血は拭ふいたり出来なかったということか。先輩の手に血が付いていたのも思い出し、申し訳ない気持ちになる。汚れるのも構わずに膝ひざ枕まくらしてくれていたんだな、と思えば感謝で胸がいっぱいになった。

　──そう。今の俺はこうして『感謝』したり『ありがたい』と思うことが出来ている。だからこれもまた大変喜ばしいことなので、忘れないように生きていこう。俺はとある事情から、こういった『感情』をきちんと理解して、把握しないといけない身の上だった。

　手で背中の辺りを探ってみる。

　ナイフで刺されたはずの箇所には、それらしい傷の感触はなかった。だが、この記憶も体も、その痛みや感触をよく覚えている。あれが夢や幻だったということはないだろう。

「刺されたのは本当で。生き返ったのも本当ということは」

　先輩が語っていた『不死身にした』というのも本当ということになるのだろうか。

　いや待て、不死身ってなんだ。

「死なないってことだよな」

　言葉の意味だけ考えれば凄すごいことを言われた形になる。椎しい名な町まち先輩が俺を不死身にして、俺は助かった。事実だったとしてもにわかに信じられる話ではない。突然『死ななくなった』と言われても、実感出来ない限りはなんとも言えないからだ。

「でもまあ、とりあえずは信じることにしよう」

　椎名町先輩はちょっと浮世離れした雰囲気があるせいでたまに変なことを言うが、滅多な嘘うそはつかない人だ。だからって不死身かどうか試す為ためには死んでみないといけないので、そんなのを実践するのはごめんだが。

　とりあえずは体を洗うことにしよう。

　何か体に変化でも現れていれば洗い落とす時にでも解るはずだ。

　そんな風に思って鏡に向き直ってみたら。

「うん？」

　あった。胸の辺り──丁度心臓の上の肌に、赤い何かの模様が浮かんでいた。

　刺青いれずみっぽい……というよりは痣あざっぽい。なんか縁起物の鳥……孔く雀じやくとか、そういう派手な鳥を描いたようにも見えるけど、いまいちハッキリしない。

「なんだ？」

　爪つめの先でちょいちょいかいてみても、特に引っかかることはない。完全に肌に浮き上がっているようだ。

　引っ張ったり、膨らましたりしてその形の変化を見てみたけれど何もない。

　今は『何かの印が浮かび上がった』と受け止めればいいのだろう。

「よし、後で椎しい名な町まち先輩に尋ねてみよう」

　結論。やっぱり何も解わからない。

　俺の体に色々と起きているようだが、説明を受けない限り何の想像も推理も出来ない。

　そういうことならば一いつ旦たん割り切ろう。

　そう考えて、そのまま髪を流す方向に移行する。まずお湯で濡ぬらして、シャンプーを手に乗せて……これが椎名町先輩が使っているシャンプーか、とまじまじと見つめてから、そのまま髪に当てる。

　ワシャワシャと泡立てると、髪にも血が付いていたらしくパリパリする部分があった。

　俺の頭まで血が飛んでいたとなれば、俺を殺した犯人もかなりの返り血を浴びているのではないだろうか。先輩の言う通り、学校内を捜したり近くを捜せば血まみれで解り易やすい殺人者がいたのかもしれないな。でも、あんなナイフの一突きで的確に俺を殺せるような相手だ。捜し当てたとして危険なのは変わらないだろう。

　そんな相手が、実は俺も先輩も生きていると知ったら……。

　──ああ、そうか。すぐに殺しに戻ってくる、なんて可能性もあるのか。

　そう考えた途端に先輩が心配になったので、すぐに髪を洗い流すことにした。

　こうしてはいられない。早く先輩に事情を訊きいて、その対策を取らねば。

　髪の泡を落とすと、そのままシャワーの栓を閉めてドアへと振り向く。




　その時だった。




「あの……次じ郎ろう君」

　ドアのすりガラス越しに、椎名町先輩の声が聞こえた。

「え？　あ、えーと……もう頭は洗い終わったのでそろそろ出ますっ」

　バスタオルでも用意してくれたのだろうか。そんな気楽な気分でいたら。

「その……入ってもいいですか？」

「はひ？」

　一瞬何を言われたのか、さっぱり解らなかった。

　ハイッテモイイデスカ。

　頭の中で何度かその言葉を、繰り返し考えてみて──。

「えええええっ!?」

　思わず驚きの声を上げてしまう。

「えっと……次郎君のお体に起こったことの説明をしようと思うのと……」

「あ、は、はい」

　それは確かにして貰もらいたい。だがそれは、別に風ふ呂ろ上がりでも出来るはずだ。

「お詫わびと──親交を兼ねて……その。お背中を流そうかな、と……」

「えええええっ!?」

　また同じ声を上げてしまった。いや、待て。落ち着け。落ち着くのだ桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。

　そんなことがあっていいのだろうか。まさかこれは夢の続きか何かなんだろうか。もしくは、やっぱり俺は死んでいて、自分にとても都合のいい天国的な場所にいるとか。

　そうでなければ、あの俺の内部で清楚可憐、男性経験ゼロ間違いなしの無む垢くな椎しい名な町まち先輩が、こんなアダルティ極まりない提案をしてくれるとは思えない。

「ダメ、でしょうか……？」

　健全な男女であれば、そんなのダメに決まっている。なんというか俺たちはまだそういう仲にすらなっていないわけで。でも、つまりそういう仲になったらＯＫということならば、先輩にはその気があるということだと判断出来る。

『安全日だから部屋に来て』なんて言われた身としては、それはもう当たり前にノリノリだった。だが、さっきの物言いからして先輩はその言葉の意味を勘違いしている節があった。それでこそ俺の中での清せい楚そ以下略な先輩なわけで。

　……よし。ここは毅き然ぜんと一いつ旦たん断りを入れて。それから落ち着いて話を聞く、そういうスタンスでいることにしよう。うん。

「どうぞ」

　しかし俺の口を突いて出た言葉はまさかの肯定だった。

　口は心以上に正直だったということなんだろうか。というかむしろ、こんなチャンスを逃したくない男心だったに違いない。

　なんせ椎名町先輩と、お風呂だ。

　そんな機会、生きていて二度とあるとは思えないシチュエーションだ。とてもじゃないが、有り得ないだろう。人生は一期一会。どんな機会も逃してはいけない。だからいいよな、桜田門次郎。先輩の裸体を見よう。な。よし。

　自己弁護を完了しつつ。俺はすりガラスを凝視してしまう。

「それでは、お邪魔しますね」

　ガラッ。

　そして先輩は……バスタオルを体に巻きつけてお風呂場に入ってきた。

　白い肌、鎖骨、腕。そして太もも、ふくらはぎ、くるぶし。バスタオルを解わかり易やすく持ち上げている、その布地の下にある胸。とてもじゃないが、正視できないほどの眩まぶしい半裸がそこにはあった。さっき死んだばかりで恐縮だが、もう死んでもいいとさえ思える。

「あ、あんまり見ないで下さいね、は、恥ずかしいので……」

　恥ずかしいのか。そりゃそうだよな、と思って顔を見てみたら……驚くくらいに頬ほおも耳も真っ赤だった。つまり先輩は『うふふ、お背中流してあげるわね、ぼうや。うふーん』という気分ではなく『もの凄すごく恥ずかしいけど頑張ります！』という方向性らしい。

　何が先輩をそこまで駆り立ててくれているのかは解わからない。

　だが、俺にとっては『恥ずかしがっている椎しい名な町まち先輩に背中を流して貰もらえる』というシチュエーションだけで、人生の目的を達したような気分になった。

　我が生涯に一片の悔いなし。そう拳こぶしを振り上げたくなるのを必死に押さえつけて、もじもじしている先輩になんとか声をかける。

「えと……先輩、綺き麗れいです」

　ここで我慢して『心を殺す』なんてことはしたくない。俺はこの学校に転入してきてから、必ず素直に感情を出すと決めたのだ。だからこそ正直に思ったことを告げると。

「う……あ、ありがとうございます」

　先輩は視線を逸そらして口元に手を当てていた。……その仕草も最高だ。

　そして、その腕で形を変える胸の盛り上がり。その下には男なら誰だれでも見たくて仕方ないものが布一枚に隠されている。勿もち論ろん俺も見たくて見たくて仕方ないが、あんまり見つめ過ぎたら椎名町先輩は困り果ててしまうだろう。

　今だって、どうしていいか解らずに座ることも出来ずにいる。

　──心頭滅却すれば火もまた涼し。俺は自分の中に残るなけなしの理性を最大限導入し、男として興奮し過ぎないように精神を集中した。

　頭に血が上って血迷った俺は、ヘタすれば椎名町先輩をここで襲ってしまいかねない。むしろそれが許されてしまう状況であることが大問題だ。

　とはいえ、冷静な部分の俺は告げている。

　こんなに恥ずかしがっているということは、それでも何か俺に──お詫わびみたいなものがしたくて仕方ない、とかなのだきっと。先輩を訪ねて殺されてしまった、そんな俺への罪滅ぼしとか。そういうのを考えそうな気もする。

　……殺される、なんて怖い想おもいをした先輩が。今度は俺に襲われる、なんて怖い想おもいさせられるはずもないもんな。

　今日はもう、出来る限りのんびり過ごして欲しい。それが俺の願いだった。

「ふー、よし。落ち着きました。すみません先輩、舞い上がってしまって」

「あ、いえ……その、ありがとうございます。……えっと、恥ずかしいので後ろを向いていただけますか？」

「はい。お願いします」

　背中を流すのだから先輩に対して後ろ向きになるのは当たり前だろう。落ち着いた俺は、先輩の素敵な体に大変名残惜しさを感じながらも、ゆっくりと背中を向けた。

「あ……」

　先輩が何かに驚いたような声を上げる。

「右の肩に、傷きず痕あとが……」

「おっと、すみません。驚かせてしまいました」

　そういえばそうだった。俺の右肩には、刃物で刻まれたような十字型の傷痕があるんだった。そんなものをいきなり見たら、流石さすがにビックリさせてしまうに違いない。

「少し前に、傷を負ってしまったんです。その時に、何針か縫って」

「結構深い傷みたいですけど……」

　先輩がそっと手で撫なでてくれる感触が伝わって、ビクッとしてしまった。

「あ、すみませんっ。痛かったですか……？」

「い、いえ。ゾクッとしてしまっただけです。今はもうなんともないので」

　単にくすぐったいだけなのだが、なんとなく恥ずかしくなってしまう。

「ほっ……すみません、不謹慎でした」

「いえいえ」

　先輩も安心してくれたのか、ホッとした吐息が背中にかかる。

　あんまりそれを意識するとこっちのドキドキが大変になってしまうので、俺はなんとか視線を逸そらしておこうとしたら……。

　そこにはバッチリ鏡があった。曇り止め加工がしてあるのか、俺の姿もその後ろにいる椎しい名な町まち先輩の姿も映し出してしまっている。

　………………。未練をかき消すかのように、俺は顔を俯うつむけた。

「あ……ふふっ」

　先輩はちょっと安心したように笑ってくれている。

　俺が先輩のことを見ないように頑張っていることを、察してくれたようだ。

　正直見たい。とんでもなく見たい。バリバリ見たい。

　だが、先輩が安心してくれるなら、そんな欲望も我慢出来る自信がある。

「ありがとうございます、次じ郎ろう君」

　今度はそっと、俺の背中に手を添えてくれる椎名町先輩。

　その感触はひんやりしていて、やっぱり少しだけくすぐったかった。

「この辺り……刺されてしまったんですよね」

　そして胸の裏側辺りの、丁度熱さを感じた辺りの背中を撫でてくれる。

「すみません、次郎君。私が呼び出したばかりに」

「いえ、平気です先輩。あまり、実感はなかったので」

　とても痛かったのは一瞬だった。物もの凄すごく寒くなったのも一瞬だった。

　俺はあの時、一言呟つぶやくのが精一杯で……すぐに意識を失ってしまった。

　あそこまであっさりとした『死』であった以上、そこまで恨み節は残らない。

「でも……何の説明も出来ないまま、こんな形で貴方あなたを巻き込んでしまい……。私、舞い上がっていました。全然お話していなかったから、戸惑うことも多かったでしょう？」

　確かに、先輩は本日何から何まで説明が足りなかったのは否めない。おかげで俺の方も変な舞い上がり方をしていた。まあ今の状況も充分に舞い上がっているのだが。

「出来れば、今からでもいいので詳しい説明を聞きたいです」

「はい。それをする為ために、参りましたから」

　先輩の声は静かに落ち着いていた。お風ふ呂ろ場ばという場所ではあるが、今なら色々聞き出せるような、そんな気がする。裸の付き合いというヤツか。包み隠さずなんでも話すという意味ではピッタリな言葉だな。もっとも、先輩はバスタオルで包み隠しているけれど。

「まずは……どこからお話すればいいでしょうか？」

　先輩はその手を背中に当てて、ぽつりと呟つぶやく。

「今日、呼び出してくれた理由から、ですね」

　そう、スタートからして意味が解わからなかったものな。

「……はい、そうですね。多分、荒唐無む稽けいで信じられないことを話すと思いますが、出来ればバカにせずに聞いて下さい」

　とっくに荒唐無稽で信じられないことばかり起きている。そしてそれは全部我が身に起こったことなので、信じないわけにはいかないだろう。

「ええと……」

　だが、それは先輩にしても同じなのだろうか？

　突然殺されて。呼び出した俺も殺されて。ビックリしないはずがないもんな……とは思うものの。なんとなく、さっきまでの先輩は落ち着いていて全部解っていたかのような雰囲気を持っていた。

　だから先輩の口から紡がれる言葉がどんなに信じ難いものだったとしても、とりあえず一度は受け入れて自分なりに考えてみよう。

「実は今晩……次じ郎ろう君に、私の秘密を教えるつもりでした」

「さっきの、お化けみたいなもの……ってヤツですか？」

「その通りです」

　先輩の手に、僅わずかな力が篭こもる。

「私は、決められたことでしか死ぬことがない種族『夜や族ぞく』なんです。通称『ロード』とも呼ばれています」

　ロードという言葉は確か『王』とか『君主』みたいな意味だったはずだ。

「人々の目から逃れて夜に生き、人々の中で隠れて過ごす。太古からそうして生きながらえてきた……人間に似た生き物、絶滅危き惧ぐ種だそうです」

　人間に似た生き物。

　こうして接している分には、先輩はまるで普通の人間と変わらない。

　お風ふ呂ろで恥ずかしがって、俺を気遣って、そして説明に悩む。

　そんなどこにでもいる女の子にしか思えないというのに。

「ですから、本日は──先ほど、ナイフで刺されて一いつ旦たん心臓は停とまりましたけれど。人間よりも優れた自己治癒能力によって再生し、一命を取り留めた形でした」

「その……自己治癒は……心臓を一突きされるような怪け我がにも有効なんですね」

　それも凄すごい話だ。むしろそうなると、そのロードという人たちは何をしても死なないんじゃないかとすら思う。

「有効だったようですね。私も殺されるのは初めてでしたから、とてもビックリしましたけれど……その、示し合わせたかのように貴方あなたの……『人間の血液』が降り注いだ、というのもプラスに働いたのかもしれません」

「俺の血が？」

「他者の生命の迸ほとばしりを感じた時……そこに強い『想おもい』が篭こめられていた場合、それは私たちロードにとって大変強い力となりますから」

　先輩はどこか照れたように口にしていた。

　──確かに、あの時の俺は先輩に対して強い『想い』を抱いていた。だから先輩は俺の血を浴びたことで自己治癒能力が高まり、生き延びたということなんだろうか。

　しかし血が降り注いで生き返ったとなると、本当に吸血鬼みたいだな。さっき先輩が血は吸わないけどそういうお化けみたいなものと言っていたのはそういう意味だったのか。

「では、安全日っていうのは？」

　安全日じゃなければ即死だった、とさっき先輩は語った。

　つまり、死なないことを先輩は……俺を誘った時から解わかっていたはずなのだ。

「実は、本日は死ぬような目に遭うということも、それでは死なないということも、事前に判明していました。ですから『安全な日なので大丈夫』ということなんです」

　なるほど。完全に俺の認識していた日とは違ったわけだ。

　勘違いした俺も恥ずかしいが、先輩ももうちょっとそれがとても男にとってはドキドキするものであったことを知って欲しい気がする。……いや、知らないままの方が椎しい名な町まち先輩らしいのか、と思い直しつつ。

「事前に解っていたって、なんだか予言とかみたいですね。それもその、ロードという種族的なものの能力ですか？」

　正直な話、先輩が別の種族だなんて信じられる話ではない。それこそ、そういう設定が好きな不思議系少女だという方がまだ納得出来る。だが、先輩はこういうことに関して嘘うそや思い込みを他人に押し付けるような性格をしていない。だから、俺はまず全すべての話を受け入れてから考え込むことにした。

「あ、いえ……能力ではなく、ロードの特徴なんです」

　先輩はそう口にしてから、暫しばらく悩むように間を置いた。

　そしてようやく語る言葉がまとまったのか、ぽつぽつと話し始める。

「私たちロードは生まれた時から、演じる『物語』が決められていて、その示す道通りに生きていく種族なんです」

「演じる物語？　それはええと……本みたいな？」

「そうなります。ロードしか読めない本がありまして。その中にある物語のひとつが生まれたばかりのロードに割り当てられます。そして、それ以降そのロードはその物語の通りにどう生きて、どう死ぬかが決定しているんです。その物語の内容以外では、ほぼ死なない、という特徴があります」

　つまり、先輩たちの種族は生まれた時から自分がどう生きるかの『物語』が設定されていて、その通りに生きていかなければならない。そして、その物語に載っていないタイミングでは滅多なことでは死ぬことはない。

　だから先輩は物語通り、今日は死ななかった。今日は死ぬ日ではないから。つまり安全な日……ということだったのか。

　段々、先輩の言ってた言葉の意味が解わかるようになってきた。

「それは運命、とか言うものですか？」

　あらかじめ決まった道を歩く。それを運命と呼ぶはずだ。

「多分、人間の皆さんで言うところの運命と同じものだと思います。でも人間の皆さんと違うのは、その物語が終わるまで、決して一定の年齢以上は老化せず、別の死因では死なない、というのがあるんです」

　確かに、それは特徴的な存在だ。吸血鬼の伝承なんかとは違う。

「私の『物語』はまだ始まったばかりなので、その物語の役をこなさない限り死ぬことはないんです。ですから本日も『死ぬような目に遭うけれど死なない』という日だったおかげで生き延びた形でした。……もっとも、その死なない理由が……まさか、協力して貰もらおうと思って呼び出した次じ郎ろう君が死んでしまって、その『想おもい』を強く篭こめた血を受け取ったから、とは思いませんでしたけれど……」

　あまり強い想いと言われると照れくさくなる。

　しかし、俺の死が結果的に先輩の役に立てたなら良かった。

「つまり先輩がピンチな時は俺の血を渡せばいいんでしょうか」

　なんか輸血みたいだな、なんてチラッと思いつつ。

「ええと、血ではなくても……何らかの手段で、精神的接触が強ければ問題ないと思います。でも……血の盟約、は最も強いのも確かです。私の胸の傷口から、次郎君の血がいっぱい流れ込んで来ましたから……」

　先輩は、そのままホゥ、と小さく息を吐いて。

「私の中では今、次じ郎ろう君の血が私の血と同化して流れているんですよ」

　……なんだか、それはとてもゾワゾワする言葉だった。

　椎しい名な町まち先輩と精神的接触、むしろ血の盟約なんて大層なものをしていたなんて。

　先輩の中に、俺の血も流れているなんて。

　これはもう、ドキドキして当たり前ではないだろうか。

「……コホン。ともあれ、先輩が死ななかった理由は、こう。なんとなく解わかりました」

「ほっ……きっと普通は理解出来ないことを話していますから、次郎君がとても頑張って把握しようとしてくれているから、なんでしょうね」

　そんな気遣いをして貰もらってしまうと、面おも映はゆい。こんな、お背中流しサービスまでして貰っているのだから、それくらいの努力は精一杯するのが男というものだろう。

「ふふっ。生き返った後、上に乗っている次郎君を横によけるのがちょっぴり大変、というのはありましたけれどね」

「うわ……それはなんか、すみません」

　俺は先輩に覆いかぶさるように死んでしまったものな。あの時は満足してしまっていたのが、今は少し恥ずかしい。それにしても『安全日』というのは、そういう意味だったのか。そんな専門用語的な意味で使われても、あの時の俺に解るはずもない。

　椎名町先輩は、そういうところがちょっと抜けているよなあ、としみじみしてしまう。

「そうやって生き返った私は……慌てて次郎君を助けることを決意しました。……本当は、ちゃんと次郎君に断りを入れてから、生き返らせたかったんですけど……すみません」

「いえ、それは問題ありません。むしろ生き返らせてくれてありがとうございました」

　そもそも、その時の俺は死んでいたのだから、断りを入れられても何も返事は出来なかっただろうしな。あの殺され方は今思い出してみても見事なものだった。

　だから、こうして生き返らせてくれたのは当然嬉うれしい。

　だが、疑問は募る。

　先輩がロードという種族であるというのは、概おおむね信じてもいいだろう。殺しても生き返る存在がいるっていうのは、にわかには信じられないが。確実に死んでいる椎名町先輩を見てしまったのが他ほかならぬ俺である以上、信じないわけにはいかない。

　だが、だとすれば俺はどうやって生き返ったのか。俺は勿もち論ろん、人間だ。だから先輩のような再生力は持っていない。足を骨折するだけで一ヶ月から三ヶ月は治らないだろうし、ましてや心臓を貫かれたらそんなの修復するはずはない。

「次郎君が今、生きているのは……私の『異能』のひとつを分けたからなんです」

「先輩の……異能？」

「はい。その異能を手に入れた人は文字通り『不死身』になる……ナイフで心臓を貫かれても、体の半分を吹き飛ばされても、毒を飲まされたとしても、ほぼ必ず元通り生き返ることが出来る。そういう異能を分け与えました。……それ以外に、死んでしまっていた次じ郎ろう君を生き返らせる方法はなかったんです」

　それは本当に、荒唐無む稽けいな話だった。死んだ人間を生き返らせる。そして不死身にする。そんなことが出来る存在は、過去にも現在にもいないはずだ。神話の神様たちでさえ、あの世に行ったらおいそれと帰って来られない、とかのはず。

　だが、実際に……こうして生き返ったのも、他ほかならぬ俺である以上。その件に関しても口を挟む余地はないのだろう。

「そういった、特殊な能力を人間に与えられるのが、私たちロードの力なんです。自分の物語を手助けしてくれる人間たちに、自らの持つ異能を渡す。その異能は私たちの中からなくなりますが、異能を手に入れた人間はロードの眷けん属ぞくとなります」

　少しだけ申し訳なさそうに椎しい名な町まち先輩は語る。

　眷属、と聞くと配下とか部下というイメージが生まれるからだろう。

「眷属は通称『ナイツ』と呼ばれます。ですからロードは、自分のナイツたちを──同僚として、仲間として、騎士として、親族として、時に恋人として、夫として、ずっと共に物語を築いていきます。そうやってロードは最終的に、物語を完遂させるんです」

　夜や族ぞくの眷属だから、夜という意味でナイツなのか。それとも、今先輩が語った中にあるように、騎士としてロードを守るからナイツなのか。先ほどからこれらの異名には日本語読みではあるがダブルミーニングが篭こめられていることにも気付く。

　君主であり、道を歩む者だから『ロード』であるように。

　俺も先輩にとっての夜の共、騎士である『ナイツ』になった。

　そういうことなのだろう。

　──恋人や夫になったりすることもあるんだな、なんてドキッとしてしまった。

　それはまるで夢見る乙女のような言葉だ。

　なんとなく、それは先輩の希望なんじゃないか、なんて自惚うぬぼれてみたくもなるし。

　そうであれば、俺も頑張りたくなっていた。

「……こんなこと、いきなり言われても信じられませんよね」

　背中に当てられていた先輩の手がおずおずと離れてしまう。

　──確かに、いきなり言われたら信じなかった。今だって、心の底から信じているかと問われれば、戸惑っているというのが本音だ。だが──自分の置かれた状況が、それら全すべてが本当である、と語っている。

　例えば、椎名町先輩は実は死んでいなかった……なんて考えた場合。

　あの胸に深々と何かが突き刺さっていた痕こん跡せきは説明が出来ない。また、そこから大量に溢あふれていた血も、説明が出来ない。

　次に、俺が殺されていなかった……と考えた場合。

　背中の衝撃の原因を見てはいないのだから、それが『刺された』と考えないということは出来る。だが、同時に俺の胸から飛び出したナイフの切っ先の説明がつかない。俺の胸からは血が流れていたし、ナイフにもそれは付いていた。

　つまり、俺の生死はさておき……背中から長いナイフで貫かれたというのは事実だ。

　そのまま意識を失ったとして、あれが致命傷を避けていた場合でも失血死していたのは確実だっただろう。

　──俺には、過去の経験上それがよく解わかる。

　状況的に考えて、椎しい名な町まち先輩も俺も殺された。

　それは確実であり……その後、こうして生きている。それも確実だ。




　──だから、椎名町先輩の言葉は真実。




　そう受け止めておいて問題ない状況である。たとえロードの説明やナイツの持つ異能の話が嘘うそであったとしても、今の俺にとっては同じことだ。自分の中の理屈で説明出来ないままなのだからそもそも疑う意味がない。

　だったら、椎名町先輩の言うことを全部信じる。

　ただ、それだけだった。

「信じます。俺は、椎名町先輩の言葉」

「え……次じ郎ろう君……？」

「勿もち論ろん、驚きはあります。解らないこともあります。先輩が人間じゃないとか、力を持っているとか、力を与えられるとか……そういう部分はまだよく解りません」

「そう……ですよね……」

「でも信じます。先輩は……何て言うか、恥ずかしいのに頑張ってお風ふ呂ろまで来てくれたくらいですから。そして、俺が信じないかもしれないと思っても話してくれたくらいですから。だから、ちゃんと信じます」

「……次郎君……」

　先輩の声が揺れていた。

「だから今は安心して下さい。俺は──先輩が安心していない方が、嫌です」

　そう。どんな状況だとか。何が事実だとか。そういうのも大事だけど。

　今一番俺にとって大切なのはただそれだけ。

　椎名町先輩がいつもみたいに微笑ほほえんでくれるか。

　本当に、それだけだった。

「……次郎君は、優しいですね」

　そして、そのまま……先輩は、俺の背中にぴとっ、と抱きついてくる。

　背中に、布越しの膨らみが押し当てられて形を変えるのまでリアルに伝わってきた。

「せ、せせせ、先輩っ!?」

「次じ郎ろう君を呼び出した理由は……優しい人だと、思っていたからです」

　だがその言葉を聞いて、焦りはピタッと収まってしまう。

　──俺の優しさなんて、本当は作り物だ。

　こうしている今だって、頭のどこかでは冷静な自分がいて。状況把握をしたり、言葉を選んだりしているくらいだ。

　でも、それでも椎しい名な町まち先輩がそれで安心するなら、偽物の優しさでもいいと思った。

「優しい貴方あなたに、お願いする為ためでした……私の為に、この力を受け取ってくれないか……私の物語を手伝ってくれないか、と。順番、入れ替わってしまいましたけれど、ね」

　……そうだったのか。

　きっと本来なら、先輩は俺を部屋に呼び出した後に今の説明をして……そして、俺にお願いした上で選ばせてくれるつもりだったのだろう。

『不死身になって、自分の物語を手伝って欲しい』と。

　だけど、あんな事件があったせいで俺を生き返らせることが先になってしまった。

　それは先輩の中でも葛かつ藤とうがあったに違いない。きっと罪悪感だって持っていたはずだ。だからこそうして、恥ずかしい想おもいまでしてお風ふ呂ろ場ばに来てくれているのだろう。

「先輩、こんな事件がなくても、俺はきっとお受けしていましたよ」

　だから、ちゃんと安心して欲しくて正直に告げる。

　そもそも、椎名町先輩のお願いなら何でも聞くつもりで今晩は来たのだ。

　思っていたのとはまるで違ったのは確かに残念だが。

　そんな俺を選んでくれたというのは、やっぱり誇らしかった。

「ありがとうございます、次郎君……」

　先輩は吐息混じりで、安心したように呟つぶやいた。

　熱い息が肩の裏にかかり、思わず身震いする。

「……なんとなく、次郎君は受けてくれるんじゃないかな、って。……お願いすれば受けてくれるんじゃないかな、って。……思っちゃってました」

　……俺の、先輩への憧あこがれの気持ちみたいなものはバレバレだったようだ。

　まあ、それならそれで話が早いのも確かだ。

「あ、そういえば。私の力を渡すと、体のどこかに痣あざみたいな模様が出るはずなんです」

「あ、はい。丁度胸の辺りにありますよ」

　俺が自分の胸辺りを示そうと背筋をちょっと伸ばした途端。

「あっ！」

　先輩の慌てた声。

　と同時に、俺に触れていたバスタオルがはらり、と落ちてしまい──！

「………………ぐっ！」

　咄とつ嗟さに目を、閉じる！　本当はとても見たい。かなり見たい。死ぬほど見たい。

　だが、そうすると先輩は困ってしまう。だから──我慢、だ！

「え？　あ……ふふっ。大丈夫、ですよ次じ郎ろう君」

　──大丈夫、だと？

「しかし、先輩……その……」

「……念の為ため、水着を着ておきましたから」

　うっすらと目を開けてみると……鏡越しに、バスタオルを恥ずかしそうに抱いている椎しい名な町まち先輩が見えた。そして、その白い肌と共に、肩かた紐ひものない赤い水着が見える。

「今度、委員会のみんなでプールでも行こうかと思って……買っておいたんです」

「そう……だったのですね」

　しかし、恥ずかしそうにタオルを抱きながら立っている水着姿の椎名町先輩、というのは俺にはやっぱり刺激が強すぎる。

　だからこの後、どうすればいいのかを悩んでいたら──。




「香かぐ夜や。一緒に入浴する仲まで進行したのですね」




　そんな聞き覚えのない無機質で平へい坦たんな口調の少女の声が聞こえて、飛び跳ねそうになるくらい驚いた。慌てて振り向くと、そこにはお風ふ呂ろ場ばを覗のぞいている──やたら髪の長い、制服の上に白衣を着た少女が立っていた。

「え、あ、あのっ」

「つまり──状況把握。只ただ今いまよりエッチシーンであると想定しました。どうぞ」

「え、えっちしーんなんて、ありませんっ!?　ど、どうぞってっ！」

「自分が見ていますのでお構いなく」

「か、構います！　す、すみません次郎君、私先に上がりますね！」

　一気にテンパッて、そのままピューッとお風呂場を去っていく椎名町先輩。

　走り去っていく水着姿のお尻しりが可愛かわいい、なんてぼんやり思ってしまった。

　と、いうか。突然現れた彼女は誰だれだろう。

「逃走を確認しました。──ところで門もん次じ郎ろう」

「え、あ、はい？」

　見知らぬ少女にいきなりあだ名で呼ばれて驚いてしまいつつ。

「貴方あなたは現状でよろしいのですか」

「へ？」

　少女は、スッと俺を指差す。そこは俺の裸の──下半身部分で。

「──。すまん」

　慌てて隠して背中を向けると。

「問題ありません」

「も、問題ないのか」

「全くもって」

　全くもってないのか……。

　その前髪で目を隠している少女はただひたすら淡々と。

　しかし、何な故ぜか俺が着替えるのまでずっと見つめていたのだった。





■　　■　　■　　■　　■






「初めまして。自分の認識名称は八や殿との識しきです。一年Ｂ組に在籍しています。自分のことは以後、親しみをこめて識、ないし識たんと呼称願います」

　親しみをこめてなのか。その割には当人は全く親しみも温かみも感じられない口調と態度なわけだが。

「では、識さん……」

「識、ないし識ちゅわんと呼称願います。親しみをこめて」

「……識」

「はい、そちらで」

　俺がその名前を呼ぶのに四苦八苦していると、椎しい名な町まち先輩はクスクスしていた。

「識、俺は二年Ａ組で先輩と同じ図書委員の、桜さくら田だ門もん次じ郎ろうだ」

「既知です、門もん次じ郎ろう」

　それはあだ名なので存じてないような気もするのだが、ここはツッコミを入れないでおこうと思う。多分、親しみをこめてくれているのだ、きっと。

「私は、二人とも知ってると思うけど、椎名町香かぐ夜やです」

「はい、既知です香夜。只ただ今いまより以後、三人は友好関係となりました」

　先輩の部屋のテーブルを囲んで、三人でクッションに座りつつ挨あい拶さつを交わし合う。識は、その頭にレースのようなものを巻いていたり、ぶかぶかの白衣を着ていたり、座っていてもポケットに手を突っ込んでいたりと、なんだか大変特徴的な外見の少女だった。

「それで、門次郎。椎名町香夜とのイチャイチャは、もうよろしいのですか」

　識はあくまで淡々と、まるで機械音声のような平へい坦たんさで語りかけてくる。しかしその言動は割と俗っぽい。

「べ、別に、イチャイチャしていたわけでは……」

　椎しい名な町まち先輩はすぐに真っ赤になってしまっていた。

「では、ぐちゃぐちゃでしょうか」

「してませんっ！」

　珍しく大きな声で椎名町先輩は否定する。直後、自分が珍しく声を張り上げたことに気付いたのか、両手で顔を覆ってしまった。

「門もん次じ郎ろうが『大変そそられている』という表情を浮かべています」

「実は、かなり」

「んもう、次じ郎ろう君っ」

　ちょっと責めるようなその視線が、妙に心地良い。椎名町先輩弄いじりはちょっと楽しい。癖にならないように気をつけなければ。

「香かぐ夜やの赤面を確認。好調なようで何よりです」

「も、もう、識しきさんったら……」

「今のは体調である好調と、頬ほおの紅潮をかけたものです」

　識は俺に顔を向ける。髪で顔が隠れているので見られているのかは解わからないが、どうやら今のダジャレを評価して欲しいようだ。よし。

「かなりバッチグーだった」













　敢あえて古臭い言い方をして親指を立てて返すと、識しきも親指を立ててこくんと頷うなずいた。

　なるほど、親しみ易やすいのかもしれない。

　しかし、この少女は何者なんだろうか？

　淡々とした取っ付きづらい雰囲気の割にはちょっとお茶目っぽい、というのは解わかるものの。見た目から言動から仕草まで、あらゆる全すべてが謎なぞ過ぎる。

「時にブラザー」

「もしかして俺のことか」

「まだ兄妹きようだい関係になるほど親密度は上昇していませんでしたか。失礼しました」

「ああ──いや」

　そんなに上がっていないのは確かだが。

「別に兄妹くらい親しくしてくれても構わないが」

「ではダーリン」

「それは飛躍し過ぎているので、普通にまだ名前で頼む」

「でしたら、門もん次じ郎ろう」

　あだ名なのは譲らないらしい。もしかしたらそういう名前だと認識されているのかもしれないが、この際もう気にしないでおくとしよう。

「ああ、どうした識？」

「香かぐ夜やからは現状どの情報まで取得しましたか」

　識が首を傾かしげると、その右目が僅わずかに覗のぞく。そこには、透き通るような青い瞳ひとみがあった。和風の名前だが、意外と外国の血も混ざっているのかもしれない。

「どこまで、というと……」

「スリーサイズとか」

「そこまで訊きいていいものなのか」

「推測ですが許諾を得られるかと」

　思わず椎しい名な町まち先輩を期待して見てしまう。

「お、教えませんからねっ」

　すっかり弱っている椎名町先輩に、ほのぼのさせて貰もらった。

　しかし……この識という少女。今の発言からして既に事情を知っている様子でもある。

　見ていてもさっぱり表情を読むことは出来ない辺り、まさかその髪で目を隠しているのは意図的なものなのかとすら思う。

「……疑問が何か存在しますか門次郎。欲情対象を自分に認定しましたか」

「いや、すまん。流石さすがに初対面の相手にそれはない」

「そうですか。香夜を見習い、女子としての底力が高位に到達すべく留意します」

　女子力ってヤツか。その言葉ももう古いのかもしれないが、つまり女の子らしさを磨くという意味なら先輩を参考にするのは正しいだろうな。

「それで、識しきは先輩とどういう関係なんだ？」

「肉体関係です」

「ぶふっ」

　思わず吹いてしまった。危ない、何か飲んでいたら大変なことになる所だった。

「し、識さんっ!?」

　先輩もなんだか涙目になるくらいうろたえている。

「深夜を経過しているので、深夜向けのジョークです」

「心臓に悪かったのは確かだ」

　思わず、先輩と識がこう……そういうことをしている姿を夢想するところだった。

「今現在、門もん次じ郎ろうの心臓であれば停止しても問題ないと判断してます。ただ、現状では未検証である為ため、後ほど心臓の停止実験に協力頂ければ幸福です」

「…………すまない。停止実験は不許可だ」

「そう……ですか……」

　なんだかとても残念そうだ。

　……ん？

　つまり識は俺が先輩のおかげで生き返った、ということを知っていて。しかも不死身になったというのも知っているということか？

「では門次郎。交換条件として自分の身体からだを提供するという条件ではいかがでしょうか」

「……は？」

「い、いけません識さんっ！」

　慌てて椎しい名な町まち先輩が止めるが、俺は言葉の意味を把握出来ずに停止していた。

　先輩が慌てているということは、つまり……そういう意味だよな。

「深夜ジョークか？」

「比較的興味がある事項であることも否定出来ません」

「……そう、なのか……」

「そうなのです」

「いけませんからねっ」

　先輩にたしなめるような目で見られると、それはそれでゾクゾクするのだが。

　まあ、うん。初対面の少女の体とかは流石さすがに頂けない。しかもその実験というのは、俺の心臓が停とまるかどうかのものなのだからなおさらだ。

「こほん。それで識は、何な故ぜこんな時間に椎名町先輩の部屋に来たのか、と」

「そちらでしたか」

　むしろどちらに向かっていたんだと思いつつ。

「そろそろ『イチャイチャ』が拝見可能かと思考し、時刻経過を待機した後に参上しました。まさか初日の夜、既に入浴まで許諾する親密度に到達するとは予測不可能でしたが」

「あ、あれは！　ち、違いまして……っ！」

「相違、齟そ齬ごが存在しましたか」

「その……ええと……」

　とてもおろおろしている椎しい名な町まち先輩はこのまま家に持って帰って愛めでたい。

「実際、俺は何も出来なかったんだ」

「納得しました。門もん次じ郎ろうは『ヘタレ』という認識します」

「ぐふっ」

　胸を直接抉えぐるその言葉に、俺は胸を押さえてうずくまった。

「わわっ、次じ郎ろう君っ」

「へ、平気です、先輩……」

　確かに、あんな状況でそれっぽいことは何もなかったというのは『ヘタレ』なのかもしれない。しかしそれを女性に言われることがこれほどまでダメージになるとは。

「識しきさんも、次郎君と同じ──私の物語を手伝って下さるナイツの一人なんですよ。つまり、次郎君同様私の中にある異能を渡しました」

「はい。自分は『サトリ』という異能を頂ちよう戴だいし、以後香かぐ夜やの補佐を生業として生存を許諾された身となります」

　サトリ。

　それは確か、どこかの山奥に住む『心を読む妖よう怪かい』の名前だったはずだ。

　死んでいた俺が復活するなんて凄すさまじい異能を持っていたのだから、この識という少女が手に入れたサトリという力もまた、凄まじいものではないだろうか。

　それこそ──そのまま『心を読む』というような。

　試しに何かを考えてみるとしよう。そうだな──さっき買ってきたプリンを、この二人にあげるか、それとも持ち帰るか……。

　そう悩みながら、じっと識を見つめてみる。

　さあ、読めるのか……？

「なるほど」

　識は俺の視線を見て、静かに頷うなずいた。

　やはり『心を読む』という能力だったのか!?

「熱い視線を感知しました。心臓停止実験の対価は先払い、と提案されているのですね」

「違う!?」

「え、次郎君、そ、そんなこと考えてたんですか……？」

「違います先輩!?　サトリと言うから、心を読む力なのかと思ったんです！」

「あ……なんだ、そうだったんですね。ほっ……」

　先輩は安心したように胸を撫なで下ろす。

「なるほど。納得しました。自分のサトリは読心術ではありませんので、ご安心下さい」

「そうなんだな」

「従って、安心して自分や香かぐ夜やをおかずにお使い下さい」

「なんの!?」

「勿もち論ろん、深夜のおかずです」

　さらっととんでもないことを言っているが……。

「？」

　椎しい名な町まち先輩は意味に気付いていないらしい。ならセーフなのだろうか？

　しかしこの識しきという少女。放っておくと淡々とセクハラ発言が飛び出す。

　これは注意して当たらなければなるまい……。

「識も、俺同様ナイツなんですね」

「はい。私の覚えている限りでは、私が異能を渡したのは識さんだけなので」

「覚えている限り？」

　首を傾かしげて先輩と識を見る。

「香夜は記憶喪失なのです」

「えっ」

　思わず先輩の顔をまじまじと見る。

「実は……三年くらい前以前の記憶があんまりないんです。ロードであることとか、生活のことは解わかっているんですけど、それ以前に自分が何をしていたのかとかはあまり」

「そうなんですか……？」

　先輩はあまりにも自然な態度で過ごしているから、てっきり……こう、長く生きている人特有の余裕みたいなものだと思っていた。

「あ、でも。生活の仕方とか、学校での過ごし方とか、物語の内容とかは覚えているんです。なんだか、部分的な記憶喪失みたいで」

「記憶封印の異能であると推測されます。香夜は自分以外の何者にどのような異能を提供したのか、記憶していないそうです。通常ロードが持っている異能は五。ですが、自分にサトリを与える段階で香夜の異能は残り三でした。そのひとつが貴方あなたの『不死身』です」

「だとすると、今先輩の中の異能はひとつだけ？」

「はい。これを誰だれかに渡してしまうと、私は普通の人と同じになっちゃいますね」

　椎名町先輩はふにゃっと微笑ほほえむ。

　なんというか、ハードな人生を歩んでいるんだな、としみじみ思った。

　それでもこんなに優しく笑えているのだから、強い人なのだろう。

　うん、よし。俺もちゃんと先輩のナイツとして頑張ろう。

　そう胸に誓う。

「先輩、俺頑張りますから」

「あ、次じ郎ろう君……」

　先輩の頬ほおが赤くなり、その目が潤む。

　感動して貰もらえたなら本当に嬉うれしい。ナイツとして選ばれた身としては、きちんとこの後の先輩の物語をこなそう。そう思った。

「なるほど。そして只ただ今いまよりエッチシーンなのですね」

「しませんってば!?」

　しかし、同じナイツの同僚である識しきはとても揺るがないセクハラっぷりだ。

　年とし頃ごろの乙女としてそういうことに興味がある、というのは仕方ないのかもしれないが。

「それで、識がこんな夜中にやって来たのはどうしてなんだ？」

「夜は香かぐ夜やのバスルームを一定時間、借用させて頂いています」

「ん？　学校の近くに住んでいるってことか？」

「校内です。パソコンルームの管理室は自分専用の私室となっています」

　パソコンルームなんて情報の授業でしか入ったことはない。だから管理室なんて部屋があることにもまるで気付いていなかった。……よくよく思い出してみると、教室の前方、教卓の奥にドアがあったような気がしなくもない。

　だが、そんな場所に住んでいるなんて……と言いかけて。椎しい名な町まち先輩もこんな場所に住んでいるのだから、識も何か訳ありということなのだろうかと思い直す。

「えーと、椎名町先輩……」

　どう尋ねたものだろう、と先輩を見てみると。彼女は俺と識を見比べて、あ、そうだ、と思いだしたような顔になり。

「次郎君のことを私に勧めて下さったのは、識さんなんですよ」

「え？」

「衝撃の事実かと想定しますが、香夜の言葉は真実です。自分は門もん次じ郎ろうに対して入学当初より興味を継続しており、貴方あなたに関与する『色々なこと』を熟知しています」

　その強調された言葉に、俺は反応しそうになって、つい、と眼鏡を上げる。

『色々なこと』。その表現には嫌な予感を覚えた。

「例として。貴方の愛称は門次郎であること、などです」

「あ、あれ、ああ、そっちか。いや、初対面で呼ばれるのもどうかと思っていたが」

「好評な呼称かと」

　再び首を傾かしげられる。そのたれ目がちな青い目で見られると何も反論出来なくなる。

　今のはもしかしたら『好評』と『呼称』を掛けたのかもしれないが、あまり上う手まくないので今度は無反応で返すことにした。

「呼び方はもう、それでＯＫだ」

　藤ふじ里さとや久く宝ほうにも呼ばれているのだから、今更誰だれか一人が増えたところで、だ。

　そんな風にすっかり油断していた俺は。




「そして門もん次じ郎ろうの過去も血筋も全すべて把握済みです」




　その口が次に告げた言葉で、目の前が真っ暗になった。

　──直後、俺は意識のスイッチを切り替える為ために、伊だ達て眼鏡に手をかける。

　これは、俺の意識や心の制御をする為の物だ。動揺したり心が動いた時には眼鏡を直し、そして──意識をより怜れい悧りに、鋭敏に張り詰めたい時にはこれを外す。

　今、この識しきという人物は俺の過去も血筋も知っていると口にした。

　それはつまり、俺がどんな育ち方をし、何の為の訓練を受け、そして徹底的に人間味のない教えの中で生きてきたのかを把握しているということだ。

　で、あるならば──。

　思わず左手が動く。

「微弱な殺気を確認。ご安心下さい。自分は香かぐ夜やの為に『そういうもの』などを調査、検証することも仕事のひとつです」

　俺の殺気を感じ取ってなお、未いまだに白衣のポケットに手を突っ込んだままというのが気になる。……椎しい名な町まち先輩のナイツというのであれば、そういった情報収集を担当する人がいてもおかしくはないのだろうか。

　だが、入学式の時には既にと言っていた。向こうはそんな頃ころから俺を見張っており、逆に俺は識のことを何も知らない。

　つまり、彼女は完全に潜伏して調査が出来る、そんな人物なのだ。

「貴方あなたのスキル、資質、行動……そして現在の態度などから総合し、香夜にとって最も安全な人物であると判断しました」

　あくまで機械的な物言いに、内心はどこまで信用していいのか悩む。

「あ、次じ郎ろう君……その、ですね。……実は、私も次郎君はとても頼りになるなー、って思っていたんですよ？　ですから、ええとっ……識さんには、私もとてもお世話になっていますし。色々と助けてくれていますし……」

　しどろもどろになって、なんとか俺と識を取り持とうとしてくれる先輩。

　敵か味方かで言えば味方、と。そう説明したいのだろう。

　とはいえ、おいそれとその言葉を信じることは出来ない。椎名町先輩にとって味方だとしても、知らない内に探られた身としては警戒してしまう。家まで知られているとすれば、当然家族にまで危険が及ぶ可能性があるからだ。

「警戒心が強いのも把握しました。その警戒を解除する手段を考察中……」

　識しきは考え込むように顔を俯うつむける。そうすると前髪で顔がほぼほぼ隠れ。

「了解しました。門もん次じ郎ろう、手て篭ごめにして下さい」

「えええ!?」

　思わず変な所からビックリの声が出てしまった。

「自分を蹂じゆう躙りんし、快楽の限りを注入、貴方あなたの奴隷として育成下されば信頼可能かと」

「そんなことしないっ!?」

「じ、次じ郎ろう君……？」

「しません、しません！　俺は憧あこがれの椎しい名な町まち先輩にすら、さっき何も出来なかった男ですよ!?　初対面の女の子にそんなこと出来ませんっ！」

　そう、何な故ぜなら『ヘタレ』だから。

　いや、ここはせめて『紳士』とか『フェミニスト』くらいにならないだろうか。

「では二回目以降の遭遇時には是非」

「是非じゃなーい!?」

　思わず大きな声でツッコミを入れてしまった。

　識は首を傾けて、その青い瞳ひとみで俺をじーっと見返すと。

「つまり、自分には貴方にめちゃめちゃにされる程度の覚悟が存在します」

「程度て。まあ……うん、解わかった。今は信じるよ。うん」

「では、信頼の証明を」

　そのまま識は白衣を脱ごうとし始める。

「待て待て。大丈夫だ。脱がなくていい」

「そうですか……」

　なんで残念そうなんだ。

　ともあれ、ともあれだ。

　そもそも、状況を何も把握していない状態で何かの行動を起こすというのは危険性が高い。とっくに彼女に対して手が遅れている上に、もう既に誰だれかに一度殺されている身としては、今は何もかもが後手なのだ。

　俺は気分を落ち着ける為ために、伊だ達て眼鏡を外すのではなく、ついっと上げた。




『まずは受け止めなさい。それから対策を考えなさい。マイナスから状況が始まったなら、一いつ旦たんゼロまで引き戻し、自分にとってプラスにしていくようにしなさい』




　今はもう俺の元を去った、母親からの言いつけを思い出す。

「思考の切り替えを確認。門もん次じ郎ろうは優れた資質を持っています」

「ほっ……でも、次じ郎ろう君がそういう人だからこそ、私もお願いしたんです」

　そういう人、と言われてしまうと複雑な気分だった。

　実際、そういう人に見られたくないからこそ勉強にも励んでいたわけだし。普通に過ごす学校生活も、そういう過去を拭ぬぐう為ために一生懸命に楽しんでいたのだから。

　とはいえバレているなら仕方ない。

　椎しい名な町まち先輩はロードという人間ではない存在。

　識しきは学校に住んでいるナイツな白衣少女。

　そして俺もまた人には言えない家系。

　これだけキワモノが揃そろっているのだから、何が起きたって不思議ではないのだ。

「それじゃ、ええと……落ち着いたところで……本題に入りましょ？」

　椎名町先輩が手をぽんっ、と叩たたくと俺と識は頷うなずいた。

　ようやく本題に入れる。

　何な故ぜ椎名町先輩は殺されたのか。

　そして俺もどうして殺されたのか。

　それをした犯人は誰だれなのか……その目的とは。

「まずは……次郎君が私のパートナーとなるに当たりまして。良ければ、ええと、……次郎君の恋愛話などを聞かせていただけたら、と思います」

　………………。

「はい？」

「自分も確認したい欲求を所持しています。門次郎は香かぐ夜やから『安全日』と拝聴した際、どう思考しましたか。念の為ですが、その鞄かばんの中身を確認してみてよろしいでしょうか」

「それは、困る!!」

「自分の情報では、現在の門次郎の思考パターン、男子高校生的妄想力などから類推した結果、その内部には……」

「くっ……！」

　まさかアレがこんなことになるなんて。いやいや、そっちじゃない。

「あの！　まだ椎名町先輩が殺されていた理由とか、俺も殺された理由とか、犯人とか、そういうのの話をしていないんですが！」

「うーん、そちらも大事だと思うんですけど。後回しにしましょ？　ね、次郎君っ」

「後回し推奨です」

　まさかの後回しだった。

「いやいや、二人とも、あのっ」

「え、えーと……次郎君、その……聞いては、いけませんか……？」

　そして椎しい名な町まち先輩はかなり聞きたそうにうずうずしておられる。

　なんということだ。ロードという種族は人間とは価値観が違うのだろうか。

　でも、そんな一族の人が俺を選んでくれたということは、こうして何とか意識を擦り寄らせようとしてくれている、という意味なのかもしれない。前向きに考えれば。

「俺の話なんて、聞いてもあまり面白くないかもしれませんが」

「そんなことありません。次じ郎ろう君はとても面白い人ですっ」

　その認識は喜んでいいのか？　いや、好意的な意味で言ってくれているのだから、きっと喜んでいいはずだ。

「はい。自分が推薦しただけあって、男子高校生的な俗物力も所持しています」

　そしてこちらは好意的ではない気がするが気のせいだよな。

　……本題には一体いつになったら入れるんだろう？

　夜も更けていく中。俺はまず──今まで異性とは付き合ったことがない、むしろモテたことがない、とかいう恥ずかしい過去を暴露していかなければいけないのだった。




　とほほ……。









　　　　　　【第二話】A-Part　殺人マーダーと異能ギフト










■殺し屋：検索結果

　・依頼人から金銭を貰もらい、殺人を請け負うことを職業としている者。

　・職務上処刑に携わる公務員は含まれない。

　・報酬を貰って人を殺す人。プロの暗殺者。







　・殺人依頼を受けて標的を抹殺する職業のこと。







「実はな、藤ふじ里さと。俺、家が代々殺し屋の一族なんだ」




　死んでしまうなんてレアな体験をした翌日。

　夏期講習の休み時間に、俺はクラス委員長の藤里に打ち明けてみた。

「え、そうなの？」

　きょとん、と虚を衝つかれたような顔で首を傾かしげてから。

「本当だったら怖いねー、あははっ」

　と楽しそうに笑われてしまった。

　そう、普通の人ならこういう反応が当たり前だろう。

　俺だってクラスメイトや委員の誰だれかにそんな打ち明け話をされたら真に受けない。

　それくらいこの『殺し屋』という職業は、現代においてファンタジックなものだ。

「でも、そういう人って外国には本当にいるみたいだよね。一族なのかは解わからないけど、マフィアー、とか。ギャングー、とかならお抱えの殺し屋さんもいるかもね」

　このように、映画やネットで聞きかじった知識で語るくらいのものでもある。ましてや高校生ならこの反応は当然だろう。

「いや、実は本当なんだよ。母親も殺し屋なんだ」

「へえ、ちょっと意外。モンジローくんって……えーと『中二病』だっけ？　そういうの、とっくに卒業している雰囲気あるのにね」

「そうでもないんだ。しかも不死身だし、昨日も一回殺されたりしたんだ」

「あははっ！　なるほど、そういう夢を見たよー、ってお話かな？　わたしはね、昨日はゾンビに追いかけられて、それを銃でバンバン撃ちまくったのっ」

　藤里に笑い飛ばされてしまうと、なんだか全すべてが嘘うそに思えてきた。

　昨晩のアレは夢だったんじゃないだろうか。そう思い込みたい俺がいるのも確かだ。だが、胸元の痣あざを確認する度に『本当だった……』と軽く落ち込んでいた。

「しかし意外だな、藤里がそういうバイオレンスな夢を見るなんて」

「そうでもないって。コンビニとかやってるとほら。いかにもヤンチャな少年たちが集まったりするでしょ？　ウチは金髪にしている中学生とかが集まり易いんだけど。よく入り口で集まって、ゴミを捨てていかないから掃除が大変なの。ほんと、エアガンでもあればバンバン撃って追い払いたいもん」

「そうなんだな。万引きとかの被害はないのか？」

「うん、そっちは平気。コンビニの中に入ると意外と礼儀正しかったりするんだよね」

　それはもしかして藤里のことを気に入ってたりするのではないだろうか。

　まあ、コンビニの看板娘がそのくらいしか迷惑を被っていないなら安心なのかもな。

「それで、モンジローくんは今の自分を変えたいの？」

「え、なんでだ？」

「だって、殺し屋さん！　とか。不死身のヒーロー！　とか。そういうのって、今の自分に不満を持っている人の変身願望なんじゃないかな」

「今の自分を、か……」

　どちらかと言えば、今の自分こそが正に変身後なのかもしれない。




　──母親によって、幼い頃ころから『人がどうすれば死ぬのか』と『どう体を動かせば効率的に人を殺せるか』というのを教えこまれた俺は、人間としての当たり前の価値観に触れない幼少期を過ごしてしまった。

　桜さくら田だ門もんという名前も当然偽名だったようだが、それでも俺の一族は『殺人許可証』を所持していた。『それを所持している人物は独自の判断で殺人が許される』と公の機関に認められている資格だ。そんな物を代々与えられている我が家は、つまり国家の敵であったり敵国のスパイであったりを殺す、暗殺者のような一族だったらしい。そして俺の母親は、一族の中でも特化したレベルの『達人』だったそうだ。

　俺が十五歳になった日、そんな母親が突如失しつ踪そう。取り残された俺は、祖父の下で一般人として育てられていた妹と一緒に暮らすようになった。

　それまでの俺は心も何もない『殺す』ことに特化した機械のようなものだった。感情よりも合理性を重視し、社会に溶け込む必要性を感じてすらいなかったのだ。

　だが、そんな俺を親身に、我慢強く、妹は教育してくれた。年とし頃ごろの男子が何を考えているか。何に興味を持っているか。どんな思考が普通の『人』として正しいのか……。

　二年かけてようやく俺は一般常識と、歳とし相応の高校生男子としての欲求、価値観を手に入れることが出来た。他ほかの同年代男子より少し感動し過ぎで心が揺れ動き易やすく、特に性的な方面に関しては動揺しがちで正常な判断が出来ないという自覚はある。

　だが、それも一般的な男子高校生の個性に収まる範はん疇ちゆうだろう。

　眼鏡をしている時はとことん感情に、心に素直でいる。そういう暗示もかけながら、俺は長い時間をかけて『人間らしい心』を手に入れたのだった。

　こうして『平凡な真人間』という妹のお墨付きも得た俺は、晴れてごくごく普通の県立高校に転入してきたのである。

　もっとも、そんな人格改造が出来たのも母親が立ち去る前にしてくれた『仕掛け』があったからこそ、というのもあるわけだが──。

「凄すご腕うでの殺し屋さんだったら、凄い必殺技とかないの？」

　無意識のうちに右肩に手が行きそうになっていたのを、その言葉で止められる。

「あー。あるけど、使うと死んじゃうかもしれないから封印されているんだ」

「あははっ、ありがち！　そういう物語みたいなこと、ほんとにあれば楽しいよねー」

　まるで物語みたいな、嘘うそのような本当の話。

　世の中はそういうもので成り立っているのかもしれない。

　ここだって、普通の県立高校だと思って転入してみれば、お化けな先輩とか丁寧だけどおかしな後輩とかいたりするくらいだし。

「でも、解わかるよ変身願望。わたしも今の自分でいいのかなー、て思うもん。来年は受験生だし、再来年は卒業してて大学生かも、とか考えるとね。今のわたしってこのままのんびりしてていいのかなー、って焦っちゃうみたいな」

「ああ……先のことか。全く考えてなかった」

「そもそも受験勉強が心配だし、大学受験も心配だよね……うー……モンジローくんは頭いいから、そういう心配ないのかもしれないけど」

　一般的な高校生の学力を維持する為ため、と思って勉強には気合を入れて臨んだのだが。それは『一般的』よりも結構高い水準での頑張りだったようだ。とある予備校で開かれていた六月頭の全国模試を受けてみた際、俺は全国一位をうっかり取ってしまったのだ。

　あんまり目立つつもりはなかったのだが、こういう順位で一喜一憂するのも年とし頃ごろの高校生であり、妹がやたら喜んでくれて赤飯を炊いてくれたのは純粋に嬉うれしかった。

「二学期からは数学も物理も化学も難しくなってくるから、気合の入れ直しが必要だな」

「うぅ……悪いこと思い出したぁ……そうなんだよね、もっと難しくなってくるんだよね……とほほー……」

　藤ふじ里さとの『とほほ』はいかにも力なく、がっくりした時に放たれる。

　俺もたまに真ま似ねしてしまうほど、肩を落としてうなだれる様子は面白い仕草だった。

　キーンコーンカーンコーン……。

「あ、席戻らないと。って、そうだモンジローくん、この授業終わったらお昼一緒に食べない？　今朝コンビニから二つ貰もらって来ちゃったのっ」

「お、それはありがたい。いただくよ」

「那な岐ぎちゃんも一緒に学食で食べよう、って朝のうちに誘っておいたから二人っきりではないけどね？」

「そういう色っぽいのも嬉しいけど、久く宝ほうがいるのも楽しいな」

「あはは、ありがとねー。うんっ、じゃあ後でね！」

　パタパター、っとサラサラの髪を揺らして席に戻る藤里。

　その背中を見送りながら、俺は全く別のことを考えていた。




　──藤里は、白っぽいな。




　そもそもあいつは、あの時間コンビニでアルバイトをしていたはずだ。

　それに、今の会話への反応っぷりからしていかにもごくごく普通の一般生徒。

　昼休みにもう少し当たりをつけてから、完全に白認定である旨を先輩方に報告しよう。

　そう思いながら、俺は……油断なく、他ほかの生徒たちの様子も観察するのだった。





■　　■　　■　　■　　■






　時間は昨晩に戻る。

　いかに自分の恋愛遍歴が乏しいのか、とか。

　若い女性とのお風ふ呂ろなど初めてである、とか。

　膝ひざ枕まくらも初体験でした、とか。

　そういう過去を散々暴露した挙句、それでも識しきが鞄かばんを確認しようとしたので、中に入っていたプリンは二人に献上する運びとなった。

「食料ではないと推測していたのですが……」

　と識が残念がっていたものの、それで上う手まく誤魔化されてくれたのでホッとする。藤ふじ里さとありがとう。

「さて。宴もたけなわとなりましたので。今回の犯行に関する考察を開始しましょう」

　識の冷ややかなボイスは、こういう時に胸を深く抉えぐる武器になった。

　俺の過去話は本題に入る前の前振り、場を温めるのに使われてしまったのだ。

「つまり俺の女性遍歴などの会話は意味がなかったんだな……」

「大丈夫ですよ、次じ郎ろう君。私も男性との接触経験は皆無でしたから。次郎君くらいです、膝枕したり、お背中流したり、お互い死んでいたとはいえ体を重ね合ったの」

「その言い方はどうかと思いますが、皆無って」

　椎しい名な町まち先輩は先輩としても、可愛かわいい女の子としても、男子生徒たちから親しまれている。

　そもそも──女性の年齢を気にするのもどうかと思うが──俺たち人間よりも長い年月を生きているらしいロードなのだ。俺の独占欲的には嫌で嫌で仕方ないが、男性と接触する機会くらいは大量にあったのではなかろうか。

「門もん次じ郎ろうが香かぐ夜やの男性経験を考察している模様です」

「すぐに見抜かないでくれ、識」

　そして識はあの隠れた目で俺の内心を見透かす、とても恐ろしい人物だった。

「その、私は……ええと」

　椎名町先輩はしどろもどろになっている。その顔が赤くなったり、困ったり、悩んだりしているのを見る限り……本当に男性と触れ合う経験は少なそうだ。

　だが、確か記憶喪失なんだっけか。もしそうであれば、記憶を失う前に誰だれか恋人とかいたりしたのかもしれない。そう思うと途端に胸が苦しくなった。

「次じ郎ろう君が信じてくれるかは解わかりませんが。今まで男性と、その……肌を触れ合ったりする機会はまるでありませんでしたからね」

　しかし先輩はきっぱりとそう言い切ってくれたので、少し軽くなる。

　だが芽生えた嫉しつ妬と心は中々消えるものではない。

「記憶喪失なのに解るんですか？」

「はい……だって、もし初めてでなかったら、その……こんなに緊張したり、ワクワクしたり、ドキドキしたりすることなんてないはずですから……」

「わ、ワクワクしたりドキドキしたりしてくれているのですか……」

　微妙にこくん、と頷うなずいてくれる先輩は真っ赤になっている。

「色々考察した結果、香かぐ夜やは男性と触れ合うような経験はゼロです」

　識しきもそんな彼女をフォローしてくれた。

「むしろ香夜は男性を苦手としています。門もん次じ郎ろうくらいでした、ようやく普通に接触することが可能であるのは。習慣や対応というものは記憶を喪失した場合でも反射的に反応するものなので、結果的に男性経験皆無と判断しています」

「そうなんだな。ありがとう識」

「どういたしまして」

　ぺこ、とお辞儀する識に安心感を覚える。なるほど、先輩が頼りにするわけだ。色々と合理的に考えてくれたり、考察してくれたりするのだな、彼女は。

「同じ種族の人とかと何かあったりしたのかと思いましたよ」

　それでもまだ引きずる、俺は少し情けない男かもしれない。だが男はかなり『前の男の影』というものを気にしてしまうものだ。それはもう本能的に仕方ないはずだ。

「あ、大丈夫です。ロードは女性しかいないので」

　それはまた、凄すごい種族だと思った。

　いくら長命とはいえ、それでは子孫を残すことが出来ないじゃないか。その辺りはどうしているのか気になったものの、これはセクハラになりそうなので自重する。

「ロードはナイツと子孫を残すことが比較的多いと確認されています」

「っ!?」

　識の言葉に衝撃が走った。

「…………本当か…………？」

　大変な動揺を抑えながら、伊だ達て眼鏡を二度もついつい、と上げてしまう。

　椎しい名な町まち先輩が……見て解るくらい、耳まで真っ赤になっておられた。

　と、いうことは、なんだ。その。

　あの『安全日』というのは本当にそれに近い意味があったとか……？　いや、そういう場合はむしろ『危険日』ということなのか……？

「あ、あのっ、その話よりも、その、本題に入りましょうっ！」

　両手を顔の前で振って俯うつむいてしまう先輩は、大変目の保養になる愛らしさだった。

　例えるならば小動物的な動き。見ている俺や識しきをほのぼのさせるのには充分な威力がある。こうなっては真意など訊きけるはずもない。

　まあいい。先輩の男性経験は皆無であり、俺は何な故ぜか選ばれた。それで充分だ。

「ええ、了解しました。只ただ今いまよりシリアスタイムを開始します」

　識は白衣からメモ帳を取り出すと、右手のボールペンをクルッと回して告げた。

「シリアスタイムか……名残惜しいが了解した」

「んもう……二人とも……」

　拗すねたように言われると、俺の中にある嗜し虐ぎやく心みたいなものがふつふつと湧わき上がる。だが、相手は先輩。学年においても、そもそも生きている年数においても、圧倒的に敬うべき存在だ。だから、意地悪をするのはたまににしよう。

「それで、香かぐ夜や。犯人の目星は存在しますか？」

　そして、識がいきなりストレートな確認をした。

「それが、全くなんです」

　椎しい名な町まち先輩は眉まゆを下げる。

「次じ郎ろう君を待っていた時に……扉をノックする音が聞こえたから、返事をして扉を開けたんです……そうしたら、そのまま……ぐさっ、と」

　先輩が扉を指差した。そこから彼女が倒れていた場所までは少しだけ距離がある。

「と、いうことは。先輩は扉の位置からはかなり押された形なんですね？」

「そうみたいですね」

　血溜だまりになっていた場所からも解わかるように、先輩が事切れた位置は部屋の中ほど。

　心臓部分を正確に貫かれていたのだから、よろめいて歩いたり出来なかったはずだ。

「香夜、犯人の人相や容姿は確認不可能でしたか？」

「ええと……すみません、解りません。人影だー、と思った時にはもう、でしたので」

「先輩、その人影の大きさはどれくらいでしたか？　俺とか、識くらいだった、とか」

「あ、それなら……次郎君ほどは大きくなかったと思います。識さんよりは……大きかったか、同じくらいか、かな？　多分ですけど」

　識よりも大きいか同じくらいだとすればよほど小柄な男性か、もしくは女性ということになる。だが、女性があんな深々と正確に心臓を突き刺すことなんて、出来るのだろうか。心臓はいわば筋肉の塊。刺すとなると、結構な筋力がいる。ましてや貫くとなれば、男でも相当な力が必要だろう。

「なるほどなるほど」

　それらの情報をメモ帳に記しながら、識しきは何度も頷うなずいていた。こういうことに慣れているかのような、そんな手際の良さだ。

「門もん次じ郎ろうに確認します。心臓を一撃で貫通する際、どの程度の筋力が必要でしょうか」

　そして、識はピンポイントにそこを俺に尋ねてきた。




　──俺は殺し屋の一族。




　それを知っているからこその確認だろう。

　それはとても効率的な情報収集だ。

　平和でのんびり過ごしていた『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』ではなく、殺し屋の一族として生まれ、その技術や知識を母から叩たたき込まれた男として役に立たせる。確かに、椎しい名な町まち先輩という、言わば『マスター』を守る眷けん属ぞくとしてはそれが正しいあり方なのだろう。

　だから俺は、眼鏡を一度だけついっと上げて、精神の切り替えを行なった。

『ごく普通の男子高生』桜田門次郎と、『殺し屋』としての自分。その意識を切り替えるための儀式、合図のようなものが『眼鏡に触れる』こと。まだ人間らしい心というものが未熟な俺は、意識や感情が安定していないらしい。一度長い時間『殺し屋』に戻ってしまったら普通の精神が消えてしまう可能性すらあるそうだ。

　だから妹が編み出してくれた自律制御方法がこの『伊だ達て眼鏡』だった。

　今はなるべく自分の意識は保ったまま、殺し屋としての考え方に戻してみて……。

　それからゆっくりと、語り始める。

「人間の心臓は筋肉の塊だ。だから、普通に考えれば、女性の腕力だとおいそれと貫けない。ましてや一撃で仕留めるくらいの力を発揮することは難しい。そうだな……先輩が部屋の中央に立っていた場合に、入り口からかなり勢いを付けて突進すれば、或あるいはいけるかもしれない。勢いと体重を凶器に乗せる、という技術があればだが」

「その人物が門次郎レベルの殺害技術を取得していた場合の考察はいかがでしょうか」

　……こいつ。

　俺の技量をこの質問だけで探るつもりもあるのか。

　あの髪からちょっと覗のぞいた青いたれた右目は、中々に侮れない光を宿している。

　──そうか。

　俺が椎名町先輩を殺した、ということも考えられるわけだな。だから識は俺にそれを話させて、警戒を俺に伝えているのかもしれない。

「先輩の傷口からしてかなりの深さがあった。つまり、使われた凶器は大型ナイフ、もしくはかなり長い包丁となる。それらの武器にそれなりの重量があれば、俺の技術を持っていなくても実行は可能。俺の技術レベルの人物ならば、易やす々やすと可能だろうな」

「つまり該当するレベルの刃物を所持し使用が可能であれば、ということですね」

「ああ、そうなる。殺人系の技術を取得する際はナイフや銃の使用が基本となるから、ある程度の筋力はあるだろうな」

「ええと、女の子くらいの背丈で、力持ち。そんな人が犯人ということですか？」

　椎しい名な町まち先輩が胸の前で手を組んで俯うつむく。

　あの辺りを刺されたのだろう。

　……どれくらい痛かったのだろうか。少なくとも俺の時はかなり痛かった。

　先輩は確かに人間ではないかもしれないが、今まで三ヶ月接してきた限りごく普通の人と何も変わらない女の子だ。そんな彼女の胸を躊躇ためらいもなく効率的に突き刺せるなんて。

　そんなのまるで、殺し屋みたいじゃないか。

　そこまで考えてちょっと寒気がした。

　さっきの識しきの確認は、俺を疑うと同時に──その存在もほのめかしていたのか。

　思わず、何を考えているか解わからない顔の識を見る。

「門もん次じ郎ろう、確認です。貴方あなたが来た際、時計塔は施錠されていましたか」

　ピッ、と俺にボールペンの先を向けて確認してきた識。その髪の奥にある目からは、真剣な空気が感じ取れた。

「あぁ。鍵かぎを開けて入った。俺が入った後も、鍵をかけたな」

　後から来る侵入者がいないように、ときちんと鍵をかけたのは覚えている。

　……ん？　ということは。

「つまり犯人は……香かぐ夜やを殺害した後、鍵を再びかけ……この階下である委員会室に潜伏していた、という可能性も存在します」

　識の推理が正しいとすれば、俺は犯人がいた場所を通り過ぎたことになる。むしろ俺も殺したのであれば、その方が可能性が高いってことか？

「ええと……私を殺害した犯人はどちらにせよ鍵がないと時計塔のドアを開けられないということでもありますよね？」

「その通りです香夜。犯行者は門次郎も殺害しました。つまりその足跡には制限が存在します。疑問も発生します。『何な故ぜ門次郎も殺害したのか』という観点です」

「ふーむ……」

　ちょっとさっきの状況を順番に考えてみる。

　まず犯人は時計塔入り口にあるドアの鍵を開けて侵入した。

　その後、きちんと鍵を閉めて──先輩を殺した。

　そして、俺が鍵を開けて入って来た後、その背後から俺を殺した。

　なるほど、こうやって犯人の動きってトレースして考えたりするものなんだな。

　識の思考方法はなんだか探偵さんっぽくて感心する。

　俺なんて物心つく前からずっと殺し屋の訓練を叩たたき込まれていただけなので、そういう捜査的思考とかはまるで出来ない。

　図書委員会に入ってからはミステリーも読むようになったけれど、いつも犯人を外して最後にビックリしているくらい、作者にとってはいい読者である自覚がある。

「二人にこのメモを提供しておきます」

　識しきはメモ帳を切り取ったものを俺と先輩に手渡した。

　そこには定規で引いたんじゃないかってくらいに正確な、この時計塔の見取り図と識のメモが描かれている。殺害現場であるこの部屋には、二人の人型が並んで書いてあった。おそらくこれが俺と椎しい名な町まち先輩ということなのだろう。

　わざわざその周辺が赤く塗られているのは演出か何かなのだろうか。

「それでは、せっかくです。殺人現場の再現を開始しましょう」

「ああ、解わかった」

　識の提案に頷うなずいて、俺と椎名町先輩はクッションから立ち上がった。





■　　■　　■　　■　　■






　メモには所々に赤い丸印がついていて『重要！』と書いてあった。





　①裏門・言わずと知れた校内入り口。夜中はここからしか入れないぞ！

　②入り口・時計塔の入り口。重い鉄扉は銃弾をも跳ね返す！

　③図書委員会室・図書委員たちの憩いの場。巨大な時計板の裏には……？

　④時計塔管理人室・香かぐ夜やと門もん次じ郎ろうの殺害現場だー！

　⑤お風ふ呂ろ・いやらしいイベント、キマシター！　[image: ]






「…………」

「何か疑問点が存在しますか？」

「あ、いや」

　なんでこんなにノリノリな説明が書いてあるんだろう。識当人の性格とはまるで違う口調っぷりに困惑を隠せない。特に⑤はなんだ。どういうノリなんだ。顔文字まであるし。

「識さんはメールも面白いんですよ。絵文字とアスキーアートいっぱいで可愛かわいいんです」

「そうなんですね」

　確かにメモの端っこにはいわゆるインターネットで見かける顔文字やらＡＡも書いてあった。実は可愛いもの好きなのか、と改めて識を見る。

「可愛いでしょう」













「そう、だな」

　こいつも内面は可愛かわいいもの好きの女子ということだろう。藤ふじ里さとのように何かを見ればすぐに『かわいー！』というタイプではなさそうだが。

　さておき、このメモのおかげで随分と解わかり易やすい状態になってきた。

　俺たちは識しきの手書きメモを見ながら部屋を出て、木製の階段をキシキシと軋きしませながら図書委員会室まで下りていった。

「先輩、具合は大丈夫ですか？　あんなに血を流していましたし、貧血とか」

「大丈夫だと思いますけど……次じ郎ろう君は優しいですね」

　くす、と微笑ほほえまれてしまえば途端に照れる。

　それはいつも、委員会の時に俺を癒いやしてくれた椎しい名な町まちスマイルそのものだ。そんな笑顔の少女があの時は死んでいた、と思い出すと寒気がする。もしもロードという種族でなければ、もうこの顔は見ることが出来なかった。俺も殺されたということは、不死身にして貰もらわなかった時も同様だ。一晩に二度の奇跡を味わったことになる。

　そういえば、識も何気ない気持ちでお風ふ呂ろを借りにやって来たってことだよな。時間がもっと早かったら、彼女も危なかったのか。

「識ってそういえば、どうして先輩の部屋のお風呂を？」

　椎名町スマイルのおかげで落ち着いていた俺は尋ねる。

「識しきさん、今はパソコンルームの管理室にずっと篭こもって調べ物をしているんです。ですから毎晩お風ふ呂ろにいらっしゃって下さい、と」

　椎しい名な町まち先輩が誘ったんだな。つまり、今晩も普通に来たということは元々二人っきりになる予定じゃなかった、ということになる。

　……うん、そんなもんだよな。

　時計塔管理人室は椎名町先輩の個室で、かなり広めなワンルームマンションのような様相をしている。識はパソコンルームの管理室を乗っ取っているということだから、あっちもそれなりに住めるように改造されていたりするんだろうか。

　家以外の場所、ましてや学校内に住むっていう感覚がいまいち解らない。野宿やキャンプの技術はあるものの、流石さすがに学校に泊まったことは椎名町先輩の部屋しかない。もしかして他ほかにも誰だれかこっそり住み着いたりしているんだろうか、この学校。

　今まで三ヶ月、ごく普通の高校だと思って過ごしてきた場所が、どんどん変わっていくような気分になる。

「識はその部屋で何を？」

「悪い人のパソコンをハッキングしたり、色んな国の内部情報を手に入れたりして、ロードやナイツの人たちがどこかにいないか調べて貰っています」

　さらりと凄すごい仕事を聞いてしまった。

　本当にあるんだな、そういうの。なんて思ってしまったが……。

　俺の一族も代々殺し屋をしていたのだから、そういうのがいてもおかしくないかと考え直す。俺は世間知らずなので、世の中は案外普通だと思っていた。自分の生い立ちも当たり前だと思っていたので、疑問に思うことはなかった。

　だけど、知らないだけで本当に世の中には裏側がいっぱいある。それを今晩だけでいくつも知った気分だった。

「識の他ほかには、誰だれかそういう特殊な知り合いは学校内にいないんですか？」

「いますけど……流石さすがに、本人が隠しているので、誰なのかは内緒にしておきますね」

　しー、と人差し指を立てる椎名町先輩。確かに当人が隠していることを勝手に他人が暴くのは良くない。

　この分だと、やっぱり誰かが校内に住んでいるに違いない。

　そしてその人にも何か凄い設定があるのだろう。

　そんなことを思ってしまうくらいには、もう非現実っぷりを受け入れている俺がいた。

「ところで門もん次じ郎ろう」

「ん？」

　階段を下り切った辺りで図書委員会室に辿たどり着く。

　ちょいちょい、と識が俺を手招きして奥の壁を指差した。

「門もん次じ郎ろう。あの大きな時計板の背面に何者かが潜伏していた際は判別出来ますか」

「うーん……日中だったり明かりが点ついていれば解わかるかもしれないな。さっきみたいな真っ暗状態なら、解らないはずだ」

　あの時は暗かったし、そもそも誰かいるなんて思っていなかった。だから、壁に立てかけてある時計板の裏側で、誰かが息を潜めていたりしても全然解らないだろう。

「だが、それって俺が来ることが最初から解ってないと隠れたりなんか出来ないよな」

「その通りです。従って犯人は……」

　識しきがその時計板の方に動く。

「例。犯人が外に逃亡しようと思考した際に、偶発的に門次郎がドアより侵入した場合」

　そのまま、識は時計板の裏側に……四つん這ばいになって身を隠す。

「その状況下ならば、こうして潜伏、門次郎が上階に行くのを、見守ったかと」

「──そのまま逃げないで、わざわざ俺まで殺したのはなんでなんだ？」

「では門次郎。犯人の心理を想定し思考、推論をお願いします」

　識が胸元からボールペンを取り出すと、そのまま「はい」と渡してきた。

「それを鍵かぎと見立て、或あるいはナイフと見立て、臨機応変に使用して下さい。門次郎が犯人として行動をトレースお願いします」

「ああ。まずはイメージしてみる」

「どうぞ」

　先輩も俺を見ている。ここは少し格好付けたいところなので、メモをじっとにらめっこして犯人ならどうするのか想像してみた。

　──さて、まずは……。

　①の柵さくからやってきて②の扉の鍵を開ける犯人。識のメモにある通り、夜中はここからしか学校に入れないし、扉も鍵がなければ開けることは出来ない。

　そのまま③、つまりこの部屋を素通りしてから④の椎しい名な町まち先輩の部屋に行き──。

　そして⑤のお風ふ呂ろ場ばは関係ない。俺と先輩の甘いメモリーだ。

「ノックは聞いたんでしたか」

「はい。てっきり次じ郎ろう君だと思って開けてしまいました」

　それはそれで申し訳ない。間接的には俺が殺してしまったようなものなのか。だが、そのことについて凹へこんでいる暇はない。そういうのは寝る時に思い出してもぞもぞしよう。

　さて、そんな先輩と向き合いつつ。犯人が殺害するシーンまで演じてみよう。ボールペンを椎名町先輩に向けて。

「門次郎。そこでガバーッ！　とお願いします」

「ガバーッ、じゃないよな。グサーッ、だよな」

「擬音は演出です」

「──ともあれ、フリをするのは了解した」

　と、いうわけで先輩と目を合わせると。

　椎しい名な町まち先輩がゆっくり扉を開くようなモーションをする。

　その途端に……ゆっくり踏み込んで、そのお胸に。

　──お胸に。

「あ、次じ郎ろう君。もう少し下の辺りです」

　ボールペンをその破壊力抜群の胸に当てることなど出来ずにいると、先輩が俺の手を誘導して、ふにっとその先端を当てさせた。キャップが付いているから痛くはないだろうけれど、ボールペン越しに先輩の柔らかさと弾力が伝わってくる。

　そのまま、手が胸に触れそうになった辺りで……俺は慌ててボールペンから手を離した。

「？」

「な、なるほど。これで先輩は刺されてしまったんですね」

　俺が慌てているのを不思議そうな顔で見られてしまったので、この照れっぷりの説明を求められる前に、すぐに犯人の再現を確認してみた。

「あ、そうですね。そのままドンッて感じで体ごと押されました」

　その言葉を聞き、識は別のボールペンを取り出すとトントン、自分の顎あごを叩たたく。そんな彼女の思考している様子に、次の言葉を待つ俺と椎名町先輩。

「なるほど、了解しました。であれば犯人は……ちょっと交代です」

　識しきはそのまま俺と位置を代わった。

「この太くて長いモノで香かぐ夜やを貫くべく。体全体を用いて突入したということです」

　そのまま、両手でボールペンを握って。椎名町先輩に体当たりするように動く。しかし勢いはなかったのか、先輩はぽふっとその胸で彼女を受け止めていた。絵面的には大変微笑ほほえましい光景だ。これが殺人の検証でなければだが。

　それと、識の太くて長いモノとかいう言葉はもう聞き流させていただこう。

「そうです、そうです。そんな感じで突撃ー、としてきましたから驚いてしまいまして」

　椎名町先輩は識を胸に受け止めたまま、ゆっくりと後退する。

「そして部屋の中心で倒れてしまいました」

「ええ。俺が発見した時も④の真ん中辺りで倒れていましたよ」

　俺が先輩を見た時、血溜だまりの中に先輩はいた。だが、俺の血を受けて生き返った後、慌てて俺に不死身の力を渡して、起きる前に拭ふき取ったらしい。それがどんな力なのか、原理は全くもって不明だが……とりあえずお互いに大量失血という心配はないようだ。

「香夜の死亡推定時刻は何時くらいのことでしょうか？」

「二十三時過ぎくらい、ですね、うん」

「ちなみに俺の到着は二十三時五十五分だったな」

「となると、香かぐ夜やの復活は随分と遅かったのですね」

「それは……はい。私が生き返ることが出来たのは、たまたま次じ郎ろう君の血が降り掛かってくれたおかげでしたので」

　不死身というのは、復活には条件があるのかもしれない。案外、想像しているよりは不便な力なのかもしれないな。

「なるほど。それらの状況からすると、犯人と想定される人物は、割と緩慢な行動をしていても門もん次じ郎ろうに犯行を見られる可能性はありません。ならば──門次郎、犯人役継続でお願いします」

「え？　あ、おう」

「と、いうわけで。いたいけな香夜を毒どく牙がにかけた門次郎でしたが……」

「いやいや、俺がやったわけではないですって」

「ふふっ」

　識しきの軽い意地悪に反論する俺を、椎しい名な町まち先輩は楽しそうに見ていた。

　ぐむむ。この笑顔が見られるなら弄いじられてもいい気がしてしまう。なんて計画的な犯行なんだ、識。

「香夜を太いモノで貫いて初めてを奪った門次郎、の方がよろしいでしょうか」

「すみません、お願いしますからそういう言い方を止やめて下さい識しきさま」

「よろしいでしょう」

「？」

　そして椎名町先輩はとても無む垢くに首を傾かしげておられた。曖あい昧まいなエッチ的キーワードには疎いのだろう。直接表現でなければ通じないなんて、先輩であるのに少女のような人だ。

「余談ですが、自分にとっても初めて男性の裸を拝見した人物は門次郎です」

　さっきのことはあんまり思い出さないようにしていたのを思い出さされてしまう。

「男の裸なんて見て面白いものじゃないだろ」

「あの時は貴方あなたに刻まれたであろう刻印を確認する想定でした」

「ああ、胸のか」

　椎名町先輩に生き返らせて貰もらった印。これは、先輩の魔力を受け取ってパートナーになった証あかしでもある。

「ついでに発言すると、右肩の傷きず痕あとにも注目していました」

「これは……」

　指摘されてから、右肩に左手で触れてみる。

「負傷したと仰おつしやっていましたね」

　その辺りの会話を聞いていたのか、と思わず識を見る。だが、その前髪に隠れた目からは何も読み取ることは出来ない。

「ここには、母親との約束が刻まれているんだ」

　そのままポンポンと傷痕の上を撫なでると、先輩が小さく首を傾げていた。

「お母かあ様との約束、ですか？」

「ええ。何があっても、この傷がある限り母の言葉を忘れるな、って。言わばいなくなった母さんとの絆きずなです」

　母さんは大量のお金も残してくれていたけれど、立ち去る前に最も気にしていたのはこの傷の下にあったものだった。




　──この傷の下には、一族として俺の秘密が眠っている。




　だからこそ、母さんはしきりにこの傷について注意をしてくれていたのだ。

　思い出すだけで、背筋から悪寒が走る──そんな警告を。

「納得しました。つまり自分でも未調査である箇所が門もん次じ郎ろうには存在するのですね」

「ん、そういうことだな」

　そして識しきも流石さすがにこの傷の意味までは知らなかったようだ。

「まじまじと見つめても解わからないはずです」

「まじまじ見てたよなあ」

　俺の着替えをじーっと静かに見つめていたことを思い出す。

「念の為ため自分の乙女的弁明ですが、一応、自分も羞しゆう恥ちしていたと伝達しておきます」

　とても堂々としていた気もするが、当人がそう言うからにはそうなのだろう。そう信じることにして……思わず視線を識の体に向けると、そこには慎つつましい世界があった。

　識は尊大な態度ではあるが、そこは貞淑だ。

「助すけ平べいな視線を感知」

「正直すまない」

「問題ありません。香かぐ夜やの胸部に倦けん厭えんの際は自分の胸部を自由にどうぞ」

「うむ、ありがとう」

　先輩の胸部に飽きることはないと思うが、その魅力的な提案には頷うなずくに留とどめておこう。

「い、いけませんよ、識さんっ、次じ郎ろう君っ」

　そんな照れ切った先輩の声を聞いていると、やっぱりニヤけそうになってしまった。

「さておき。検証を続行します。まず④にて香夜を殺害した犯人は逃走したとして。門次郎殺害も同一犯だった場合を想定しましょう」

　識は指をメモに走らせた。その指先が、まるで絵でも描かいているかのようにメモの上を縦横無尽にスイスイ動く。椎しい名な町まち先輩はそれを見た後に、自分のメモを見た。

「うーん……同一犯で、ということは……私を殺した後、次郎君を殺してしまうまでには時間がありますよね。その間は何をしていたのでしょう？」

「ですね。犯罪者にしか判別出来ない機微が存在する可能性が有ります。門次郎、貴方あなたが凶悪犯だった想定をお願いします」

「む……」

　凶悪犯っぽい行動。自分が実行することはなかったそれを、今仮想で実験させられるとは思いも寄らなかった。だが、この犯人はいわゆるプロっぽい殺し方をしている。ハードルは高いが、つまり俺がトレースするのが一番早いということなんだろうな。

　そういうことなら仕方ない。意識を完全に──あっち側へ戻してみる為ために、自分の意識のスイッチにも使っている伊だ達て眼鏡を外した。

　そして深呼吸をすると──殺し屋としての、冷たい判断を自分に課す。




　まず、殺害後の後始末は必要ない。殺したという結果だけがあれば、後は迅速に立ち去るのが一番効率がいいからだ。証拠を隠滅するとか、何か別の行動を取るとか、余計なことをすればするほど足が付き易やすくなる。

　だから、仮想犯人の『俺』はターゲットである椎しい名な町まち先輩を仕留めた後、余計なことはしなかった。ミステリーの殺人事件は情報過多となり、やがては探偵が犯人に行き着く。現実の場合、手が込めば込むほど失敗率は上がるのが当然。普通の殺人犯はみんな素人なのだから失敗しても仕方ない、というのが俺のような教育を受けた者からの感想だった。

　殺しの結果は見るまでもないので、すぐに扉から出て階段を駆け下りる。ギシギシと鳴る階段もそれを聞く人物がいなければ問題ないと判断する。そして一階の図書委員会室に辿たどり着き、すぐに外に出た。そのまま逃亡すればいいだけ、となる。

　殺害時刻が二十三時だとすれば、殺害してから外に出るまでは一分もかからない。

　そして外から学校敷地を出るのも、五分も必要ないだろう。

　こうして誰だれにも知られることはなく、俺は殺害を完遂した──わけだが。更にその後。

『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』を殺害しなければいけない。

　そうなると……。

「犯人の脱出は俺が来るずっと前だ。だから俺を殺害するなら、校内から脱出した後で俺を発見して、逆に犯行現場まで戻るかのように、俺の後をつけるしかない」

　大体、校舎前で久く宝ほうと出会ったのが二十三時三十分くらいだったはずだ。校舎に向かっていく俺を見つけるとしたらその辺りだろう。

　犯人は三十分もの間、犯行現場の近くにいたということになる。それは少しおかしい行動に思えるが……実際に俺は殺されたのだから、まずは事実として考えよう。

「門次郎を殺害する際、こっそり貴方を尾行するというのは可能ですか？」

「素人の尾行、ちょっと訓練された尾行ならすぐ気付くが。プロの尾行は難しいな」

「ではプロだったと仮定します。自分の想定では貴方は『あー、椎しい名な町まち先輩とのラブラブタイム楽しみだぜー、ぐふふー』状態なので注意力は散漫だったかと」

「ちょっと待て、識しき」

「どうかしましたか。より抑揚を付けた演技の方が良好でしょうか」

「演技指導をするつもりはない。なんだその、ぐふふーって」

「当時の門もん次じ郎ろうが思考するであろう意識をトレースしてみました」

　…………確かに、我ながら似たようなことを思っていた可能性は、高い。

　だが口に出されると、途端に切なくなるのはどうしてだろうな……。

「いや、うん、思考のトレースは口に出さないでくれ……」

「了解しました。まず、門次郎は情欲に身を任せるままに時計塔のドアへ向かった、というので相違ありませんか」

「その表現も出来れば止めて欲しいが、まあ向かったのは確かだ。そしてドアを開けたらすぐに鍵かぎを掛けたな」

　入り口のドアを示すと、識はテクテクと歩いて。

　ガチャッ、とそれなりに重い音で施錠した。

　その音を聞いて思い出す。

「そういえば俺がドアを閉めたのは入ってすぐだから、俺を尾行していた誰だれかがいたとしても再び入ることは出来ないぞ」

　なんせ識本人も『②入り口・時計塔の入り口。重い鉄扉は銃弾をも跳ね返す！』とか書いていたくらいのドアだ。他ほかの入り口がない以上、俺を見つけて尾行してきたという線は考えられないのではないだろうか。

　──と、そのことに気付いてから。

　さっき識があの大きな時計板に隠れると言っていたのを思い出した。

「そうか……俺を殺すなら、俺の後をつけてもダメなんだな」

「そのようです。と、いうわけで犯人は、貴方あなたを殺害する為ために少なくともこのドアから外には出なかった、そう予測出来ます」

　出なかった。その意図が椎名町先輩の後に俺も殺すという理由なら解わかる。いつ来るか解らない俺を待つには、この中で隠れなければいけないということも。

「じゃあ、椎名町先輩を殺害した後は……犯人はあの時計板の裏に隠れていた、と想定するわけだな」

「はい。その意識でお願いします」

　プロのような手口でありながら、自身が発見されるリスクを覚えてまで時計板の裏に隠れていた、という理由は解らない。本当に先輩の次に殺すのが俺だ、と確定していたのならよく理解出来るのだが……どうして犯人は俺と先輩の約束を知っていたのか、という疑問点が残る。

「犯人はここに隠れて、そして『俺』が来るのを待った」

「となると、その後から来た貴方あなたは階段を上ったのですね」

　識しきはそのまま階段に向かうと、ギィ、ギィ、と軋きしむ木の音を立てて上り始めた。

「ああ。犯人は『俺』が椎名町先輩の部屋に上っていくのを見届け。そしてこの時計板の裏から飛び出して──」

　俺はゆっくりと歩き出し、階段に差し掛かる。

　ギィ、と板が軋んだ音を立てたところで。




「識、ストップだ」




　俺は識を見上げようとして──そのまま慌てて下を向いた。

　すらっと細い太ももの、その奥。スカートの中が見えそうになったからだ。

「自分のパンツをガン見したいのですか門もん次じ郎ろう」

「いやいや！　見ない見ないっ」

「自分は貴方の裸を拝見しました。従ってパンツくらいなら許可します」

　なんという申し出だ。当人がＯＫと言っているのだから、見ていいのか？

　そう思いそうになって。これも識の罠わなだとすぐに気付いて頭かぶりを振った。

「こほん。識、この犯行はやはり、難しいことが判明した」

「そうなのですか」

　識がじっと俺を見ている気がするが、俺は見上げられない。だから顔は横を向いたままに、気付いたことを告げる。

「犯人が『俺』のことも必ず殺さなければいけないなら。そして、ここに隠れていたんだとすれば。『俺』が階段に向かった段階で背後から仕留める」

　あれだけ大きなナイフを持っていたのだ。殺傷力はかなりのもの。普通に考えれば、そこで仕留めた方がより安全だ。

「香かぐ夜やを発見し、動揺している貴方をズブッと刺す。その方が貴方からの反撃の可能性も少なく、より安全であると熟知していたとした場合はいかがでしょうか」

　…………。

　それは、俺が既に殺し屋の一族であることを知っていた、という前提になる。殺そうと思った瞬間に、それを察されて抵抗される可能性を考慮しないと辿たどり着かない思考。

　だが、識のように何らかの事情通が裏にいた場合、可能性はもうゼロではない。

「だとしても。音もなく階段を上り、俺に追いついて、忍び寄って殺すのは──」

　そう。この階段はどうしても上り下りする際に『ギシギシ』と音が鳴る。

　一人の人間がどんなに頑張っても、そこに体重がある限りこの軋きしみから発生する音を立てないで上り下りするというのは不可能だろう。

　だが、俺は俺の後から階段を上って来る音をまるで聞いていない。鍵かぎが外される音も、ドアが開く音も、階段を上る音も。

　椎しい名な町まち先輩を発見した時の静寂は、耳に痛いほどだったのだから、確実だ。

　──だからこそ、俺は自分の背後に降り立ったであろうあの足音を聞けたのだ。

　故に結論は。

「不可能だ」

「なるほど。納得しました」

　識しきが、手すりに掴つかまってギシギシと足元を鳴らしてみる。

　手すりを揺らすだけでさえ、それだけの大きな音が鳴るのだ。

「えっと、だとすると……識さん」

　それまで黙って俺たちの検証を聞いていた椎名町先輩がどこか不安そうな声を上げる。

　識はそんな先輩を見て、こくんと頷うなずく。

「はい。この犯行には『異能』が使用されたと考察出来ます」

　そんな不吉な言葉を、告げたのだった。









　　　　　　【第二話】B-Part　殺人マーダーと異能ギフト










■異能：検索結果

　・人より優れた才能。一風変わった独特な能力。異才。

　・キーワードに該当する結果が見つかりませんでした。







　・特殊な能力、人間外の力を持った存在のこと。







「実は、久く宝ほうは異能……特殊な力を持っていたりしないか？」




　と、いうわけで再び事件のあった日の翌日。

　藤ふじ里さとと共に夏期講習午前の部を終えた俺たちは、お昼休みということで学食にやって来ていた。いつもよりは閑散としている学食では既に久宝が待っていてくれた。

　だから軽く挨あい拶さつや会話をした後──。

　ストレートに尋ねてみたのだ。

「なるほど、そうきたか」

　久宝はそんな返事をした後、うーん、と考え込む。

　その隣では、藤里がニコニコと笑っている。さっきの話の続きで、中二病的な話題だと思っているのだろう。それならそのままの方がむしろありがたい。

「ああ。しかもそれを使って、昨日の夜さっくり殺人をしたりしていないか？」

「確かに、私の……昨日の夜のアリバイはないね」

　あっさり認めてくれる……もとい、乗っかってくれる久宝。

「だがね、門もん次じ郎ろう先輩。私がやったという証拠はあるのかな？」

　美お味いしそうに食べている親おや子こ丼どんから箸はしを上げて、ニヤリと不敵に笑う。

　その顔が妙にはまっているのが、この凛り々りしい後輩らしいと思った。

「わっ、那な岐ぎちゃんってば様になってるねっ」

「剣道というのは形が大事なんだ。相手を威圧したりするには、剣士としてその気になっている方が強くてね。『私は凄すご腕うでの剣士だ。相手を殺す』みたいな気持ちで挑むんだよ」

「へええ、そうなんだね。てっきり無心で、めーんっ！　ってするんだと思ってた」

「そういうのもあるけどね、まあ、どちらにせよ一瞬の攻防だから……先輩が言うような、異能とか超能力があれば楽かもしれないな、とはいつも思うよ」

「意外だな久宝。お前でもそういうズルをしたがるなんて」

「先輩、私は異能とか才能をズルだとは思わない。生まれついて、もしくは自己研けん鑚さんの末に手に入れた力なら、それは本人の特色だよ。つまり、目がいい、耳がいい、顔がいい、体格がいい……などのように、それを活いかした分野で活躍していいはずなのさ」

　なるほど、その考え方はさっぱりしているな。

　俺は、幼い頃ころから鍛え上げられた殺人技を使って、格闘技やスポーツをするのが気が引けた。だから勉強に明け暮れた上に図書委員をしているが。そうやって生い立ちなどから手に入れた力もふんだんに使うべき、というのが久宝の主張なのか。

「それで、先輩。私はどんな異能を持っているのかな。出来れば藤里先輩のように、アイドル的な愛らしい容姿とカリスマを持っている、とかだと嬉うれしいのだけど」

「えっ、わ、わたしそんなの持ってないようっ！」

　慌てて手をぶんぶん振る仕草が既に愛らしい。なるほど、こういうのを計算ではなく自然にやれたりすると、それはもう異能レベルの才能ということか。

「そうだな……空中浮遊とか」

　それがあれば足音を立てずにあの階段を上り下り出来るはずだ。

「空中浮遊能力を使っての殺人かあ……密室殺人などで、足跡を使ったトリックに使ったりする、とかかな？」

「飛べるんだったら、被害者を持ち上げて高い所から落とせばいいんじゃない？　何もない所で落下死！　とかの方が探偵さんは困るよね？」

「藤ふじ里さと先輩は顔に似合わずえぐいことを考えるね」

「え、えぐかったかな？」

　ニコニコと笑い合っている二人を見ていると、話題の内容はともあれ、ほのぼのした食事時間だった。……だが、俺はとりあえず親しくしているこの二人を疑ってみている。

　昨晩、識しきはこう俺に告げた。




『門もん次じ郎ろう。貴方あなたの知人で、昨日の夜行動していた人物を当たって下さい』




　俺が浮かんだのはコンビニで働いていた藤里と、学校から出てきた後の久く宝ほうだった。

　だから、早速二人を疑ってみているのだが──。

「空中浮遊じゃないとしたら、他ほかにどんな異能を持っているんだろう、私は」

　意外なほど乗ってきてくれているのが久宝だった。

　彼女は図書委員会所属で、椎しい名な町まち先輩の部屋が委員会室の上にあることを知っていて、鍵かぎも持っている。だからある意味一番怪しいのだが……ここまで乗っかってくる場合、果たして解わかっていて言っているのか、天然なのか。

「なんか色々出来そうだもんね、那な岐ぎちゃんって」

　確かに、武人っぽい態度のせいか殺しの技術くらい取得していてもおかしくない。俺より何倍もそれっぽい雰囲気も持っている。

「そうだな……例えば、久宝が訓練して、足音を殺せる力を持った、とかどうだろう」

　殺し屋でも格闘技の達人でも、その足音を消すというのは大事な要素だ。どちらかと言えば、久宝に尋ねたのはこっちが本命だった。彼女ほどの剣道の達人なら、あの階段すらも足音を立てずに上ったり出来るのではないか、と。

「それは異能かな？　確かに、訓練して身に付ける特殊技能という意味では正しいのかもしれないけれど。私たち剣道家はすり足が基本だから擦れる音くらいは立ってしまうね」

「足音を消すってちょっと地味だね」

　二人の意見はもっともだったし、地味と言われると頑張って訓練させられたことのある身としては『とほほ』な気分だった。

「しかし、まるで殺人事件の犯人探しみたいな言い回しだね、先輩」

　その涼しげな目元を細めて、口の端を上げる久く宝ほう。

　むしろこっちが見透かされているような気分になる。

「実はそうなんだ。昨晩、椎しい名な町まち先輩が殺されてしまって」

「え？　さっき図書室で会ったよ？」

　うむ。何せ殺されても生きているお方だからな。

「私も朝会ったよ。相変わらずのんびりした人だよね」

　久宝も会っていたのか。と、なるとこの二人のどちらかが犯人だった場合、昨日の殺人が失敗だったと解わかっているはずなんだな。

　まあ、俺に会っている時点で俺の殺人も失敗しているわけだが。これでその驚きを隠して普段通りに接しているのだとすれば、二人ともかなり演技上手である。

　もっとも妹いわく『女はみんな演技上手で嘘うそつき』とのことだが。

「なるほど。つまり昨晩は椎名町先輩とそういう話になったんだね。ミステリー研究ということか。思考ゲームというか。確かにあの時計塔はそういう題材に良さそうだ」

　そして色々と別方面で察してくれた物分かりのいい後輩だった。

「そんなところだ。先輩を殺した犯人を見立てるゲームみたいなものだな」

　物騒だとは思うものの、より物騒な事件が本当にあったのだから仕方ない。

「え、昨日……モンジローくん、夜中に椎名町先輩の部屋に行ったの？」

　そして頬ほおを染める藤ふじ里さとは更に別方面の察し方をしてくれる。

　いや、実際それが正しい高校生の反応だろう。

「椎名町先輩は定期的に、夜中にお泊り会を開くんだよ。以前私や門もん次じ郎ろう先輩も行ったんだが、あの日は男子一人でね。先輩は端っこで寂しそうにしていたのさ」

「女子ばかりのパジャマパーティというのは、男は本当に居心地が悪いな」

　俺があの日の感想を口にすると、藤里もクスっと微笑ほほえむ。

「それはそうだよモンジローくん。特に君は真面目まじめなんだもん。もっと、そういう時は女の子たちにデレデレしてもいいんだよ？」

「あぁ……そんな余裕はなかったなあ」

　思い返せばあの日。女子たちはとてもワイワイしていたが、俺は飛び交う会話に乗っかることが出来ずに右往左往していた。見るに見かねた久宝が、暫しばらく武道の話などで相手してくれたのだ。

　あの時からこいつには世話になっているな。疑うなんて失礼だったかもしれない。

「椎名町先輩の他ほかに、昨日は誰だれがいたんだい？」

　普通は二人っきりだとは思わないよな。年とし頃ごろの男女なわけだし。

「八や殿との識しきっていう、一年の……」

「え、八殿さんがいたの？」

　藤ふじ里さとがその名前に反応を見せる。

「どうした、知り合いか？」

「ううん、むしろ八殿さんと知り合いってあんまりいないと思うけど。孤高の科学者！　みたいな感じだよね。ファンも多いんだよ」

　孤高。ファン。

　そんな噂うわさが立っていたり、ファンがいたりしていたのか、識。

　確かに浮世離れしたミステリアスな雰囲気は、一部にも人気がありそうだな。

「その三人でミステリーごっこをしていた、というわけか。なるほどね」

　そして久く宝ほうは久宝で、これで犯人だったら物もの凄すごい巧みなしらばっくれ方だった。

　元々裏表のなさそうな少女だけに、実は恐ろしい殺し屋だった、とか。椎しい名な町まち先輩と俺を殺して平気でいられる、とか言われても信じられないだろう。

　技術的、能力的には有り得るかもしれないが、俺や椎名町先輩とはとても仲良くしてくれているので、信じたくない、という方が正解かもしれない。

「どんな話をしてたの？　椎名町先輩を殺しちゃうー、って方法を検証？」

「まあ……そんなもんかな。こう、例えばだけどな」

　俺は昨日の出来事を、さも作り話のように語るべく。

　ちょっと深呼吸をして、伊だ達て眼鏡を直した。

「えーと……」

　昨日の出来事の中で、お風ふ呂ろのシーンとかは省きつつなるべく詳細に、見たり聞いたりしたままを二人に物語っぽく語ってみた。

　俺が向かった時の状況。椎名町先輩の死。そして俺の死。

　その後、犯人は一体どうなってしまったのかを話し合っていた、と。

　勿もち論ろん、椎名町先輩がロードであるとか識が組織の人であるとかは語らない。俺が殺し屋なのは、さっき藤里に一笑に付されてしまったし。

「というわけで二人で推理ごっこしてみてくれないか？」

「確かに、異能みたいな力がないとその流れだと不可能なわけか。だから飛行能力であったり、足音を消す能力、とさっきは私に言ってたんだね」

「へえ～。わたしがバイトしている時に、そんな面白そうなお話してたんだぁ。わたしもお呼ばれしたいなあ」

　実際、藤里があんな場面を見たら失神してしまうだろうな。

　何せ識が来た段階でも部屋の中は結構なスプラッター状態だったのだから。

「さて、そうなると怪しいのは……ああ、なるほど。昨晩学校の前で会った私、となるわけか。ようやく話が繋つながったよ」

「え、那な岐ぎちゃんとモンジローくん、夜中に会ってたの……？」

　そして頬ほおを染める藤ふじ里さと。彼女の頭は結構な恋愛脳らしい。

「学校に行く途中で、帰るところだった久く宝ほうにバッタリ会ったんだよ」

「残念ながら、私と門もん次じ郎ろう先輩はただならぬ仲ではないからね」

　残念なのか、とちょっと嬉うれしく思ってしまいつつ。

　こいつとならそこそこ仲良くなっても楽しいだろうな。あの寂しいパジャマパーティの時、俺に優しくしてくれていたっていうのもあるし。

「さて、その話を総合する場合。解わかり易やすいくらいに怪しいのは私だ。図書委員会室の鍵かぎも持っているし、武術の心得もあるから重いナイフも持てる。身長も小柄だから、椎しい名な町まち先輩の『人影』という証言にも一致するし、門次郎先輩と会った時間もピッタリだった」

　あっさりと自分が怪しいことを認めた久宝。

「そして藤里先輩はとことん怪しくない。犯行時刻はコンビニで働いていた時間を店長に尋ねればいいだけだろう。だから出来るとしたら、双子の入れ替えトリックとかかな」

「双子かぁ……いたら、ちょっと楽しいかもしれないね。わたし一人っ子だから」

　もし藤里が双子だった場合でも、有り得ないわけだな。足音の問題もあるし。

「と、なると普通に怪しい私が犯人だった場合……いまいち面白くないよね」

「確かに。ミステリーとかで、怪しい人がそのまま犯人だったらつまらないよね」

　面白さだけで考えたらそうだろうな。藤里も俺も久宝の言い分に頷うなずいてしまう。

　それに、久宝があの後追いかけて来たとした場合、やっぱり鍵の音や階段の音という問題が発生する。

　もっとも、それらは『普通の犯行』だったら、だ。『異能』が使われた場合はそれらの物理現象は全すべて意味をなさなくなる。ロードの眷けん属ぞくが得られる『異能』というものはかなり種類があるらしい。それこそ『不死身』なんてやり過ぎな特殊性だろう。

「門次郎先輩を中心にした場合、登場人物はそれだけかい？」

「あ、ああ、まあこんなもんだな」

　一応単なる『もしも』の話をしている遊びのつもりなので、久宝は単純に思考ゲームとしてこの話題を楽しんでいるようだ。

　藤里は普通に、大体どんな話でも聞いてくれる聞き上手だからノリノリで頷いている。

　実際殺されたのが俺自身でなければ、俺ももっと楽しくこの会話が出来たのかもな。

「門次郎先輩。だとしたら怪しいのは、よくあるトリックだと最初に死んでしまっていた人物。椎名町先輩だ」

「あ、それは知ってる！　最初に死んだと思っていた人が犯人だったー、というものだよね？　有名なトリックだっ」

　比較的よくあるトリックであるそれは、藤ふじ里さと同様に俺も知っていた。

　最初に死んでいる死体の身元が解らなくて、服装などからその人物だと思っていたら実は違っていた、というもの。この場合、最初の死体は何らかの偽装が行われていなければならないし、その後は一緒に行動してはいけないという制約がある。

　だけど、今回は違う。俺が駆けつけた時に死んでいたのは椎しい名な町まち先輩だったし、その体は生き返っていた。いわく『安全日でなければ危なかった』と。

　つまり、先輩は死んではいなかったものの死ぬくらいの目には遭ったのは事実だ。

「もっと怪しいのは門もん次じ郎ろう先輩自身だけどね」

「ん？　俺？」

「あ、そっか！　主人公が犯人だった、のパターンだねっ」

「そう。物語が主人公の一人称で進んでいたら要注意。その『彼』が見たもの、聞いたもの、感じたものは捏ねつ造ぞうされている可能性がある。『あの時のあれは本当はこうだった』みたいなトリックになるのさ」

　確かに──俺が犯人だともっと怪しい。

　そもそも玄関のドアを開けられるし、椎名町先輩にも呼ばれていた。

　そこで彼女の胸を一突き。

　後の行動は偽装ということになる。

　しかしそれもまた事実では有り得なかった。俺は刺された後に椎名町先輩に……不死身にされることで生き返ったようだし。俺が犯人なのだとしたら、あの意識の空白の説明がつかない。

「そして最も怪しいのが、その『識しきさん』だよ」

　久く宝ほうはその解答を最初から用意していたのだろう。だからこそ、怪しい順番を付けていったに違いない。

「彼女だけが全すべての行動を把握していた節がある。例えば最初に椎名町先輩を殺す際も、いつも通りにやって来ただけなら鍵かぎも問題なく開けられるだろうし。そして君が来ることを知っていたなら、部屋の中のどこかに──例えば洗面所にでも隠れておいて、椎名町先輩の死体を発見して動転する君を背後から刺し殺せばいい。その後は階段から悠々と下りて、パソコンルームに戻ってから再びやって来れば、死体発見者役になるのさ」

　そう言われれば、確かに──識は一番怪しい位置にいた。

　そうだ。何も時計板の裏に隠れて俺を待つ必要なんてない。

　俺が来ることが解わかっているなら。そして殺すことも確定しているなら。部屋で待っていればいいだけなのだ。大量に浴びた返り血も、それを気にする必要はないだろう。お風ふ呂ろを日常的に借りていた彼女なら、着替えも用意してあるだろう。

「それに、椎しい名な町まち先輩が見たという人影にも一致するのではないかな。大きな人物なのかい、その識しきさんというのは」

「いや、確かに小さめだな」

　なるほど。……まあそもそも思考ゲームとしてやっているおかげで、死んだはずの椎名町先輩が見た『小柄な人影』というのは普通判明するはずがない情報だ。本来、死人に口なし。死体役であった俺や椎名町先輩の証言というのは意味を持たない。

　今回は、椎名町先輩がたまたま生きていて、そして俺もたまたま生き返った。

　だからこういう事態に陥っているのだ。

「と、いうわけで。第一容疑者の私としては、その『識さん』こそが犯人だと言わせて貰もらうよ。それでいいかな？　門もん次じ郎ろう先輩？」

　爽さわやかに笑いながら、このゲームの結論を告げる久く宝ほう。

　そしてその理屈は当たっている可能性があったので……。

　俺は、感心して頷うなずくことしか出来なかった。





■　　■　　■　　■　　■






　そんなわけで、夏期講習を終えた俺はパソコンルームに向かっていた。

　昨日の椎名町先輩の言葉が確かなら、識はここの管理室にいるはずだ。

　パソコンルームの管理室には、この中からしか入れない。

　しかも普段は先生たちしか立ち入ることが許されず、パソコン部の人たちすらもその管理室には入れないらしい。その理由は、毎日その中には識がいたから、ということなんだろう。物もの凄すごい権力を持っているのだな、彼女は。

「失礼します」

　ノックしてからパソコンルームのドアを開けると、モニターと向き合っていたパソコン部の面々が一斉に俺を見た。物珍しいものを見る視線。こういう注目を集めることに、俺はまるで慣れていない。

　そんな視線から落ち着く為ために伊だ達て眼鏡をついっと上げて。

「識をお願いします」

　そう告げた途端に、教卓の奥にある扉が開いた。

「お待ちしていました門次郎。こちらへどうぞ」

　顔を出した識が手招きする。

「二人でいけないことをしましょう」




　ガタガタッ！




　パソコン部の男子たちが一斉に立ち上がった。そして怖い目で俺を見てくる。

「識しき、そういうのは勘弁してくれ。誤解される」

「この手の誘惑は男子ならば誰だれしもが好意的、と考察していました。とにかく、自分の部屋にいらして下さい、どうぞ」

　ひょこ、と顔を引っ込めてしまったので俺は渋々部屋の中に入った。

　そして、彼らの睨にらむような視線をひしひしと感じながら教卓の前を横切り、その奥にあった管理室の扉に向かう。識はその場で待っていてくれて。

「男子の入室を許可するのは初めてです」

　ギンッ。

　更なる強い視線を感じた。

　なるほど、殺しの技術を持っている俺だから解わかる。彼らは割と本気だ。

　本気で俺のことを視線で殺そうとしている。やはり識は人気者なんだな。

　そういう意味では……彼らにはなんとなく申し訳ない気持ちを抱いた。同じ所属団体の先輩に憧あこがれる身として、その気持ちは痛いほど解るからだ。

「すまない。俺と識は、そういうんじゃないんだ」

　とりあえず彼らにそう伝えると、識は少し唇を尖とがらせていた。多少の抗議はあるかもしれないが、ここは誤解を解く方を優先させて貰もらう。

「では門もん次じ郎ろう。早速室内で『いいこと』をしましょう」

　このまま放っておくとどんどんあることないことを言われてしまう。

「ああ、解った解った。さっさと入るから勘弁してくれ」

　なので俺は、もうそそくさと管理室の中へと逃げ込むことにした。







　中はやたらと涼しく、そして暗かった。サーバーと言うのだろうか。大きな機械が入り口の脇わきに置いてあり、特有の『ゴー』というファンの音が部屋に鳴り響いている。書類や資料の入った棚や机も揃そろっていて、ちゃんと管理室としても機能しているようだ。

　むしろ椎しい名な町まち先輩の部屋と違って、あまり識の私室には見えない。

「こちらです」

　部屋の奥には長いカーテンで仕切られている空間があり、そこで識は手招きしていた。あそこが識のプライベート空間ということだろうか。ひとつの部屋の中に無理矢理もうひとつの部屋を作ったような形になっている。

「男子は女性の部屋に入室した際、下着を捜索するものと聞きました。許可します」

「悪いが、洗濯されて布切れになっている装着されていない下着に興奮する性癖は持ち合わせていないんだ」

　家には妹もいて、洗濯物を一緒に干したりすることもある。多少恥ずかしそうにしているようだったが、俺が何も気にしていないから向こうも何も言ってこない。

「そうなのですか。情報を更新しておきます」

「人によっては『その人物が穿はいていた』というだけで興奮するそうだ。イメージ力の差というものかもしれないな」

「そういうものなのですね。では門もん次じ郎ろうは装着しているパンツでなければ興味がないと」

「そういうことかもしれないな」

「勉強になります」

　淡々と会話するそのトーンになんだか慣れたな、と思いながら分厚いカーテンの先に向かってみると。




　──そこは正に情報室だった。




　大量のパソコンモニターには謎なぞのプログラムが走っており、いくつもの巨大なケースからはファンの音が激しく零こぼれている。何より驚いたのはキーボードが三つも用意されていることだ。前、右、左。それぞれ用途が違うのか微妙に形も違っている。マウスもやたらごつごつした大量にボタンが付いているものだった。

　椅い子すの裏に簡易的なシングルベッドがあり、その奥の壁には制服と白衣が四枚ずつかかっていた。薄暗いそのプライベートスペースは、寝る以外のことが座りながら全すべて出来るようになっている。こう、いかにも『パソコン達人の居場所です』という風情ふぜいだ。

「驚きよう愕がくしましたか」

「なんだかスーパーハッカーの部屋、という風情だな」

「実際に用いる端末はこちらで充分なのですが」

　識しきは制服の胸ポケットから大きめのスマートフォンを取り出した。

「それじゃ、このパソコンたちはそのスマートフォンに情報を送ったり、代わりに処理をしたりしている、とかなのか？」

「いえ、別に」

「別にって」

「部屋の調度品の全ては格好いいから揃そろえました」

　そりゃ確かに、凄すごいプログラマー！　とか。デイトレーダー！　みたいな人はこういう状況でやっている、というイメージはあるけれど。まさかの格好付けだったとは。

「形式から入りました。揃えてみたら存外、不要な物体だらけでした」

「まあ、そういうものかもしれないな……」

　世の中、必要だと思ったものでも切り詰めればなんとかなるのかもしれない。

「では門もん次じ郎ろう。ベッドに座って下さい」

　ベッドには低反発マットレスが敷かれていた。その上に敷き布団、タオルケットが載っている。シンプルな青い色合いで統一されていてとてもクールなイメージだ。女子のベッドというのはもっとふわふわでもこもこ、と勝手に思っていたが。

「お邪魔します」

　とはいえ、いつも識しきが寝ているベッドだと思うと少しドキドキする。

「押し倒すには狭いベッドと思考しているかと存じますが、気にせず実行して下さい」

「女子の口からそういうことは言わないようにな」

「そうなのですね。では今後は事前催促をなるべくしないようにします」

　思えばこいつはそういうとこ煽あおり過ぎである。

　だが、よくよく見ると頬ほおがほんのり赤くなっていた。

　もしかしたら、意外と照れていたりするのだろうか。

「飲み物ですが、コーヒー、紅茶、ウーロン茶、アボカドスパーク。どれにしますか」

「アボ……なんだって？」

「それを選択するとは勇者ですね」

　まさかの決定として受け取られてしまった。

　識はパソコン本体の脇わきにある小型冷蔵庫を開けると、そこから緑色の缶を取り出す。

『アボカドスパーク！』

　という勢いのあるロゴと、アボカドと思われるイラスト。そして水滴が飛び散っている絵柄が印象的な、美お味いしそうなんだかそうじゃないんだか解わからない物を手渡された。

　まあ、おそらく炭酸飲料だろう、というのくらいは解る。

「感想を是非お願いします」

「飲んだことないのか」

「ええ。キワモノっぽいので。ではどうぞ」

　そして飲まないといけない状況にされてしまった。

　こうなっては仕方ない。プシュッと開けて、口を付ける。

　なんとも言えない、葉っぱのような匂においが鼻をくすぐった。少なくとも、これからスッキリしたい時に飲むようなものではないようだ。

　そして少しだけ口に含んで──こう。どう表現すればいいんだろう。甘いような。酸っぱいような。ぬるっとしているような。シュワっとしているような。少なくともアボカドってこんなだったっけ、という不思議な気分に陥る。

「……とても不思議な味だ……」

「想定通りですね」

　どこからこんな謎なぞの飲料を手に入れたのだろう。やっぱりアボカドは飲み物ではなく、サラダやハンバーガーで食べた方が美お味いしい。そう再認識させてくれる代物だった。

「それで。本題の方はいかがでしたか」

　おそらく藤ふじ里さとと久く宝ほうの二人に関する聞き取り結果だろうと思い、ちゃんと姿勢を正す。

　アボカドスパークを両手に持ち、聞いた話を頭で一いつ旦たんまとめる。このジュースにこれ以上口を付ける気にはならないが、だからってここで捨てるわけにもいかない。

「二人にストレートに色々尋ねてみた感じだと、白っぽい雰囲気だったな。特に藤里はアリバイがあるのと、反応の自然さからして完全白だと思う」

　アリバイがある、とかまさか自分の口で言うことになるとは思いも寄らなかった。

　本当にミステリーっぽいことやっているよな、なんて違う意識で考える。

「久宝那な岐ぎは？」

「とてもノリノリで会話に乗っかってくれた。そういう意味では、もし犯人だったら攻め過ぎているなあ、という印象だ。一緒に状況整理も手伝ってくれたしな」

　もしあんなに色々考えまくってくれた結果『とはいえ実は私が犯人なんだ』とか言われたら本当にビックリだ。そういう意味でも白っぽい。

「そういう態度だったのですね。なるほど」

　そして識しきはしきりに頷うなずいている。

　前髪で目が見えないせいで、その表情が全く解わからない。だからその報告を聞いて識が何を考えているのか、どういう印象を抱いたのかは不明だ。

「他ほかには何かありますか？」

「ええと」

　これを報告すべきかどうかはとても悩むものの。

　ちゃんと情報収集をしたのだし、識は情報収集の達人として俺以上のことが解るのかもしれない。だから、きちんと伝えることにした。

「久宝の話では、識が一番怪しい、と」

「そうなのですね」

　識の声に、どこか──僅わずかに楽しそうな熱が乗った。

「言われてなるほどと思った。確かに識が犯人だったら、別に異能がなくてもなんとかなるなー、とな」

「ですね」

　あくまで静かに納得されると『まさか……』という気分になる。

　だが、識特有のお茶目という可能性も高い。

　どっちか解らない辺り、俺は本当に探偵には向いてないよなあ、と再認識した。

　そういう役は是非識に託したいところだが、いかんせん探偵役をやれる人が今のところ一番の容疑者になってしまったのだ。

　そしてそれを指摘したのもそれまで一番の容疑者だった人物なわけで。

　久く宝ほうと識しき。どちらを信じればいいのか……みたいな話になってきた。

「つまり、『異能』を手にした人間であれば、比較的誰だれでも今回の犯行は可能」

　識は指を一本立てて、語り始める。

「そして『異能』を使用したものではない場合、一番の容疑者が自分。結果的に、そのような結論に到達したということですね」

「今聞いた内容だとそうだな。まあ、実は全く関係ない第三者が犯人でしたー、だと俺としては嬉うれしいわけだが」

「何な故ぜですか？」

「みんなと仲良くしたいからだよ」

　正直に本心を語ると、識の口が小さくＯの字に開いていた。

　何かおかしなことを言っただろうか？

　俺としては当たり前のことを言ったつもりなのだが。

「門もん次じ郎ろうは実に興味深いです。こうして会話していると、自分が興味を持ったのが正解だったと認識させてくれます。香かぐ夜やに紹介した甲か斐いもありました」

　少なくとも俺と識には今まで全く面識がない。だから彼女が俺のことを椎しい名な町まち先輩に紹介するということの意味は解わからなかった。

「数年前まで単なる殺しの機械のように育成され、現在は、普通の……『一般的高校生の視点』を所持するようになった眼鏡青年。そのような貴方あなたでしたから」

　俺の情報をそこまで把握されていることに……識の『特別な力』のようなものを感じる。「そのような貴方ですから、大変『面白い』と興味を抱いていました」

「……識……？」




　その時だった。




　一瞬だけ、目の前が暗くなったかと思ったら──視界が、ぐにゃりと歪ゆがみ始める。

「貴方は果たして、どの程度、何が出来るのか、と」

　ぐるぐると、回り始める世界。

　そんな俺にとっくに気付いているらしく、識は俺をトンっと軽く押した。

　とさっ、と何の抵抗も出来ないまま、ベッドに仰向けで倒れてしまう。

　これは一体……どういうこと、だろうか？

「故に、検証したくて仕方がありません。貴方の様々な全すべてを」

　そして、俺の上に識が──のしかかってきた。俺の体にはすっかり力が入らなくなっており、まるで抵抗が出来ない。

　そんな動けない俺に、四つん這ばいになって。顔を覗のぞき込んでくる。

　その時、俺は見た。

　金色に輝く、もう片方の目。

　青と金の瞳ひとみを見せている識しきは、薄く笑っていたのだ。

　──ゾッとするほど、非現実的な美しさを感じて。心の底から感じる震え──これは、恐怖というものだろうか。

「門もん次じ郎ろう」

　識の冷たい手が俺の頬ほおに触れる。

　その感触のおかげでまだかろうじて意識は保てるのだが。

　カラン、と床に例の『アボカドスパーク』を落として、霞かすむ頭でもようやく気付いた。

　一服盛られた。

　つまり、あの奇妙なジュースの中には何かの薬物が入っていたのだ。

「貴方あなたのことを。香かぐ夜やも好意的に受け入れてくれて良かったと判断しています」

　識の顔が近い。

　その輝く金色の瞳が迫ってくる。

　それは人知を超えた何かを想起させる色合いで。

　完全に心を縛る、魔力のようなものすら秘めていた。

　──こいつは俺の過去なんかよりも何倍もヤバい。

　その目を見ただけで、本能的に察することが出来るレベル。

　だからこそ、こいつはこの目を普段から隠しているのだろう。こんなもの、ずっと見ていたら心が奪われて帰って来ないかもしれないほどだ。

　消えかけていく意識の中、だけどこれだけは確認せずにはいられなかった。

「しき、おまえが……はんにん……なのか……？」

　ろれつが回らない。上う手まく喋しやべることが出来ない。意識を保つのも、もう限界だ。

「それでは睡眠につくといいでしょう、桜さくら田だ門もん次じ郎ろう」

　そして、俺はいつになく甘い識の声に促されて。




　──意識を、完全に失ったのだった。









　　　　　　【第三話】A-Part　命ライフと心マインド










■デート：検索結果

　・日付。

　・男女が日時を定めて会うこと。

　・もともと『日付け』を意味するデートという言葉が、

　『男女が日時を決めて会うこと』という意味で広く使われるようになったもの。







　・男女が二人きりで約束して出歩くこと。







　そして俺は、椎しい名な町まち先輩と海沿いをデートしていた。




　どうしてこうなったのかはいまいち解わからない。様々な紆う余よ曲きよく折せつを経てここに至ったのは確かなのだが、つまるところ──。

「どうかなさいましたか、次じ郎ろう君？」

　白い肩出しワンピースとでも言うのだろうか。フリルがちょこちょこ付いているその服を着た椎名町先輩は、俺にとっては天使のように見えていた、ということだ。白い麦わら帽子もまた似合っていて、いわゆる深窓のお嬢様のようである。

　つまるところ、デート出来ているのだから大変ハッピーであった。

「いえ。先輩とのデートに大変心踊らせていました」

　私服姿の先輩。しかも肩も鎖骨も見えているなんて、一体俺はどう接すればいいんだ。

　いつも通りで構わないとは思うものの、いつもの俺はどうしていたか思い出せない。

「ふふっ、私も実は……ちょっぴり緊張しています」

　ほんのりと照れたように頬ほおを染める先輩は、いかにもずるっこい存在だった。

「俺もかなり緊張しています」

「はい、それはもう見ていて解りますよ。眼鏡が曇りそうなくらいですもんね」

「えっ」

　俺は慌てて眼鏡を外して、キュッキュッと眼鏡拭ふき用の布で曇りを拭ぬぐった。

「これで大丈夫です」

「あ、すみません。今のは冗談だったんです……」

　なんと。そんなお茶目にも反応出来ないとは。我ながら緊張し過ぎだろう。

「でも、次じ郎ろう君の素顔が見られたので、良かったと思います」

「むぐっ」

　ニッコリ見上げられてしまうと、眼鏡が俺の熱で曇りそうだった。

　上にも太陽があり、下にも太陽があるような、そんな気分だ。

「しかし、椎しい名な町まち先輩は狙ねらわれているはずなのに、出歩いていいんですか？」

「うーん、そうですね……」

　先輩はどこか悩むような顔をしてから。

「むしろそれが狙いだったりします。物語にも、今夜は何かあるとありましたので」

「何かあるって。随分曖あい昧まいなんですね？」

「私たちロードの『物語』は、中身が詳しく解わかるようにはなっていないんです。先々にこんなイベントがあるはず、とか。その日にこんなことがあるかも、みたいなふわふわした解釈が基本の内容なので。ほとんどが結末も不明ですし」

　やはり随分曖昧な物語だった。物語と言うからにはもっと詳しいことが載っていると思ったのだが。

「ただ、結構……その。私のは危険が多い物語らしくて。ですから、そういう強さを備えたナイツが必要だ、と識しきさんには言われていたんです。でも、私はその……男性のほとんどが苦手だったもので……」

　だから殺し屋の一族で、技術を叩たたき込まれていて。なおかつ先輩に憧あこがれている俺が選抜された。識の推薦内容はそういうことだったのだろう。

「なんで俺は大丈夫だったんですか？」

「……どうしてでしょうね。次郎君はなんとなく、懐かしい香りがするんです」

　思わず自分の腕辺りを鼻に当ててしまう。

「ふふっ、そういう香りそのものではなく、雰囲気と言いますか。なんとなく、次郎君といると安心出来るんです」

「そ、そうなら、嬉うれしいです」

「はい。私もとても嬉しいですよ」

　先輩の安心したような笑顔を見られるなら、そういう雰囲気を持っていたことに感謝しなくてはならない。

「解りました。何かある、というのはどんな内容だったか他ほかに解りますか？」

「ええと……ロードに伝わる言葉なのでニュアンスを拾ってお伝えするしか出来ないのですけど。直訳すると『生死の狭間はざまに明かされる道筋、物語の真の始まり』とか、そういう感じでした」

　……なるほど。確かによく解わからない。外国の本を英文で読んだ時、その内容の把握がふわふわしたものだったことを思い出す。

「大体がこんな感じの詩っぽい形で出来ているんです。ですから、真の始まりというからには、きっと……何かあるんだなあ、と」

「そうですね、それは──何かある、という感じですね」

　曖あい昧まいというより謎なぞかけだ。実際に何が起きるのかさっぱり解らない。

「俺の時はなんて書いてあったんです？」

「あ、はい。ええと……『死の訪れと生の歓喜、絆きずなの繋つながりを得る』みたいな感じです」

　……起きた後でも、その内容はよく解らないものだった。

　死の訪れは先輩の死を意味していて、生の歓喜は生きていたこと、なんだろうか。絆の繋がりが俺をナイツにすることだったら、なんとなく嬉うれしいのだが。

「ロードの物語って難しいんですね。それが毎日なんですか？」

「いえ。特別な日のことがたまに記載してある形です」

　つまりそれすらも曖昧ということなのか、それとも──どんな日々を過ごそうとも、その物語は決して避けられないという意味なのか。深く考えれば考えるだけ難しくなる。

「なので本日は、せっかくなのでデートをして。その生死の狭間というのがどういうものなのかなあ、と探ろうと思いました」

　意外とアグレッシブな言葉に、俺は驚いてしまった。

　確かに先輩は狙ねらわれている。だからって決して逃げたりはせず、真正面からちゃんと向き合ってぶつかろうとしているのだ。

　あんなに手際よく先輩や俺を殺せたような達人に対して。

　しかも、何らかの『異能』を持っているのは確実だと言うのに。

　俺は単に『死なないだけ』ではあるが、それを活いかして色々出来ることがあるはずだ。

　最悪先輩の盾になるという手もあるしな。

　そう考えながら、辺りの様子も集中して探ってみることにした。

　長い海岸線沿いに続く国道。夏休みだから車通りも多く、先の方で渋滞しているのが見えた。フェンスの向こうに広がる海岸も大盛況だ。砂浜からは人々の喧けん騒そうがガヤガヤと響いており、大量の海の家が立ち並んでいる。

　高い建物は海の反対側には存在しないので狙そ撃げきの心配はそれほどないが、殺害した後にあの人々の中に紛れ込まれたら捜索は困難になりそうだ。

　……と、椎しい名な町まち先輩がじーっと俺のことを見上げているのが見えた。

「どうかしましたか」

「いえ。途端にシリアスな目になったな、と思いまして」

「あ……」

　しまった。殺し屋の動きなんか考えていたせいで、顔にも出ていたようだ。せっかく先輩と歩いているというのに、全く空気を読まないことをしてしまった。

「すみません、怖い顔していましたか」

「いえ。格好良かったですよ」

　なんだって。

　それはそれでＯＫな気がしてしまうから先輩は罪作りだ。そうか、格好良かったのか。なら、そんなに気にする必要ないのかな。だけど、よくよく考えてみたら、つまり普段はそんなに格好良くないということか？　そりゃあ、自分の顔はいわゆる甘いマスク、とは程遠いとは思うが。

「ふふっ、本当になんでも真剣に考えるんですね、次じ郎ろう君って」

「あまり、気を抜いて考えるということに慣れていないのもあります」

　ずっと感情的なこととは縁のない生活をしてきたせいで、今でも自分の行動が一般的に正しいことなのかどうなのか解わからないことがある。

　妹に徹底的に叩たたき込まれたから大丈夫だと思いたいのだが、椎しい名な町まち先輩のように予想外のことをされるとどうしても戸惑ってしまうのだ。

　この今の『俺』は最近作られた、という自覚もある。だからこそ人付き合いは全すべて手探りになってしまうし、出来れば誰だれに対しても誠心誠意接したい。今の、この『俺』という人間である自分を大事にしたいからこそ、そう思う。

「でも、今はそういう怖い話をしたかったんではないんです」

「と、言いますと」

「普通のデートをいたしましょう、次郎君」

　それは──昨晩言われた言葉でもあって。

　聞くだけでドキドキしてしまう自分に対して戸惑いも覚えるのだった。





■　　■　　■　　■　　■






　と、いうわけで話は昨晩に戻る。

　識しきに一服盛られた俺は、いわゆる昏こん睡すい状態となってしまったらしい。

　だから、その意識が戻ったのは真夜中になってのことだった。

「…………？」

　なんとなく、甘い香りがしたと思った時、唇にふわりとした柔らかい感触が当たる。

「……んっ……？」

　まだ霞かすむ頭で目を開いてみたら、そこには椎しい名な町まち先輩のお顔が間近にあった。




「っ!?」




「あ、起きましたね、次じ郎ろう君」

　ベッドの脇わきに座っている先輩はやんわりと笑って、どこか照れたような顔で唇に手を当てていた。

　その仕草。あの香り。そしてさっきの感触。

　もしかして、もしかしたりするのだろうか？

「あ、あの、先輩？　今、俺の唇……」

「ふふっ、どうでしょう。隙すきだらけだったものですから」

　お茶目にクスッと笑われてしまうだけでドキドキしてしまう。

　もし俺の予想通り、先輩がキスをしてくれたのだとしたら。俺はもうこんなゆっくり寝てなどいられないだろう。だが先輩のお茶目で、例えば唇のフリをして実は指でしたー、とか何かだった場合には……。

　……それはそれでいいかもしれないな。

　つまり、何をされたにせよ俺は嬉うれしい。そういうことか。

「驚きました。出来ればもう一度」

「そ、それはいけません。起きている次郎君になんて、無理です」

　先輩はとても頬ほおを赤らめていた。

　これは本当に、もしかしたらもしかするのかもしれない。

　よし、俺の脳内では『実はキスだった』と思い込むことで幸せを味わうとしよう。

　さておき。

「えーと……？」

　目を覚ました場所は──意識を失った時のまま、パソコンルームの管理室のようだった。

　識しきの姿を視線だけで探してみるものの、どうやらここにはいないようだ。

「あ、識さんなら今は私の部屋にいます。多分、シャワーを浴びているかと」

「そうなんですか？」

「識さん、気になりますか？」

　そりゃあ、いきなり薬を盛られて眠らされたら気にならないはずはない。しかも、寝る直前にはおっかない金色の目を見たくらいだ。あの威圧感、あの恐怖。あれは普通の少女に出せるものではない。

　だが、今先輩が言っている「気になる」はなんかこう、違うことを尋ねられているような気がする。

「怪しい、という意味では気にしていますが、女性としては……」

　いや待てよ。ここで全く気にしていません、とか言ったら友達である椎しい名な町まち先輩はちょっと怒ったり悲しそうにしたりしないだろうか？

『私のお友達のことを酷ひどく言うなんて、次じ郎ろう君は冷たいんですね。ぷんすか』

　みたいな。

　かつて妹の友達に対して感想を求められた際、『普通に可愛かわいいとは思うけど何も気にならないな。将来は美人になると思う』と返答したら何な故ぜかムスっとされてしまった。あの時のような思いをするわけにもいかない。

　女心というものは複雑なものだ、と妹からは何度も何度も教わっている。

「個性的で可愛い所もあるな、とは思いますが、そのレベルかと」

「そうなんですね？」

「個人的には椎名町先輩が今一番気になっています」

「っ……そ、そうなん、ですね……」

　なんでここにいるのか、とか。俺は一体どんな事件にどうして巻き込まれているのか、とか。そういう意味でも一番気になっているのだけど。

　どんどん赤くなっていく先輩の顔を見ていたら、そういう意味でも気にしています！　と言いたくなってしまう。だが、ここはまだそういうノリで語るのを我慢するところだ。

「それにしても、一体何があったんでしょうか」

　それはもう何もかも解わからない俺だった。

　椎名町先輩は暗い部屋でも、とても愛らしいのは確かだが。それ以外の状況は綺き麗れいさっぱり解らないのだ。

「おそらく、識しきさんの実験だったのではないかと」

「実験？」

「はい。死亡実験です」

　殺し屋として育てられた俺が言うのも何だが、大変物騒な実験名だった。

「と、言いますと」

「次郎君に薬品を飲ませて、どれくらいで生き返るのか、というような」

　本格的に物騒だった。

「それって殺人ですよね」

「はい。ただ、あくまで仮死状態にするものだ、と仰おつしやってましたよ」

「……なら、いいの、かなあ」

　思わず唸うなってしまう。

　なまじっか『殺し屋』の意識などがあるせいで『死んでなければ失敗』と考えてしまうのだが、それは一いつ旦たん忘れて一般人男子生徒のイメージで考え直してみる。

　……昏こん倒とうしたので傷害罪、とかどうだろうか。いや、体には何の異常も見つからないだろうから、説得力がないのか。

　不死身の体というのはそういう時に不便なのかもしれない。このままでは識しきに、いつもの調子で「興味があったもので」と言われたらそのまま流してしまいそうだ。

「いや、やっぱり良くない。ちゃんと文句を言わないといけません」

　そうだ。実際に会ったら許したくなったとしても、そういうのはケジメというものだ。

「はい、それがいいと思いますけど。本日はもう帰った方がいいのでは？」

　それもそうだ。今は多分夜中だろう。あんまり帰って来ないと妹が心配する。

「えーと、今何時ですか？」

「丁度、二十四時を回ったところです」

　その時間ならまだ『ちょっと夜遊びしてきた』が通る時間だろうか。

　これで妹がその時間に帰ってきたら許さないのだが、いざ自分となると男の子ならいいんじゃないか、みたいな気分になる。

　しかし、何の連絡もしていないというのはマズい。そもそも『兄さんの身に何かあったのかと思った』みたいなことを言われた時に『実は死んでたんだ』とか言ったら心配をされるどころか頭を打ったかどうかを疑われかねない。

　ここは素直に、学校で寝てたと伝えよう。

「では、えーと……帰ろうと思いますけど」

「はい。それがいいかと」

　椎しい名な町まち先輩もニコやかに同意してくれる。

「先輩、今日は……大丈夫なんですか？」

　俺の質問の意図を、一瞬把握出来なかったのだろう。

　椎名町先輩はパチクリと目を瞬かせてから。

「ふふっ、はい。本当は学園内にいればいつでも安全なんですよ」

　安全という言葉を聞いて例の安全日という言葉も思い出す。

　その日に殺されたんだよな、先輩……などと考え込んでいると。

「あ、今日は本当に大丈夫ですから」

「……こないだは本当は大丈夫な日ではなかったんですか？」

　思わず確認すると、椎名町先輩はどこか赤い顔で頷うなずく。

　……本当は大丈夫じゃない日に、安全日だから平気と言われた。

　よくよく考えてみると、それは大変アダルトな会話ではなかろうか。

「いいえ、ちゃんと安全日でした」

　その言葉をその穏やかな口調で聞かされるとやっぱりいつだってドキドキする。

　ふー、落ち着け、落ち着くんだ俺。

「あの日は次じ郎ろう君がいらっしゃるから、うっかりドアを開けてしまったんです。本来、あの部屋はドアを開けないと誰だれも入れない部屋なので」

「誰も入れないというと……」

「『異能』を使っても、ですね。例えばワープして入ろうと思っても入れない、そういう特殊な技術──結界、と言うんですけど。それが張ってあるんです」

　なるほど、つまりあの時は俺だと思って招き入れたら別人で、だから殺されてしまった。そういうことなんだな。

　間接的に俺が先輩を危険に晒さらしてしまったことが、悔やまれる。

「ふふっ……こうして、次郎君が心配して下さるの嬉うれしいですね。あまりここにいると、名残惜しくなってしまいますので。学校を出る所まで送らせて下さい」

「ああ──そうですね、そこなら時計塔の近くですしね」

　雑木林に出る、学校の裏口。小さな鉄てつ柵さくの扉の辺りまでなら確かに問題ないか。

　時計塔の先輩の部屋には、識しきもいるらしいし……と考えて。

　そういえばそれはそれで今、怪しいんだった。

「そういえば、識が犯人かもしれないんです」

　久く宝ほうから聞いた言葉を伝えてみる。

「そうなのですか？」

「ええ。藤ふじ里さとや久宝とそういう話をしてて。久宝が結構ノリノリで……怪しい人物が三人。一人は先輩、一人は俺、一人は識だ、と」

「なるほど、そう言われれば私たちは私たち自身を全く疑っていませんでしたね」

　椎しい名な町まち先輩は少し考え込むような顔で視線を上げて。

　そして頷うなずく。

「識さんは私のナイツなので、大丈夫とは思いますが……」

　確かにナイツだから、眷けん属ぞくだから大丈夫。俺もそう思いたい。

　だがあの金色の瞳ひとみに秘められた何かは、もっと恐ろしいものを秘めていた。

「私を殺すつもりなら、わざわざ安全日を狙ねらわなくてもいつでも試せたのではないかと」

「そう言われれば、そうですね……」

　確かにその通りだ。

　例えば識が信頼されるまで手を下さない、という判断をした場合。それこそわざわざ先輩にとっての『安全日』に殺す必要はない。俺にしたように本当に死なないかの実験という可能性もあるが、それだったらほとんど愉快犯みたいなものになってしまう。

　生き返った段階で『実は自分が犯人でした』くらい言いそうなタイプだ。

「あ、そういえば」

「はい？」

「先輩が死んでしまうと俺も死んでしまう、みたいな話がありませんでしたっけ」

　確か、初めて死んで目覚めた時……。




『そうですね、次に私が死んでしまったら次じ郎ろう君も死んでしまいますからね』




　そんな言葉を膝ひざ枕まくらの際に語っていたはずだ。

「あ、それはですね。次郎君の不死身の体は、私の命とリンクしているからなんです」

「先輩と……繋つながっているということですか？」

「はい。なので厳密に言うと、次郎君は不死身ではありません。私が死んでしまうと、一緒に死んでしまうんです」

　そういうことだったのか。しかしそれはそれで責任重大だ。

　つまり先輩の命を守るのは俺にとって当たり前のこととなった。

　正に騎士だな、なんてちょっと誇らしくなる。

「識しきはそうじゃないんですね？」

「はい。他ほかのナイツはそういうのはないはずです」

　だったらあいつが先輩を殺すという可能性も全くのゼロではないんだな。

　俺と同じだったら自殺になってしまうので、有り得ない話だったんだが。

「えっと、次郎君……」

　と、先輩がどこかもじもじとし始めた。

　顔が赤くなっており、上目遣いで見られてしまう。

「なので、えっと……もし危ない日は……次郎君に、ずっと一緒にいて貰もらうことになってしまうのですけれど……いいでしょうか？」

　危ない日にずっと一緒。

　その言葉だけ聞くと本気でドキドキするな、おい。

「勿もち論ろんです。別に俺は、先輩の命とリンクしてなくても、先輩のことを守りたいので」

　ぐっ、と拳こぶしを見せてそれを誓う。

「ほっ……ありがとうございます」

　先輩は、その拳に手を重ねて静かに微笑ほほえんでくれた。

　ひんやりした手が大変気持ちいい。

「それにしても、ずっと一緒というのは……こう、照れますね」

「実は私も照れています」

　はにかむ先輩に、俺も照れて笑いかける。

「あ、そうだ次郎君」

　そして、先輩が何か思い浮かんだかのように目を丸くして。

「明日は夏期講習お休みですよね。普通のデートをいたしましょう、次じ郎ろう君」

　そんな提案を唐突にしてくれたのだった。





■　　■　　■　　■　　■






　そして、今に至る。

「ふふっ」

　椎しい名な町まち先輩は一緒に歩いているだけで上機嫌そうであり、デートの時にどんな会話をすればいいのか悩んでいた俺は大変助かっていた。

　その横顔を見ているだけでちょっと満足してしまう。

　願わくば、この人にはロードであるとか。命を狙ねらわれているとか。そういうことのない場所でのんびり過ごして欲しいと思う。




　だが、その瞬間──。




　俺は尋常じゃない気配を察知して先輩を咄とつ嗟さに抱き寄せていた。

「ひゃわっ!?　じ、じじじ、次郎君っ!?」

「しっ、先輩」

　今の気配、あれには覚えがある。

　母親が『今から本気で殺そうとするから気配だけで避けなさい』という訓練をした際に向けた視線と同じようなものだ。

　だけど、どこから……？　辺りを探ろうとした俺は。

「失礼します！」

　先輩の体ごと、そのまま歩道に倒れた。そのまま「しっ」と人差し指を口に当てる。

「っ……ングッ」

　先輩は零こぼれそうだった声を飲み込み、頑張って口を押さえて悲鳴を押し殺してくれた。

　ヒュッ。

　その時、俺たちのいた場所に風切り音が走る。

　カツッ。直後、俺たちが倒れた場所の目の前に、投げナイフが刺さっていた。

「っ！」

　先輩が息を呑のむのが解わかる。

　解り易やすい襲撃に、俺は直すぐ様さま体を起こして膝立ちで先輩を庇かばうように座った。

　どこから襲撃されたのか。周りには普通に人が歩いていて、俺たちの突然の行動に驚いたような顔をしている。車も道路を普通に行き来している。──俺と椎しい名な町まち先輩が狙ねらわれている、ということを普通の人が気付くことはほぼないだろう。地面に刺さっているナイフを見たからといって、まさかどこかから殺害目的で投げられたものだなんて想像も出来ないに違いない。

　そして『今の俺』もまた同様だった。

　このままではあまりにも多くの情報が流れてくるので、警戒すべき対象を絞ることが出来ない。『椎名町先輩を守る』だけでなく、周囲の一般人にも危害を加えないこと、彼らに殺し合いが始まっていることを悟らせないこと。それらを踏まえた上での適切な判断というものが、感情豊かで一般的男子高校生の精神を得ている俺には判別しづらい。

　……このままだと俺も先輩も相手の思うようにされてしまう可能性がある。

　で、あれば──右肩に封じられているものを使ってでも対処すべきなのだろうか？

　そっと左手で右肩に触れると、その部分は熱を持っていた。




『その傷に封じたものを使う際は全すべてを捨てる覚悟をしなさい。この場合の全てとは、本当に『何もかも』です。使えば一族の力が確実な状況打破を約束しますが、結果として全てを失うことが果たして正しいことなのか。その判断が出来る人に早くなりなさい』




　母親の言葉を思い出して──意識を改める。まだ、全てを捨て去るような時ではない。むしろ捨てるのではなく守ることにのみ意識を集中すべき時だ。

　歩道に刺さったナイフを拾い、そして構える。そのまま眼鏡を外して目を閉じて──精神を集中させた。打開すべき状況は一点だけ。

『椎名町先輩を守る』こと。

　他ほかの一般人に被害が出るかどうかも、そこにかかっている。だから……。

　暗黒の空間の中……意識の端に、何かチリッと痛むものを感じ取る。

「ハッ！」

　目を開けると同時にナイフをその痛みを感じた方向に投げつけた。

　道路の反対側、三十メートルほど離れた場所にある暗い民家。道路と空き地を挟んでおり、視覚情報ではその民家に誰だれかがいるのは判別出来ない。きっと民家の壁か、それともその中に隠れているのは確かだろう。あの位置から普通に投げて届くとは思えないので、射出装置を使ったか、もしくは何らかの技術があるのか。

　キンッ。

　俺と民家の間にある、空き地で硬質な音が響いた。

　俺の投げたナイフが、十メートル付近で襲撃者のナイフを撃ち落とした音だ。

　母かあさんのそれは撃ち落とせずに何度も体に刺さったものだが、この相手のナイフはあの時ほど速いものではなかったらしく、なんとか──出来た。

「え、今の……」

　椎しい名な町まち先輩が呆ほうけたような声を上げる。

　もう一度襲撃があるかと思ったが──。

　スッ、と。

　何事もなかったかのように向けられていた殺意が消える。

　途端に周囲の喧けん騒そうが俺の耳に入ってきた。

　今すぐあの民家に行って確認したかったが、ここに先輩を置いていくわけにもいかない。それが向こうの狙ねらいである可能性もあるからだ。

　暫しばらく様子を窺うかがってから……その後、大丈夫そうであることを把握して。

　俺は再び伊だ達て眼鏡をかけた。

「ふぅー、先輩大丈夫ですか？」

　先輩はまだ口を手で押さえたまま、目をまん丸にして俺を見上げていた。

「あ、いえ。もう喋しやべって平気ですよ」

　俺がそう告げて手を差し出すと。

　ぎゅっ！　と凄すごい勢いでその手を掴つかんで先輩は体を起こす。

「す、凄いですねっ、次じ郎ろう君！」

「はい？」

「識しきさんから聞いていましたけど、ほんとに凄い達人さんだったんですね！　ナイフ投げるシーンとか、私、ちょっとドキッとしてしまいましたっ！」

　うわあ、凄い喜んでるっ！

　しかも、辺りを見回すと……不思議そうに俺たちを見ながら通り過ぎていく通行人とか、車の中の人とかがいっぱいいた。

　それはそうだろう。歩道で突然抱き合って倒れて、しかも何か拾って格好付けて投げつけたりしたのだ。変なパフォーマンスに見られたかもしれない。

「ふやぁ～、次郎君はやっぱり素敵な人だったんですね……えへへっ」

　先輩がまるでアイドルに出会ったファンみたいにふにゃふにゃになっている。

　いつもちょっと浮世離れした雰囲気を持っていたので、この姿は正直意外だ。

　だが、これも可愛かわいい。なので正義である。

「私、狙われたのは確かで、ちょっぴり怖いですけど。それ以上に次郎君のことに驚いてしまいましてっ。ありがとうございますねっ！」

「あ、い、いえ。無事で何よりです」

「はいっ、無事です！」

　元気いっぱいに無事アピールをされてしまった。

　通行人や行き過ぎる車の中の人は、なんとも生暖かい視線になっている。

　うん、そうだよな。はたから見たら歩道に座り込んでいるバカップルだよな。

　このバカップルという言葉も古いかもしれない。今度、妹に今時のイチャイチャしているカップルはなんて呼ぶのかを訊きいておこう。

「二人がイケナイデートと聞いて参上しました」

『っ!?』

　突然話しかけられて二人で同時にビックリして振り向いてみると、そこには識しきが小首を傾かしげて立っていた。

　この炎天下の中、相変わらず制服の上に長なが袖そでの白衣を着て、ポケットに手を突っ込んでいる。かなり暑いだろうに、その顔には汗ひとつ浮いていなかった。

「あ、ああ……」

　思わずそんな返事をしてしまいながら先輩と二人で立ち上がる。

　識は俺たちを髪の下で見つめながら。

「あちらの空き地に二本の投げナイフが落ちていたので回収しておきました」

　そう言って、ポケットから手を出した。そこにはさっき拾って投げたナイフともう一本の同じタイプのナイフがある。どちらも刃に亀き裂れつが走っており、ちょっとの衝撃で割れてしまいそうだ。

「お前が投げたのか？」

「いえ。自分には残念ながら該当するレベルの身体能力も技術も存在しませんので」

　すぐにそのナイフを再びポケットに仕舞い、ずいっと顔を寄せてくる。

　その青い目が、なんだか無性にキラキラしているように見えた。

「流石さすがは自分の見込んだ門もん次じ郎ろうでした。暗殺者の投げたナイフを回避したばかりか、異能もないのにそのナイフを迎撃までしてみせるなんて。正に超人技です」

「見てたのか」

「大丈夫です。デートのスタートから拝見していました」

　それの何が大丈夫なのかは解わからないが、とても照れる内容なのは確かだった。

「暗殺者はもうあの空き家にはいないようです。どういう異能を使ったのか。それとも貴方あなたのように卓越した技術なのか。自分では観測不可能でした。すみません」

「いや、それはいいんだが……」

　最初から様子を見ていて、そんな情報収集までしようとしてくれていたのか。

　識は食えない少女だが、頼りになるのも確かなんだな。

　そう絆ほだされそうになっていた時、不意に昨日、毒殺されたことを思い出す。

「そういえば、昨日はなんてものを飲ませてくれたんだ」

「アボカドスパークは、あの後自分も試飲しましたが、凄せい絶ぜつな味覚への刺激でしたね」

「あれは、確かにな……」

　思い出すだけで喉のどの奥に嫌な感触が蘇よみがえる。

　あの得も言われぬ匂においが鼻から抜けたような気がして、なんとなくげっそりした。

「って、いや。そっちではなく」

「毒物のことですか。それに関しては大変申し訳ありませんでした」

　ぺこ、と丁寧に深々とお辞儀されてしまった。

　意外だ。こんなに素直に謝罪されるなんて。

「お、おう」

　思わずそれ以上恨み事が言えないでいると。

「今後、香かぐ夜やを共に守る者として、門もん次じ郎ろうがどのくらいまで死亡状態に移行しないかを検証しなければいけないと判断した結果でした。刺殺、毒殺はクリアしましたので、後は絞殺、撲殺、轢れき殺さつ、圧殺、焼殺、呪じゆ殺さつ、斬ざん殺さつ、枯殺、滅殺……」

「待て待て待て待て待てっ」

　俺は物騒極まりない言葉を並べ立てる識しきを慌てて止める。

「どうかしましたか」

「どうかし過ぎだったろう。まるでそれを全部俺で試すみたいに聞こえたぞ」

「聴覚の正常を確認。良かったですね」

「良くない！　まさかそれを全部俺で試すつもりじゃないだろうな」

「把握力も確認しました。おめでとうございます」

「めでたくない、めでたくないぞ、識っ」

　駄目だ。こいつ、なんとなく本気で言っている節がある。

「しかも滅殺ってなんだ」

「跡形もなく滅びればどうなるか、と。爆殺を想定しています」

「いやいや、流石さすがに死ぬんじゃないかそれは」

「であれば、検証終了となりますね」

「とにかくダメだからな」

「どこまでならＯＫでしょうか」

「どこまででも、人を殺すってことはとても良くないんだ」

「貴方あなたが言うと説得力がありませんね」

　殺し屋な上に不死身だと確かになんの説得力もないかもしれないがっ。

「うぐっ……ま、まあ、まだ誰だれも殺したことはないからＯＫなはずだ」

「なるほど、そうでしたか」

　識は考え込むように唇に指を当てて俯うつむくと。

「では、重殺は」

「それは野球で言うところのダブルプレーのことだからな」

「既に香かぐ夜やとされていましたね」

　椎しい名な町まち先輩と俺を殺してダブルプレー。なるほどな。

「上う手まいことを言っているつもりなのかもしれないが、そんなことはないぞ」

「残念。駄洒落だじやれとは難解なものです」

　そしてやはり悩み込まれる。

　そんな俺たちのやり取りを、漫才だと思ったのか椎名町先輩はクスクスと笑っていた。

「識しきさんと次じ郎ろう君、とても仲良しですね」

「いや、出来れば助け舟を頂きたいのですが」

「ふふっ」

　目元を細められてニコやかにされてしまうと、もう後は何も言えなくなる。

　うむ、やはり罪作りなお人だ。

「──ああ、ですが」

「うん？」

「既に香夜には悩殺されていましたね、お風ふ呂ろで」

「それは死因になるのか？」

「上手いことを言ったつもりでした」

「も、もうっ、識さんっ」

　先輩が赤くなって、ようやくストップをかけてくれた。

　自分に及ぶセクハラ的発言になればこうして止めてくれるのか。

「まあ、そういう意味では先輩には生殺しにあったよ」

「なるほど、上手いことを」

「もうっ、次郎君まで！」

　ぷいっ、とそっぽを向く先輩の仕草が大変微笑ほほえましい。

　出来ればこのまま、無事に俺の癒いやし系でいて欲しいものだ。

　しかし、三人で話していると大変楽に会話が出来る。

　殺された日もそうだったが、識のマイペースっぷりのおかげかもしれないな。

　とはいえ、殺されるのは勘弁して欲しいが。

「次郎君がどのような条件で生き返るのかは……後ほどお話しますから。それでよろしいでしょうか、識さん？」

「はい。それならば検証や実験をせずに済みます」

「俺も是非聞きたいです」

　自分が死ぬ条件があるというのにも驚きだが、つまり俺はそれくらい不死身なんだな。殺すことの方が難しい身になったというのはなんとも不思議な気分だ。

　と、その条件に最も興味津々である識しきが俺のことを見つめていることに気付いた。

　最近はあの前髪の下の視線を感じ取れるまでになったんだなあ、と実感していると。

「門もん次じ郎ろう。『何』を使用しようとしていたのですか」

　いつも通りの淡々とした口調は、どこか冷ややかなものを感じる。

「……右肩の傷に、使っちゃいけないものがあるんだよ」

「使用制限ですか」

「ああ」

　それだけで納得してくれたわけではないようだが、識はそれ以上は尋ねないでくれた。

　横にいる、椎しい名な町まち先輩がまたハラハラした表情を浮かべているからかもしれない。

　出来れば俺も先輩に『全すべてを失うかもしれない』なんてものは教えたくないしな。

「了解しました。それでは参りましょう」

　と、識がスタスタと歩き始める。

「ん？　どこに行くんだ？」

「デートコースと言えばあれです」

　識が指差す先には小さな島がある。橋で繋つながった観光地の島で、歩いて渡ることが出来た。色々なお店や展望台、洞どう窟くつなどがあってデートで楽しめる定番スポットでもある。

「いいですね、行きましょうっ」

　椎名町先輩もすっかり乗り気になり、俺も頷うなずいた。

　しかし──さっきのナイフ、まるで様子見のような襲撃だったな。

　殺気があったということは勿もち論ろん殺すつもりもあったのだろうが、そうだとしたらこんな白昼堂々としてくるというのが不思議だった。それに、正直な話投げナイフではよほど上う手まく刺さらないと一撃で人を殺すことなんて出来ない。正確に喉のどか脳天、もしくは心臓を貫かないといけないのだが、喉以外の場所は正確性に欠けるからだ。

　心臓は前にも識たちに説明した通り、筋肉の塊だからかなりの勢いが必要。脳天は頭ず蓋がい骨こつが緩やかなカーブを描いているせいで、銃弾ですら滑ってしまい致命傷にはならないことがある。だから喉に、となるのだが……的が小さいので技術を要する。つまり、投げナイフでの暗殺は熟達した者でもかなり難しいのだ。

　俺の技量を測られた、とみるのが一番確実か。

　振り向いて、さっきの民家をもう一度見る。

「次じ郎ろうくーん、早く行きましょうーっ」

　狙ねらわれた恐怖はすっかり落ち着いたのか、椎名町先輩がちょっと先から手招きしていた。

「はーい、今行きますっ！」

　慌てて駆け足でそちらに向かいながら──確実に俺たちを狙っている誰だれかがいる。

　その事実に、警戒心を強めていた。





■　　■　　■　　■　　■






　長い橋を渡って島に辿たどり着いたところで。

「おや、あれは」

　識しきが指差す方向を見ると、駐車場の向かいにある土産物屋の前に、藤ふじ里さとと久く宝ほうがいた。

　昨日一緒に食事をとった仲ではあるが、実は珍しい組み合わせでもある。藤里は俺のクラスメイトではあるが図書委員会ではないし部活もやっていない。久宝は図書委員会で剣道部ではあるが学年が違う。つまり俺との接点で昨日みたいに食事することはあっても、二人が仲良く出歩くというのは意外だった。

　こっちが気付いたことに気付いたのか、向こうも一瞬不思議そうな顔をしてから。

「あれっ！　モンジローくんが二人も女の子連れてデートしてるっ！」

　と指差して驚いたのが藤里で。

「おやおや、先輩も隅に置けないね」

　と腕を組んで微笑ほほえんだのが久宝だった。

「こんにちは。珍しい取り合わせだな」

　藤里はいかにも雑誌に載ってそうな、この夏流は行やりのお洒落しやれっぽい服装であるのに対して、久宝は性格を表すかのようにスマートな服を着ている。全く対照的な二人だったが、だからこそ二人でいることが似合っているように見えた。私服姿というだけでちょっと感動した目で見てしまう。

「うん、さっきそこで会ったの。偶然だねー、って言ってたらモンジローくんたちも来て、更にビックリ、みたいな？」

「人との縁というものは繋つながっているのかもしれないね。会えて嬉うれしいよ」

　縁として考えると確かに嬉しいのだが、さっきの襲撃がある以上本当に偶然だろうか、なんて考えてしまう。だが、さっきの襲撃時間、既にここにいたのだとしたら二人とも白ということになるはずだ。

「こんにちは、椎しい名な町まち先輩っ！」

「昨日ぶりだね、先輩」

「はい、こんにちは。私もお二人に会えて嬉しいですよ」

　先輩の返事を聞いてから、二人の視線が識に向く。紹介した方がいいのかな、なんて思っていたら識は自ら一歩前に踏み出した。

「初めまして、自分は八や殿との識と申します。香かぐ夜やの下僕にして門もん次じ郎ろうの奴隷です」

　半ば予想はついていたが、やはり識の自己紹介はぶっ飛んだものだった。

「えええっ!?　も、モンジローくんっ!?」

「ふむ……下僕に奴隷とは中々マニアックな立ち位置だね」

　目を白黒させている藤ふじ里さとに反して、しみじみと呟つぶやく久く宝ほうも予測済みだった。

　人間、予測がついていれば落ち着いていられるものなのだ。識しきが変な紹介をし、藤里がビックリ、久宝がしっとりとなるだろう。そう思っていたから問題なかった。

　突然殺されたり、突然不死身になったり、突然背中を流して貰もらった俺は、大体のことに落ち着いて対処出来る経験を得たのかもしれない。

「そういうわけでよろしくな」

「否定しないの!?」

　藤里のいいツッコミはありがたく思う。出来ればこのまま識とも仲良くして、ツッコミ役というものを定着させて欲しい。

「否定されないのも困惑でしたので否定しておきますが、冗談です」

「ほっ……真面目まじめ系眼鏡男子のモンジローくんがきちく眼鏡になっちゃったかと思って冷や冷やしちゃった……」

　ちょっと緩やかな衣服の胸元を押さえてホッとする藤里。きちく眼鏡てなんだ、と思ったがここは様子を見るのに徹しよう。

　──何な故ぜなら、椎しい名な町まち先輩が二人を見て何か考え込んでいるからだ。

　今のところ、容疑者の二人。俺としてはこの二人が椎名町先輩や俺を殺害した上で、こんなにも穏やかに話しかけてくれている……なんて思いたくないわけだが。

　だからこそ、その容疑が晴れれば安心出来るというのもある。探偵ものなんかで、主人公がヒロインや友人を信じたい気持ち、みたいなものを垣かい間ま見た気分だ。

　──その手の本だと大抵、犯人だったりするので気は抜けないが。

「三人はデートしてたの？」

「デートだと嬉しいんだけどな」

　俺がちょっと困った風に笑うと、先輩はクスクスと笑っている。

「はい、私が二人にデートのお誘いをしました。私にとって仲良しの二人が、お互いに仲良くなって下さればより嬉うれしいと思ったんです」

「なーるほどっ」

　そして藤里はちょっとニマニマと笑って俺を見た。露骨に『良かったねー、にしし』という雰囲気が読み取れる。まあ、うん。良かったのは確かだがな。

「藤里と久宝はそれぞれどうしたんだ？」

　早速、アリバイの確認をさせて貰おう。襲撃されたのがまだ十分前ほどだから、それより前にここにいたなら問題なくなるはずだ。

「わたしは、ここの猫ちゃんたちに餌えさあげるのが趣味なの。夏期講習とバイトがない日は、自転車でよく来てるんだよ」

　指で駐輪場を示すと、その周囲にも既に猫が何匹か散見した。

　そういえば、この島には猫がやたら多いな。魚とか売っているからかもしれないが、車道も駐車場に向かう道くらいしかないから、轢ひかれたりする確率も低いのだろう。確かに猫には住み易やすい場所なのかもしれない。

「私はこの近くに住んでいるからね。練習前に散歩していただけさ」

　久く宝ほうは橋の向こうを指差して告げる。そこにはちょっとした高さのマンションが見えた。あれが久宝の自宅ということだろう。

「どれくらい前にここに着いたんだ？」

「ほんとに今さっきだよ？　那な岐ぎちゃんにこんな所で会うなんて珍しいねー、と話していたら三人がやって来たんだもの」

「だね。ちなみに藤ふじ里さと先輩は私が橋を渡っている時、横を通り過ぎていったよ」

「わっ、そうだったんだ？　ごめん、気付かなかったっ」

「気持ち良さそうに自転車に乗っていたから声をかけづらかったのさ」

　──橋の長さからして、歩いて渡れば五分ほど。さっきの襲撃ポイントから橋までは五分ほど。どちらにせよ急げば二人とも間に合ってしまうわけか。

　だけど、わざわざあんな位置から俺たちを狙ねらった後、ここに来たりするだろうか？

　別に二人ともおかしいことを言っている様子はない。本当に偶然ここにいるっぽいのだが、椎しい名な町まち先輩は再び何事かを考えているような素振りを見せていた。

　そして、ぽんっと手を叩たたいて口を開く。

「そうだ、藤里さんに久宝さん。二人とも本日の夜は暇ですか？　良ければ一緒に私の部屋でお話しましょう？」

　それは──そう。

　椎名町先輩名物『夜のお呼ばれ』だった。

「わっ、嬉しいですっ！　わたしも一回、噂うわさの時計塔に入ってみたかったのでっ。わたしは今日なんにもないのでバッチリ平気です！」

　藤里はとても嬉うれしそうに何度も頷うなずいて。

「私も今日は、自主練習の後は空いているよ。学校にある道場からそのまま先輩の部屋に向かえばいいかな？」

　久宝は二度目ということもあって、さらっと受け入れていた。

「識しきさんも交えて、みんなで楽しく過ごしましょうっ」

「はいっ！」

「うん、了解したよ」

　二人も嬉しそうな様子に、俺は小さく安心した吐息をこぼしていた。

　ここであっさりとそれを受け入れる、というのはいかにも犯人らしくないからだ。

　そもそも俺が出会っていた、という理由だけで二人を容疑者にするのは無理があると思う。そういう意味では識しきも充分に容疑者レベルが高いのだから。

　そして識を見てみると、彼女はじーっと二人を見つめていた。

　髪の下でその目がどんな視線を向けているのかまでは解わからないが、白衣のポケットに突っ込んだ手が、何やらもぞもぞと動いている。

「それでいいですよね、識さん？」

「はい。自分は今晩のパジャマパーティの際、あざといパジャマを披露しましょう」

「あ、あざといのなの？」

「スケスケの」

「そ、それは、ダメ、なんじゃないかな？」

　藤ふじ里さとが頬ほおを染めて俺をチラッと見る。

　ここで『識のスケスケを見ても少ししか嬉うれしくない』と本音を語ると、それはそれで空気を読んでいない、と女子には怒られるかもしれない。

　で、あれば。

「是非頼む」

「了解しました」

「了解しちゃダメだよ!?」

　藤里の元気なツッコミに大変和ませて貰もらった。

「パジャマは用意していただいた方がいいかもしれません。普通のでもいいので」

　識がそんな注意点を口にすると久く宝ほうが困ったように悩む。

「ふーむ。私はいつもジャージか、もしくはＴシャツに短パンで寝ているからお披露目出来るようなものはないかもしれないな」

　前回は確かにジャージだった。他ほかのみんなが華やかなパジャマだったのに対して、久宝と俺だけジャージだったので仲良くなれたというのもある。

「でしたら、私のパジャマをお貸ししますね。久宝さんにはふわふわの物とかも似合うと思いますしっ」

　先輩がそんな提案をしたので、久宝がふわふわのピンク色なパジャマを着ている姿などを妄想してみた。

　……ふむ、意外と似合うかもしれないな、確かに。

「絶対似合いますよねっ！」

「そ、そうかな。未体験ゾーンだからお手柔らかに頼むよ、先輩方……」

　女子たちが楽しげにパジャマトークをしているのを聞きながら、俺もなんかそれっぽいものを用意しないといけないんだろうか、などと考える。

　しかし男のパジャマなんて見ても楽しくないだろうしなあ、などと思っていると。

　すすっ、と識しきが俺の真横にやって来て──ほとんど聞き取れないような、小さな声で俺にだけ聞こえるように呟つぶやいた。

「あの二人のどちからが犯人であった場合、つまり今夜が山場ということです」

　……なんだって？

　つまり椎しい名な町まち先輩は、今晩……二人のどちらかがもしも犯人だった場合、それを暴く……そういうつもりで声をかけたということか？

　藤ふじ里さとも久く宝ほうも、そんなことはつゆ知らず楽しそうに先輩と会話している。

　そんな騙だますようなことを……と思ったが。

　もしもどちらかが犯人であれば、騙されているのは俺たちということになるのか。

　──だけど、それでも。

　どうしても納得出来ず、俺は右手の拳こぶしを握り締める。

「信じているならば本日見極めましょう。二人とも白であれば自分ももう疑いません」

　……そうだな。

　これは疑いを晴らす為ための行動なのだ、と。

　そう納得して、俺はまだ笑い合っている三人を少し苦い気持ちで眺めたのだった。









　　　　　　【第三話】B-Part　命ライフと心マインド










■カルヴァリオ：検索結果

　・カルヴァリオに一致する情報はみつかりませんでした。

　・検索結果は０件でした。

　・該当する解説が見つかりませんでした。

　・キーワードに該当する結果が見つかりませんでした。







　・ゴルゴダの丘、髑どく髏ろを意味するもの。







　その日の夕方。

　俺と先輩と識しきは、三人で先輩の部屋に集まっていた。

「ふう。これから出来ることをしませんとね」

　先輩はどこか緊張した面持ちで俺たちを見る。

「本日のこれは私の『物語』のひとつ。さっきの襲撃も合わせて、乗り越えなければいけない課題であることは確かなんだと思います」

「本日のそれはどのような物語なのでしょうか」

　識がいつもの調子で淡々と尋ねる。

「さっき先輩に聞いた話だと、確か『生死の狭間はざまに明かされる道筋、物語の真の始まり』って内容だったはず」

「生死の狭間……それは香かぐ夜やなのでしょうか、それとも別の？」

「それは……ちょっと解わかりません」

　そうか。そう物語にあるからって、先輩本人のことを語っているとも限らないんだな。誰だれかの生死の狭間に明かされる道筋がある、そうとも取れるわけか。

「いずれにせよ先刻の襲撃は物語の内容には該当しませんね」

「私もそう思います。さっきのは確かに危なかったのかもしれませんが、私や誰かにとっての生死の狭間というほどでもありませんでしたし。何より、道筋というものも明かされていませんので……」

　危なかったことは確かだが、明かされたものは特に何もない。むしろ暗殺者に関する謎なぞは深まった。解ったことと言えば、母かあさんほどの技量ではないというだけで、充分に恐ろしい力を持った人物なのは確かだろう。

　識も先輩の物語からの観点を考えながら顎あごに手を当てて考え込んでいる。

「『物語の真の始まり』。推論ですが、本日の出来事が明確に、香夜の物語の方向性を決定付ける、そういう物であると判断します」

　その言葉に、椎しい名な町まち先輩も神妙に頷うなずいた。

「はい……なので、今日はちょっとだけ冒険してみようと思いました」

　それが、今夜開催される『椎名町先輩のお泊り会』なのか。

　確かに、この夕方までは特に何もなかった。

　だから夜になった時に開催されるその会でこそ、何かが起きる可能性が高いのだ。

「ただ、一番怖いのは……疑ってしまったせいで藤ふじ里さとさんと久く宝ほうさんのお二人を巻き込むことになるかもしれない、ということなんです」

「確かに二人が犯人でなかった場合、今日発生する物語に巻き込まれることも確実です」

「そうか、そうなるんだな……」

　先輩が浮かない顔をしている理由が解った。

　藤ふじ里さととも久く宝ほうとも仲良くしていた先輩は、あの二人を疑うという行為そのものが心苦しいことだったりするのだろう。しかも、犯人でなかった場合は自分のせいで発生する事態に確実に巻き込むことになってしまう。

　願わくば何もなければいいと思うが、先輩がロードであり物語に縛られる存在である以上、今晩何かがあるのは必然なのだろう。

　そう考えると、俺の気持ちも暗くなりそうだ。

　──いや、ここで俺も沈んでどうする。

　先輩を守るということは、先輩の心も守るということだ。

　体を守るだけでは意味がない。命を守った上で、その後心穏やかに過ごして貰もらう。それが俺の役目ではないだろうか。つまり、先輩は藤里や久宝を疑うことにも心を痛めているし、或あるいは彼女らが犯人ではない場合、危険に晒さらしてしまうことも危き惧ぐしている。

　だから俺が出来ることは、きちんと二人の様子を確認して。犯人でなかった場合に、危険に晒されないよう注意することだ。

　その為ためなら、俺に出来る全てをしよう。

　眼鏡を一度外して目を閉じる。

　──不思議なほど心は落ち着いていた。

　この決意は、自分にとっても大事なものだったようだ。

　元々、他人に関かかわることなどなく、むしろ他人を躊躇ためらいもなく殺害出来るような精神状態として育てられた俺。だが今は、身内であったり友達であったり、憧あこがれの人であったりをなんとしてでも守りたい。そんな気持ちを抱いている。

　よし。ならば俺の方針は決まった。拳こぶしを握り締めてから、再び眼鏡を装着した。

「門もん次じ郎ろう、気合が増大した様子ですね」

　隣にいる識しきがそんな俺の決意を見抜いて、青い瞳ひとみで見つめてきた。

「ああ。先輩を危険から守る。その為に俺が選ばれたんだろう？」

「その通りです。ロードにとってナイツの選定は物語の達成を成し易やすくする為の、物語より許諾された数少ない自由のひとつ。なので門次郎は頑張って下さい」

　数少ない自由か。

　先輩はこんな場所に一人で住んでいる。外出だって、ちょっと勇気を振り絞らないと出来ない状況だ。いくら長生きで、死にづらい体をしていても。そんな物語なんてものに縛られた人生は楽しくないのではないだろうか。

　だったら、その自由枠として選ばれた俺がもっと先輩を楽しませたり安心させたりしたい。彼女の境遇をなんとかしたい。そう思う。

「やっと心が決まりましたよ先輩。俺たちを殺した犯人をきちんと見つけましょう」

「……はいっ、次じ郎ろう君っ」

　決意を告げると、先輩は嬉しそうにこくんと頷うなずいてくれた。

　結果としてまず、藤ふじ里さとや久く宝ほうを疑うことにはなってしまう。今まで仲良くしていた友人たちを裏切るみたいな行動を取ることにもなってしまう。

　だけど、疑わないことが信頼ではない。

　もしもどちらかが偽りの中で生きているのだとしたら……。

　同じく偽りの中で生きている俺が、なんとかしたい。

　これはある意味覚悟だった。きちんと友達と向き合うというのも、大変勇気がいることなのだと思い知る。人と接することがこんなにも重く大変であるとは、知らなかった。殺し屋として育てられていた頃ころは、他人とどう接するかなんて全く解わからなかった。だからこそ今は、より深く、よりちゃんとしよう。そう肝に銘じる。

「先輩、最高の形はあの二人が犯人でもそうでなくても、その後も先輩と仲良く過ごすこと、でいいですよね。むしろ、それが先輩にとっても二人にとっても嬉うれしいことだと、俺は──今、勝手に決めて行動することにしました」

　強引かもしれない。独善かもしれない。単なる俺のワガママかもしれない。

　だけど、だからこそ貫きたい意志となった。きっとそれが『今の俺』なのだから。

「ありがとうございます、次じ郎ろう君……」

　先輩の目がちょっと潤んで、声が震えていた。

　俺の決意くらいのことで、こうやって感動して目に涙を溜ためるような先輩なのだ。

　人間じゃなくてロードであるとか、不思議な力を持っているとかは関係ない。

『椎しい名な町まち香かぐ夜や』その人が、穏やかにのんびり過ごす。

　その為ためにこの桜さくら田だ門もん次じ郎ろうは全力を尽くすだけだ。

「やる気マックスな所で。作戦を考察しましょう」

　識しきの提案に、俺と先輩も深く頷いた。

「はい。それでは……ええと、どうしましょうか、識さん、次郎君」

「まずは把握から開始します。香夜の譲渡した『不死身』について教示願います」

「あ、はい。解りました」

　椎名町先輩はすぅ、と息を吸って、胸に手を当てる。

「……その力は、私の種族としての『不死性』を他人と共有する異能です。生命を司つかさどり、死を超える異能──別名を『神しん性せい異い能のう・タナトス』と呼ばれています」

「タナトス……」

「ギリシア神話におけるタナトスは『死』そのものが神格化した神の名です」

　それが俺の持つ『不死身』の名前なのか。

　異能に名前があると、それは自分の中の力として理解し易やすい気がした。

「その異能の特色は勿もち論ろん『死なない』ことですが……詳細に語ると『あらゆる死亡状態から生き返ることが出来る』というものです」

『死なない』と『生き返ることが出来る』は、意味が違う。

　前者は死亡状態にならないことだが、後者は死亡状態から復活が可能ということだ。

　つまり、この体は結果的に『死ぬ』ということなんだな。それに関しては『勝手に自動再生するのかも』と思っていたので認識を改めなければならない。

「納得しました。だから毒死した門もん次じ郎ろうを香かぐ夜やが迎えに行ったら、生還したのですね」

「その通りです。次じ郎ろう君が死亡から復活するには私の……『儀式』が必要ですから」

　そういうことだったんだな。

　最初に俺が死んだ後も、二度目に毒殺された後も、目を覚ましたら椎しい名な町まち先輩がいた。

　あれは先輩が儀式というのを行ってくれたから生き返ることが出来たということだ。

「その儀式を行うと、次郎君は『完全な生存状態』に戻ります。どんなに大おお怪け我がをしていても、どんなに出血をしていても。例えば重い病気にかかっていても、完全に健康な状態で生き返ることが出来るんです」

「『タナトス』とは、精神分析学の用語でフロイトが『死の本能』と名付けたものです。彼の学説では『死への欲と戦うことが生である』というものがあります。その意味から考察しても、死に抗あらがう異能の通称としては正しい名称と言えるでしょう」

　識しきの解釈を横で聞きながら、自分の胸に手を当てた。

　死の本能、か。

　殺し屋の技術を持つ俺がそんな力を与えられたというのも、皮肉的な話だ。

「つまり、香夜と二度と遭遇出来ない場所で殺害すれば死亡するのですね」

　識が何やら怪しい青い視線で俺を見ている。

「はい、私が儀式を行わないと、次郎君は蘇よみがえることが出来ませんので……ずっと死体のまま放置となっちゃいますと、そうですね……風化さえしていなければなんとか」

「腐乱死体や白骨死体までは大丈夫、と」

　識の確認はかなり嫌な想定だが、確かにどの範囲まで生き返れるのかは気になる。

「そう……ですね。多分、ですけど」

　出来るのか。やっぱり凄すごいなタナトス。流石さすが神様の名前を冠しているだけある。

「つまり、どんな状況でもいいから……死ぬ時は、その後先輩に見つかるように死んだ方がいい、そういうことなんですね」

「はい。なるべく近くで……って、なるべく死なないで下さる方がいいんですからね？」

　それはごもっともな話だった。俺だってそう何度も死んだりしたくない。

「確か識に飲まされた、仮死状態の毒でも生き返ったんですよね」

「あ、はい。瀕ひん死し状態……身体機能がほぼ生存不能となった際なら、再生可能です」

「そんな恐ろしい薬を飲ませたのか、識」

「はい。仮死状態に強制移行する薬物です。三日間は身体機能が最低限となり、腐敗することはありませんが解毒剤を注入しなければ復活出来ないという代物でした」

　ほんとに危ないものを飲ませたんだな、と思う。

「いずれにせよ、ほぼ死亡していないと復活は出来ないんですね」

「そうですね……そうなります」

　先輩が心苦しそうな顔をしているので、この話題はここまでにしたいところだが。

「はい、香かぐ夜や」

　続けて、識しきが挙手をした。

「跡形もなく滅殺した場合は儀式が不可能なのですね」

「あ、はい。その……せめて頭は残っていて下さるとなんとか……」

「首を切断しても生存しますが、首より上部を爆発させると死亡ですか？」

「そう……なります」

　その返事を受けて識が俺の方を見た。

「待て。『これでよし』みたいな顔をしないでくれ」

「私の表情を解読可能とは。流石さすがです門もん次じ郎ろう」

「頼むから殺さないでくれよ」

「検討しますので健闘を祈願します」

　また上う手まいこと言ったと思っているのかもしれないな。

　ここは敢あえてツッコミなど入れないが。

「ともあれ、俺の異能については納得しました。先輩が無事でいてくれる限り不死身、ということなんですね」

「はい。……よろしくお願いしますね、次じ郎ろう君」

　ぺこ、と丁寧に頭を下げる先輩に頷うなずいて返す。

　元より命の恩人だ。その恩をきちんと返すのは人として正しいだろう。

「しかし、そうなると……今度は識の異能が気になりますね」

『サトリ』と言うからには心を読んだり出来るのかと思ったが、実際はそうではないようだし。こんな細い体をしていて、そこにどんな力が秘められているのだろうか。

「あ、はい。サトリはとても単純です」

　先輩が識を見ると、彼女はこく、と小さく頷く。

「自分の『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』はありとあらゆる感覚を強化するものです」

　識はそう語りながら、自分の前髪をちょいちょい、と直した。

「視覚、聴覚、味覚、嗅きゆう覚かく、触覚などの五感強化、というものが最も解わかり易やすい内容です。従って視覚情報、聴覚情報で対象の心理推測等も可能ですし、空気の味や匂においでその場で何があったかも解析可能。触れることであらゆる物の性質を把握することも可能です」

　──なるほど。故に『サトリ』。

　心を読むなんてことは出来ないが、むしろもっと様々な情報を読み取ることが出来るということか。

　人間の心理状態なんて、目や態度、仕草に出るものだ。その場で何が起きたかなんて、残り香や空気の味で判断出来ることだってある。触っただけで物の形や性質を当てる人もいるのだから、触覚が発達していればそれくらい可能なのだろう。

　だからこそ識しきは目が隠れる髪型で視覚を制限し、肌もほとんど露出しない服装をしているのではないだろうか。一度サトリを使ったら、必要以上の情報が入ってきてしまう。それは強い刺激となってその体を蝕むしばむ可能性すらあるのではないだろうか。

　薄暗かったパソコンルームの管理室を思い出す。

　普段はああいう刺激のない部屋で静かに刺激のない日常を過ごす、というのが彼女の生活なのだろう。

「そうだったんだな……」

「門もん次じ郎ろうの同情を確認しました。これは強く押せばセクシャルな行為に発展の見込みもあると判断します」

「いや、どうしてそっちに話がいくんだ」

「…………」

　俺がたしなめると、識は暫しばらく思い悩むように視線を窓に向けた後。

「自分は五感強化の際に色々あった後遺症で人恋しくなるのです」

「今作ったような設定だな」

「本当ですて」

　ですって、ではなく『ですて』の段階でとても胡う散さん臭くささがアップした。

「ふふっ、そんなに心配しなくても平気ですよ。サトリの異能はＯＮ、ＯＦＦ可能ですから。普段は普通に過ごして、必要な時だけ五感のどれかを一時的に高める、ということも可能ですし」

　元の持ち主である椎しい名な町まち先輩にそう言われて、識は別方向を向いた。

　解わかり易やすい嘘うそっぷりである。

「つまり……えーと。弱点は、強化している時により強い刺激を受けたら危険、とか。そういう感じで合ってるか？」

「はい、その通りです。視覚強化の際に強烈な発光を認識した場合、暫く目は使用不可能になります。他ほかの感覚器においても同様です」

「触覚を強化している時に怪け我がをしたら大ダメージ、とかか……」

「強化は可能ですが無感覚に移行は不可能なので」

　痛いことは痛い。つまり識の異能はピンポイントにタイミングを見て使用しなければ、すぐに諸もろ刃はの剣となるんだな。

「自分がいれば、本日の『ドキ☆女だらけのパジャマパーティ、ポロリもあるよ』の会合にて、あの二人が奇怪な行動を取れば判別可能です」

「それはとても心強いが、ポロリはないだろう」

「貴方あなたの首が」

「それは奇怪過ぎるなあ」

　でも死なないんだっけか。いや、死んでも生き返れるんだっけか。

　そう思って椎しい名な町まち先輩の方を見ると、先輩は少し困った顔をしていた。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ……皆さんがいる前だと、次じ郎ろう君を生き返らせるのは……ちょっと。ハードルが高いなあ、と思いまして……」

　どうしてだろうと思った瞬間、俺の中に電流のような閃ひらめきが襲った。

　──そういえば先輩は眠っている間にキスをしてくれた、みたいな気がしたんだった。

　正確には死んでいる間に、ということのようだったが。

　つまり、あの時は思い込みでキスだと決めつけたが、これはもしかしたら本当の本当にそうなのかもしれない。

　ただ、もしそうだったとしたら……惜しむらくはファーストキスであったりセカンドキスであったりしたに違いないというのに、俺自身は全く覚えていないということだった。

　先輩の言うところの儀式がキスなのか、そうでないのか。

　それは大変気になるところではあるが……。

「はぅ……」

　真っ赤になっている先輩に確認なんて出来ようはずもなかった。

「ところで『神しん性せい異い能のう』とか『妖よう魔ま異い能のう』というのは？」

「ロードが持つ異能の分類です。それぞれの異能には特徴がありまして。伝説や伝承、お伽とぎ話ばなしに残っている妖よう怪かいや悪魔、神様というのはこれらの異能を持っていたロードか、ナイツだったのではないか……というのが私たちの認識です」

「自分の確認した範囲では『神性異能』『妖魔異能』『英えい雄ゆう異い能のう』そして『天てん使し異い能のう』、『堕だ天てん使し異い能のう』などがあります」

　俺のタナトスが神性異能、識しきのサトリが妖魔異能だったか。

「それらには何か特徴があるのか？」

「神性異能は現象を操る神々の御業。妖魔異能は人じん智ちを超えた身体特徴を付与。英雄異能は体の一部を英雄の武器や防具に転換、天使異能や堕天使異能は『奇跡』を起こす。そう確認されています」

　異能にも色々あって、それぞれが特色を持っているということにも驚いた。つまり、異能と対たい峙じするには相手がどんな分類の異能であるのか、というのも重要になるのか。

　神しん性せい異い能のうと天てん使し異い能のう、堕だ天てん使し異い能のうは正直推測が出来ないが……妖よう魔ま異い能のうと英えい雄ゆう異い能のうであれば『体』という共通点があるから打破の道もあるのかもしれないな。

「そういうのがある、というのは解わかった」

　異能の持ち主相手には、どう立ち回るのかが大事というのも把握した。使われるより先に倒せばいい……という簡単な話でもないようだ。

「それで先輩、最後の確認なんですが」

「あ、はい、なんでしょう？」

　先輩は頬ほおを手でこすりながらこっちを向いた。

「先輩に残っている異能の、最後のひとつはどんな特殊能力なんですか？」

「あ、それは…………『天使異能・サリエル』です」

　椎しい名な町まち先輩が言いづらそうに語った異能。その説明を待っていても、先輩は困ったような顔のまま言葉を選んでいる様子だった。代わりに、識しきが顔を上げる。

「香かぐ夜やのそれは詳細不明です」

「詳細不明？　どんな異能なのか解らないのか？」

「はい。『天使異能』とも『堕天使異能』とも呼称されています。その奇跡の内容は……『魂の管理』らしいです」

　……確かに、それだけ聞いてもよく解らない。

「私にも、それがどんなものなのかは解らなくて……記憶があれば解ったのかもしれませんけれど……」

　天使異能・サリエルか。

　確かに『魂を管理出来る』と言われてもよく解らない。天使異能と堕天使異能は奇跡を起こせる、という分類らしいが……そもそも俺が生き返るというのは既に奇跡なんじゃないだろうか？

「と、いうことは……今、先輩には自分から能動的に使える異能はないんですね」

「はい、そう……なります」

　つまり、その異能があれば何か上う手まくことが運べる、というものでもないらしい。

　ますます、俺と識できちんと守らなければいけなくなったということか。

　俺は決意と共に、自分の拳こぶしを強く握り締めた。

「こちらも最後の確認を宜よろしいでしょうか」

　識が挙手をして、俺の顔をまじまじと見る。

「門もん次じ郎ろうは何を隠しているのですか」

「隠す……？」

　識の質問の意図が解らず、俺は目を瞬しばたたかせた。

「はい。おそらくその右肩の傷きず痕あとについてです」

　その瞬間、右肩の傷痕がずくん、と疼うずく。

　識しきの青い方の目は真まっ直すぐに俺を見つめていた。

　……確かに、このタイミングなら隠さない方がいいものだろう。最悪のケースを考えれば、全すべてを捨ててでも椎しい名な町まち先輩やあの二人を守らなければいけなくなるからだ。

　だが『これ』について語るのを『今の俺』は心苦しく感じていた。

「…………」

　少しだけ目を閉じて悩んだ挙句、俺は喉のどの奥からなんとか言葉を選び出す。

「この傷は母親が付けたんですが……ここには俺の一族の、血に秘められた技術とか。秘伝みたいなものが封印されているそうなんです」

　ぽつぽつと語ると、識は真剣に。先輩は心配そうに俺を見ていた。

「この傷に封じたものを使う際は、全てを捨てる覚悟をしろ、と」

「全て……ですか」

　先輩の声が揺れていた。そう、多分──『全て』というのは、先輩との日常であったり、他ほかのみんなとの関係性であったり、そういったものを白紙にするものに違いない。

　俺はそれを使ったらどうなるのか、というのは想像が付いている。だからこそ母かあさんはあの時『その判断が出来る人に早くなりなさい』と告げてくれたのだろう。

「多分これを使うと、俺はもう俺でなくなってしまうんだ。元の──何も感じない、他人のことを物としてしか見られない、あの頃ころの殺し屋……いや、殺人機械キリングマシーンみたいなものに戻ってしまうんだと思う」

「殺人機械キリングマシーン……」

　識が俺の言葉を繰り返す。

「ずっとそう生きてきた。この桜さくら田だ門もん次じ郎ろうという人格は、本当につい最近……妹とか、周りのみんなが一生懸命人間らしく過ごさせてくれたおかげで生まれたものだから。きっと、一度『殺人機械キリングマシーンの意識』に全てを委ゆだねたら……そういうのは全て消え去ってしまう。そういう自分をただ殺す為ためだけの存在にするモノに変えてしまう封印。それがこの傷なんだ」

　右肩に左手を当てて、事実だけをきちんと伝えた。

　信頼する二人だからこそ、自分が持っている最終手段を伝えておく。

　命を失ったら、椎名町先輩が復活させてくれる。

　だが、心を失っても……復活は出来ないのだ。

「次郎君の心がなくなってしまう……？」

　椎名町先輩の声は震えていた。

　……自分も記憶を失っているからだろうか。心を失うということに、とても過剰なまでの共感性を持っているように見える。

　そう、そこにあるのは『守る力』じゃない。ただ殺す為ためだけの力だ。

　だからこそ、母かあさんは覚悟しろと。そう告げてくれたのだろう。

「で、あれば。門もん次じ郎ろうのそれは忘却し作戦を立案しましょう」

「はい、そうですね。私は次じ郎ろう君に『全すべて』なんて捨てて欲しくありませんし」

　二人の言葉に、胸の奥から感謝が湧き立った。

「……ありがとう、識しき。ありがとうございます、先輩」

　深々と頭を下げると、二人の微笑ほほえんだような吐息の音が聞こえてきた。







　こうして、作戦会議には二時間以上の時間を費やした。

　相手の異能がどんなものなのか。相手の持つ殺しの技術と合わさるとどれほど恐ろしい形になるのかは解わからない。だが、こちらも俺と識の異能と技術を合わせることでなんとか対抗出来るようにしなければならない。

　ナイツ能力はこの世界の法や理、事象を超えた力を使えるもの。

　いわば科学的根拠は一切ない超能力だから推測も無理だ。

　だから一番可能性が高いのは、その場にいる識が状況を全て読み取って。

　そしてそれを経て俺が対抗する、というものだった。

　その為には、ひとつだけ危ない橋を渡らなければならない。

　それは……。

「だったら私がもう不死身ではないことを明かしましょう」

　一度殺した先輩が生きているのを知っている犯人は、もう一度先輩を殺す為にはその異能の有無を確認しなければいけないはずだ。

　だからこそ、それを餌えさにする。

「ですから、お願いしますね……次郎君、識さん」

「はい。ちゃんと先輩を守ります」

「了解。危険性は高いですが攻略可能性も高いと判断しています」

　俺と識は深々と頷うなずいたのだった。





■　　■　　■　　■　　■






「ふぇぇ、噂うわさの時計塔ってこんな風になっていたんだねっ」

　図書委員会室を見回しながら藤ふじ里さとはすっかり感心していた。

「ここは冷暖房器具もあるし、ちょっとした炊事も出来るから便利なんだよ」

　久く宝ほうが図書委員として得意げに説明する。

「え、何それっ！　図書委員会だけ特別扱い過ぎない？」

　実際、こんないい場所をあてがって貰もらっているだけに反論は出来ない。

　当初は『本が傷まないように冷暖房がある』という言い訳も出来ていたそうだが、炊飯器や電子レンジは流石さすがに言い訳のしようもなかった。

　もっとも、上にある椎しい名な町まち先輩の部屋に行けば完全に住居なので、その辺りは当たり前に揃そろっているのだが。

「ふふっ、でも、噂うわさの先輩の部屋楽しみっ」

　藤ふじ里さとはウキウキ気分でニマニマ笑っている。

　そんな彼女を見て、久く宝ほうも穏やかに微笑ほほえんでいた。

　やはりこの二人のどちらかが犯人……というのは考えづらい。

　だが、先輩の物語が外れることはないらしいので、今晩何かあるのは確実だろう。

　……出来るならこいつらのことも守ってやりたい。

　そう考えてしまうのは俺の思い上がりなのだろうか？

『人の心』というものを手に入れてから仲良くすることが出来た友人たち。

　そんな彼女らを疑いたくない気持ちは、今でもずっと残っていた。

「どうしたんだい、門もん次じ郎ろう先輩。なんだか浮かない顔をしているけれど」

　そんな俺を真っ先に心配してくれる後輩。

　その優しさについつい甘えたくなる。

「いや……なんでもない。ちょっとボーッとしてただけさ」

「そうかい？　今日の日中は暑かったからね。軽度の熱射病になっている可能性もある。水を多く飲んで、無理はしないようにね？」

　心配と同時に的確なアドバイスをくれる久宝は年上相手だろうと面倒見がいい。

「早く寝てもいいからね？　モンジローくんの寝顔をみんなで見るからっ」

　そして軽くからかってくる藤里もまた、気遣ってくれたからこそなのだろう。

「それは困る。俺は寝ると眼鏡が勝手に動き出すんだ」

「えっ、ほんとに!?　どうやって？」

「それは俺が先に寝てからのお楽しみだな」

「あ、そう言って頑張って起きてるつもりでしょっ！　でも、わたしが先に寝ちゃっても、寝顔見たりしたら責任取って貰っちゃうからねっ！」

「なるほど。結婚すればいいのか」

「ちょ、直接的過ぎるよ！」

　真っ赤になる藤里を見て久宝と二人で笑い合う。

　全くもっていつものノリ。

　だからこそ、この関係性が崩れることを俺は恐れていた。

「パーティの準備が完了しました。どうぞ上って下さい」

　時計塔管理室の部屋から出てきた識しきが、階段の上から声をかけてくる。

「はぁーいっ。行こ、モンジローくん、那な岐ぎちゃんっ」

「うん、向かうとしよう」

　弾むような足取りで階段を上る藤ふじ里さとと、しっかりと一歩ずつ踏みしめるように登る久く宝ほう。どちらも当然、階段からはギシギシと音が鳴っている。久宝にいたっては藤里が足を踏み外したとしてもフォロー出来るような、そんな位置取りまでしていた。

　俺も二人を追いかけるように階段を上りながら、振り向いて図書委員会室を見る。

　鍵かぎは閉めた。明かりも消した。誰だれかが隠れていることもなかった。

　壁抜けやテレポートでなければこの状態で中には入っては来られないはずだ。そして、先輩の部屋は結界とやらがあるのでそれらの異能でも侵入出来ないと聞く。

　つまり、この瞬間──。

「いらっしゃいませ、藤里さん、久宝さん」

　こうして、先輩自らが管理人室のドアを開いて招いた人物でなければ、先輩の部屋に侵入することは出来ないということだ。

「はーい、お邪魔します、椎しい名な町まち先輩っ！」

「お邪魔するよ、先輩」

　そして、先輩の部屋に入る時も……やっぱり何の気配も感じられなかった。

　識の方でも特に何も感じることはなかったらしく、俺にだけ解わかるように小さく首を振る。

　と、なればこの時計塔管理人室のドアを閉じた瞬間。

　──外からの侵入が一切不可能、という密室が作り上げられる。

　そうなった場合、犯人が二人のどちらかである可能性はより高くなってしまうことを意味して……。

　いや、もう大丈夫。

　もし仮にそうだったとしても、平気だ。

　自分に言い聞かせるようにして。

　俺もその部屋へと足を踏み入れ──。

　カチャン。

　そのドアの鍵を識がかけた音を聞いた。







　──それから数時間は滞りなく話が進んでいた。

「うっ……」

　しかし、俺は一人でこっそり変なうめき声を上げていた。

　女子たちのトークに興が乗ってくると、男の俺はすっかり入ることが出来ないのだ。

　近所で食べたケーキの話や、作ってみたアクセサリーの話、学校であった他愛もない話など。主に藤ふじ里さとが中心になってワイワイと話題を振り、他ほかの三人が笑顔で自分の思うところや経験を述べている。その様子は大変微笑ほほえましいのだが、話題内容に一貫性がなく、気がつくと別の話題に移行し、俺はついていけないことが多かった。

　とても楽しそうに笑い合っている四人……識しきすらも口に小さな笑みを浮かべているのを見れば、変に気を遣ってぎくしゃくするよりも静かに『うんうん』と頷うなずいて聞き上手男子を気取った方がいいのだろうと思っていたのだが、そろそろ限界がきたようだ。

　そこで、みんなのコップがそろそろ空に近いのを見つけたのでこれ幸いとキッチンルームへと向かった。リビングからは多少奥まった場所にあるおかげで、俺の姿は向こうから見えなくなる。ようやくホッと一息ついて背伸びをした。

　今の所、滞りなくお茶会は進んでいる。まだパジャマパーティにはなっていないが、二十四時を回ればきっと着替え始めたりするのだろう。同時に、物騒な展開にもなっていない。識がちょいちょい確認しているが、藤里にも久く宝ほうにも怪しい素振りはないようだ。

　このまま済むはずがない、という気持ちと。このまま済んで欲しい気持ち。

　二つがせめぎ合いながらの状態で、のんびり女子トークに混ざる……そんな器用なことは俺には不可能だった。

「さて、と」

　気を取り直して、冷蔵庫を開けてみる。パーティ用にさっき買いに行った飲み物やケーキ、プリンなどが入っていた。今日中に飲んだり食べたりし尽くさなくてもある程度の期間は椎しい名な町まち先輩のおやつが充実することだろう。

　飲み物の一番人気はウーロン茶だったので、もうペットボトルは空だった。どちらかと言うとカロリーの気になりそうな飲み物、例えばコーラであったりオレンジジュースであったりが人気がなかったと思う。

　だとすると次の人気は麦茶だな。

　そう判断して俺は麦茶が入ったペットボトルを取り出した。

「それで先輩って、モンジローくんのことどう思っているんですか？」

　俺がキッチンに消えたからだろう。こそこそと囁ささやくように尋ねる藤里の声が聞こえる。

　──藤里よ。俺は特殊な訓練を受けているおかげで、結構耳も良かったりするんだ。だからその程度のこそこそ話では聞こえてしまうのだぞ。

　そう思いながら、自分の話題ともなれば聞き耳を立ててしまうのも仕方ないはず。

「え、それは勿もち論ろん……いい人だな、と思いますけど……」

「ふむ。いい人なだけなのかい、先輩？」

　攻めるな、久宝。確かに『単にいい人』なだけだとちょっと寂しいとは思うが、そんな人前で語れるようなものでもないだろう。しかも当人がキッチンにいるのだから。

「とても頼りに、しています……」

　先輩の声が小さくなっていく。俺に聞こえているかもしれないと思っているからだろうが、それにしても気になる会話内容だな。

「えっと、私はさておきまして。藤ふじ里さとさんと久く宝ほうさんのお二人は、次じ郎ろう君のことをどう思っているんですか？」

　その質問はとても気になる内容だ。友達と思っている可愛かわいい女子二人、彼女たちが自分をどう思っているのか。男子であれば気にならないはずがないだろう。

「わたしは、モンジローくんって可愛いなー、って思ってますよっ！　面白いですしっ」

　藤里の発言に『可愛いってなんだ』と思いつつニヤけてしまう。

　女子の可愛いは幅が広いが、苦手なものを指して言う言葉でもない。

　ちなみに余談だが、こうやって『当人が聞いていないかもしれない』という状況で噂うわさ話ばなしをすると、その当人が聞いていた場合に大変な効果を発揮する。それは心理学で認められているものなので、人の印象操作に使われたりするほどのものらしい。

　立ち聞きした内容こそ信じ易やすくなるというのは、そういう心理面から来るものなので。つまり俺の中では今、藤里の株が上がってしまうのも無理のない話だった。

「麦茶を所持したまま何をニヤけているのですか門もん次じ郎ろう」

「うっ」

　気が付けばいつの間にか識しきが俺の背後に立っていた。

「いや、出るに出られない会話をしていると思ってな」

「お手洗いでもないのに中々帰還しないと懐疑的になられますよ」

「それもそうか」

「ここで自分と大変激しいイチャイチャをすれば、戻ってこない理由としては大変まっとうなものとなります」

「戻らない理由にはなるけれど、その後が大変だからやらないからな」

「その後が問題なければ実行しますか？」

「すまん、そうであっても実行しない」

「門次郎はいけずです」

　いけずなんて言葉久しぶりに聞いた気がする。確か意地悪とかそんな意味だ。

「もう少しこの会話を聞き続けたい気持ちはあるんだけどな」

　自分がどう思われているのか知りたいというのは確かにある。だがそれ以上に、三人にはお互いに気遣うことなく話せる間柄でいて欲しい。これは俺の願望なのだが。

「理解出来ます。この手の会話に虚偽を挟み込む際は声音でも感知可能ですから」

　識は別の理由で聞き届けたいからこちらに来たということか。自分の左耳を覆うように左手を当てている。一見して『聞かない』仕草に見えるが、おそらくあれは聞こえる音量を調整しているのだ。だからなるべく邪魔をしないよう、紙コップに注ごうと思っていた麦茶の手を止めた。

「久く宝ほうさんはどう思っているんですか？」

　先輩が興味津々、という声音で久宝に尋ねているのが届く。

「そうだね、私は割と気に入っているよ。意外と縁があってね、門もん次じ郎ろう先輩とは」

「そうなんですか？」

「ああ。思った以上に共通点も多くて。興味が尽きない人だよ」

「え、それって那な岐ぎちゃん、モンジローくんのこと……」

「どうだろう。許されるならば恋心を抱けたら嬉うれしいのだけどね」

　サッパリとそんなことを口にする久宝。言葉の内容だけ聞いていれば、俺は照れてもいいようなものだったけれど。その言い方にはなんだか──。

「……寂せき寥りようと諦てい念ねんを感知しました」

　識しきの言葉に、俺の印象は間違ってなかったことを知った。

　寂しさと、諦あきらめ。

　語る久宝の表情までは見えないが、もしかしたら悲しそうな顔をしているのではないだろうか？

「っと、暗くなってしまったか。ところで椎しい名な町まち先輩に尋ねたいのだけど」

「あ、はい。なんでしょう？」

「昨日、門次郎先輩が面白い話をしてくれてね。推理ゲームであるとか、異能であるとか。その話を聞いた時に思ったんだけど……あれはゲームだからなのかもしれないけれど。先輩はどうして『相手が小柄である』というのを伝えられたのかと思ってね」

　ああ、そこは俺が上う手まく説明出来なかった部分だ。実は先輩は殺されていなかった、としても情報提供者になるというのはおかしいものな。

「あ、はい。それは……私が死なない設定になっていたからですね」

「ははっ、なるほど。じゃあ本当の先輩は普通に死んでしまうんだよね」

「そうですね……今の私は、死んでしまうと思います」

　椎名町先輩がそう返事をした──その瞬間だった。




　スッ。




　時計塔管理人室全体の明かりが一斉に消えて、視界が暗黒に包まれる。

「わっ、なになに、停電っ!?」

　藤ふじ里さとが驚いて叫ぶ声が聞こえたが、他二人の声は何も聞こえない。

「門もん次じ郎ろうっ」

　識しきの鋭い声が響くと、俺の左手が引っ張られた。

「識、これは……」

「質問の必要性を感じませんっ」

　確かに、明らかにおかしな状況だ。

　先輩が久く宝ほうの問いに対して『今の自分は死亡する』と告げた途端に、この異常が発生した。それはつまり……ついに始まった、ということなのだろうか。

　識が迷いなく暗くら闇やみの中を走れているのは、その能力のおかげなのだろう。暗黒の視界の中、不意に彼女の方を見ると──。

　金色の小さな光が、まるで蝶ちようのようにふわふわと舞っていた。

　あれは……識の左目だ。

　普段は髪に隠れているその金色の左目が、光を伴って俺を誘うように動く。




　タッ。




　何かの音が聞こえた。

　まるで床を誰だれかが踏みしめたかのような。

　これはあの時の音だ！

「ならば！」

　俺は識が引っ張る先に向けてダッシュしながら眼鏡を外し。

　その音が鳴った地点にナイフを投げた。

「っ！」

　暗闇の向こうから息を呑のむような声が聞こえて。




　カチンッ！




　投げたナイフが弾はじかれた音が聞こえる。

「わっ、なに、なにっ!?」

　藤ふじ里さとは相変わらず動揺しておろおろした声を上げていた。

　それと同時に、シャッ、と窓にかかっていたカーテンが引かれる。

　窓の外には丁度大きな満月があって、微かすかな明かりが部屋の中に差し込んできた。

　その月明かりに照らし出されたのは……。

　まずカーテンを開けた椎しい名な町まち先輩。

　その横に、彼女を守るように佇たたずむ識。

　そして。

「久く宝ほう……」

　大きなナイフをそれぞれの手に持って立つ、俺の後輩・久宝那な岐ぎの姿だった。





■　　■　　■　　■　　■






「えっ、何、何が起きてるの？」

　藤ふじ里さとを見ると、クッションに頭を突っ込んで丸くなっていた。

　それは地震の対応だと思うものの、今はそのままそこでじっとしていて欲しい。

　何な故ぜなら俺は──今、大型のナイフを二つ持って、先輩と俺を同時に視界に留とどめている久宝と対たい峙じしているからだ。

「なるほど。私が使った投げナイフを回収して、こう使うとはね」

　彼女の喉のどの辺りにある左手のナイフは、月明かりを受けてギラリと輝いていた。俺の投げたナイフをそれで防いだ、ということかもしれない。

　そしてその一言だけで、日中にナイフで襲撃してきたのも久宝であったことが判明する。

　つまり、久宝が俺や先輩の命を狙ねらっていたということだ。
















　タッ。




　再び足音が聞こえた瞬間、俺は『嫌な予感』を感じてすぐに椎しい名な町まち先輩に飛びかかった。

　直後。




　ザシュッ！




　俺の胸を、深々と久く宝ほうのナイフが突き刺していた。

　距離もタイミングも、何もかもがおかしい。あまりにも一瞬で接近した久宝は、まさかノーモーションでこれだけの突きを放ったというのだろうか。

　だとしたら、何故彼女が動いた軌跡が全く見えなかったのか？

　グリッ、と刺した傷を抉えぐるように、躊躇ためらいもなくナイフが捻ひねられる。刺突だけでも激痛だったというのに、筋肉繊維、骨、血管、臓器、細胞、全てがぐちゃりと切り潰つぶされるような感触が襲ってきて、すぐに気を失いそうなほどだった。

「流石さすがは門もん次じ郎ろう先輩だね。私の動きを予測して咄とつ嗟さに庇かばいに入れるなんて」

「ごふっ」

　なんとか俺は急所から逸そらすことは出来たものの──久宝はその一撃だけで俺の傷を致命傷にすべく、ナイフを突き刺した後すぐに捻った。

　とても合理的な殺し方だ。殺し屋時代の俺ならそうしていただろうし、今の久宝の武装だったら続け様に、そのもう片方のナイフで喉のどを──。

　瞬間、金色の光が視界の端を走った。

「っ」

　久宝の息を呑のむ音とほぼ同時、識しきは彼女の居場所に向けて何かを放っていた。

　シュッと聞こえた音だけでは何か解わからないが、久宝は危険を感じたらしく一瞬でバックステップをする。




　タッ。




　またも信じられない所からその音は聞こえた。ドアの入り口付近。

　今まで窓際にいた久宝が、突然その場所に出現するなんて、どんなに素早い移動──武道の極致である『縮しゆく地ち』を使ったとしても不可能だろう。何な故ぜなら、移動の軌跡がまるで見えない。それこそ瞬間移動のように久宝は消えたり現れたりを先ほどから繰り返している。

　まさか、久宝の異能は瞬間移動なのか？

「やはり君も侮れない人物だったんだね、八や殿との識」

　久く宝ほうはドアの前に立ち、識しきに向けて話しかける。

　だが。

「その場所は既に罠わなを仕掛け済みです久宝那な岐ぎ」

　識の声が冷ややかに響くと、彼女は左手をクイッと上げた。

　直後、その場にいる久宝の体に無数の切り傷が走る。それは輪を描くように久宝の服を引き裂き、鮮血を迸ほとばしらせた。

「これは……斬ざん糸し？」

「その通りです。強度の強い鋭利な糸を、自分の意のまま操作可能に加工した物です。自分のサトリならば指先の動きに伝わる感触だけで様々な軌道を描くことが可能ですので」

「なるほど、ということは……私の異能もおおよそ見当がついてしまったのかな？」

「驚きよう愕がくでした。自分の感覚全すべてから逃亡するとは。ですが、その事実のおかげで判明しましたので、間違いないと判断しています」

　識の五感全てから逃れた？　そんな異能があるというのだろうか。

　俺は椎しい名な町まち先輩を守るように、胸を押さえて立ちながら……霞かすむ視線で二人の成り行きを見守っていた。こんなにも深く傷ついてしまっては、今は識に頼るしかない。

　一度死んでから椎名町先輩に生き返らせて貰もらえば俺も参戦は出来るのかもしれない。だが、あんな異能を持つ久宝相手に、一度死んでから生き返るなんて『時間』、あるとは思えなかった。

　識の相手をしている間はこちらに気を割けないだろうが、俺が死んだり倒れたりした瞬間、久宝は椎名町先輩を殺害しに全力を出す可能性が高い。たとえ、自分がその後で識に殺されたとしても。

　何な故ぜなら、殺し屋だから。

　目的、仕事を達成する為ためには自分の危険を顧みることなんてないのだ。

　今の俺にはブランクがある。しかも、大おお怪け我がをしている。役に立つことが出来ない俺に今出来ることは、久宝がその手段を取らないように、ここで立ち続けて椎名町先輩を守り続けることだけだった。

　少なくとも俺が立って警戒し続けている限り、久宝は二対一になる。識もかなりの技量と異能を持っていることが解わかった今、久宝にとってそれは避けたい状況だろう。

　もっとも、この怪我は既に致命傷。このまま放置すれば俺は死亡してしまう、というのは理解している。それまでに識が久宝をなんとか出来るか、それとも──一度死ぬ時間を稼ぐしか方法はない。

「次じ郎ろう君……」

　あいつに、先輩は殺させない。久宝に、もう一度先輩を殺すなんてことさせたくない。

「動かない方が賢明です久宝那岐。八や殿とのの斬糸は既に張り巡らせてあります」

「ふむ、つまり無理に動けば殺されるということか。なるほど、この糸が突然現れたこと、そして設置されていたこと……既に私は最初から対策されていたのだね」

「日中、門もん次じ郎ろうを狙ねらわなければ判明しませんでした。自分の五感ですら捉とらえられない相手。そしてそんな異能。絞る方が簡単になります」

　ヒュッ、と空気を切る音がすると、目の端で何かキラッとしたものがうねるように動いた。おそらくそれが識しきの扱っている『斬ざん糸し』とやらなのだろう。

　糸を使う戦闘技術があるというのは、かつて母親に聞いたことがある。それらの使い手は様々な罠わなを張り、自身の結界内に相手を封じるという。蜘く蛛もみたいな存在で、気を許した時には食われてしまうとかなんとか。

　──気を許した時に毒殺されたことを思い出して妙に納得した。つまり識はそういう技術を扱う人間だったということだ。

「え、な、なに、何が起きてるの？　戦いごっこ？　それとも……」

　藤ふじ里さとがおろおろしている声が聞こえる。クッションから顔を上げてキョロキョロしているが、この微かすかな月明かりでは常人では何も見えないのだろう。暗くら闇やみで戦うことを前提に訓練した俺たちのような人間ならまだしも、藤里は普通の人間だからだ。

「あと、なんか、モンジローくん、怪け我が……してない？」

　だけど窓際にいる俺のことはうっすらと見えているのか、心配そうな声をかけてくれた。

　藤里は完全に白。そして久く宝ほうが完全に黒。

　それがこの事件の真相だったのか。

「っぐ……ふ、藤里っ……わ、悪いが……そのまま……丸くなっていて……くれっ」

「え、そ、そうなの？　モンジローくん、ほんとに大丈夫なの？」

　そんな声までかけてくれる藤里は本当にいいヤツだ。

　そしてもう一人のいいヤツであったはずの久宝は、身動きが取れない状況の中。

　識と睨にらみ合いながらも、その視線を藤里に向けた。

「そうだね、藤里先輩。門次郎先輩の言葉に従って、今は少しじっとしていてくれないか。ちょっと説明しづらい立て込み方をしているんだ」

　──久宝がそんな声をかけたことには驚いてしまう。

　先輩殺害を狙い、俺の胸を抉えぐるという冷徹な行為をしたことから、今までの久宝は全すべて演技だったと諦あきらめそうになっていた。だが、藤里を巻き込みたくないという意志は、俺が知っている久宝そのものであるように思える。

　俺と友達だった久宝、先輩と俺を殺そうとする久宝。一体、どっちが本物なんだろう。

「わ、解わかった……後で説明してね？　二人ともっ」

　藤里はしゃがみ込むと、クッションを頭に抱えて丸くなった。

　物分かりのいい友人を持つと大変ありがたい。

「……ああ……説明、するさ……」

　俺が理解するのにあれだけ時間をかけたことを、また藤ふじ里さとにしなければいけない。

　だが、そうだな。

　この先……俺と久く宝ほうの二人で藤里に説明出来る、そんなことがあれば是非そうしたい。

　今は敵対しているけれど、この久宝をなんとか大おお怪け我がさせずに済ませることが出来れば或あるいは。甘過ぎる思考であることは重々承知しているのだが、それが俺の希望だった。

　その為ためには……。

「っぐ……識しきっ！　大丈夫、なのか？」

「不明です。異能は把握しましたが、その効果範囲及び制限など全すべて不明です」

「うん、良かった。正直どこまで把握されたのか不安だったんだ。なら──」

　久宝がその顔に笑みを浮かべると。

「っ、危ない識！」

「ッ!?」

　気が付けば、体に巻き付いた糸を潜くぐり抜けた久宝が識の目の前に立っていた。

　その体は、いつの間にかさっき識につけられた以上に深い傷が目立つようになっており、細い体全身から痛々しいほどに流血してしまっている。いつ糸を抜け出したのか、そしていつそんなに怪我をしたのかが解わからない。

　いや、まさか。その『いつ』こそが……？

「取らせて貰もらうよ、君の命」

　久宝がナイフを物もの凄すごいスピードで突き出すと。

「申し訳ありませんが、不可能です」

　識はその瞬間白衣を翻した。

　久宝はそれを単なる目め眩くらましとして把握したのか、躊躇ためらわずにそのナイフを突きつける。

　──だが、その切っ先にはもう、識の体はなかった。

　後ろから見ていれば解ったのだが、識は白衣を翻した瞬間に自ら床に倒れていたのだ。

「なるほど、視えているんだね！」

「聴覚、味覚、嗅きゆう覚かく、触覚、全てフル稼働です」

　床に倒れた識がくるりと反転すると、足先が久宝の足を捉とらえていた。

　見事に関節に絡みついた足は、そのままグルリと久宝を転ばせに動く。

　久宝の体はそのまま勢い良く床に倒れ──たりはしなかった。

　その両腕はピーンと天井から吊つるされたかのように伸び切って、久宝は天井から吊り下げられたかのような形になっている。足もすれすれで床につくかつかないかの位置だ。

　よくよく見れば、その両手首にはいつの間にか糸が巻き付いていた。

「いつの間に……ではないか。私は誘われたんだね？　白衣を突いた時に。あの白衣には既に巻き付く糸が仕込んであった、そういうことか」

「はい。その技術こそが八や殿とのです」

　──凄すさまじい攻防だった。

　おそらく識しきは、今日久く宝ほうたちがこの部屋に来る前からあらゆる場所に糸を仕込んでいたのだろう。パーティの準備は糸の準備でもあったのだ。久宝の異能がある程度どんなものかを推測し、予あらかじめ張り巡らせておかなければこうは上う手まくいかなかったはずだ。

　久宝の動きとて暗殺者として芸術的であり、一撃一撃が絶対的な死を運ぶものだった。俺が学んだ技術よりも更に高い水準で動いてるのも確かだろう。或あるいは、あの躊躇ためらいのない動きからして──俺にないもの。つまり『経験』をしている可能性が高い。

　反して、識の動きも達人のものだった。強者を相手にする為ための動き。『とても強い相手ならばこういう行動をしてくる』というものを全すべて把握した者のみが出来る狡こう猾かつさだった。あれもまた、今までに何人もの強敵と戦った経験がなければ不可能な動きだ。

　こんな身近にそんな『プロ』がいたことに驚きを隠せない。しかも、そんな人物たちが更に『異能』まで所持しているなんて。

「『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』か。五感それぞれを飛躍的に高める異能だったかな。なるほど、こんな技術を持つ人物がそんなものを手に入れたら、強いに決まっているというわけだ」

「自分も判明しました、久宝那な岐ぎ。──貴女あなたの異能は『神しん性せい異い能のう・クロノス』ですね」

　久宝は口の端に笑みを浮かべたまま答えない。両腕が吊つり上げられ、身動きが全く取れない状態だというのに、その表情には余裕が浮かんでいた。

　クロノス、という名前は聞いたことがあった。

　俺の異能・タナトスの由来を調べた際に見つけたものだ。確かギリシア神話の神様の名前。俺のタナトスが『死』を神格化したものなら、クロノスは『時』を神格化したもの。俺の異能が『死』からの脱却だとすれば、久宝の異能は『時』からの……？

「故に縛鎖せしめられた貴女は既に行動不能です」

「そうだね、ご名答だ。確かに私は約一秒だけ時を渡ることが出来る。そういう異能を我がロードから与えられたナイツだよ」

　一秒だけ時を渡る。

　その瞬間、俺の頭の中で様々なことが氷解する。

　──時を渡る、それがどんな状況なのかは不明だが一瞬だけでも時を止められるのならば全ての犯行に納得が出来た。

　椎しい名な町まち先輩を殺害した後、部室のシャワールームに戻った久宝は十分くらいでその返り血や匂においなどを流した。それから俺と校舎の前で出会った後──俺を殺す為に、その後をつけたのだろう。一秒だけ時を止められるのだとしたら、それだけで俺と共に、俺に気付かれることなくドアを抜けることだって可能なはず。時が動き出す前に屋内の時計板に隠れることも、あの身のこなしなら簡単だっただろう。

　そして俺が椎しい名な町まち先輩の死体を発見した時も、階段を跳躍しながら上れば音を立てないで上ることが出来る。着地の瞬間に時間を止め、階段の軋きしみは止まった時の中であれば、俺の耳がそれを捉とらえることはない。

　俺が殺される時に聞いた『タッ』という足音は久く宝ほうがその時、異能を解除したからなのだろう。それまでに音を立てれば俺が勘付いた可能性が高いからだ。

　凄すご腕うでの技術を持った殺し屋で、凄すさまじく使用範囲の広い異能。

　殺し屋に不死身を与えるというのも裏ワザっぽいが、久宝も充分にズルっぽい力だった。

　しかし、まさかお昼休みに尋ねた『異能を持っていないか？』が当たっていたとは。

「すまなかったね、門もん次じ郎ろう先輩。二度も突き刺してしまって」

　久宝は全くもっていつも通りの口調で俺に語りかけてくる。

「実際、先輩方を殺すのは気が引けていたんだけど。私の主からの依頼では断れなくてね。別に嫌いとか憎いとか、そういう感情は一切存在しない。むしろ好きだよ、椎名町先輩も、門次郎先輩も。そこは安心して欲しい」

「安心って、お前……」

「椎名町先輩も申し訳ないことをしたね。生きていた時は驚いたけれど、ホッとしたのも確かだったよ。同時に、もう一度殺さなきゃいけないのが心苦しかったけどね」

「……いえ、殺される、狙ねらわれる身であることは確かなので、仕方ないと思います。それなのにお友達として接して下さって、嬉うれしくも思っていますよ」

　なんだろう。

　久宝のその言葉は諦あきらめを持っているように感じる。

　両腕から天井に吊つり下げられ、ナイフを振るうことも身動きすることも出来ない。瞬間移動であれば転移が可能だったはずだが、時を一瞬止める──という異能では、あの拘束から逃げ出すことが出来ないのだ。

　これで、終わり……？

　後は久宝の武装を解除して、なんとか説得すれば終わりなのか？

　主からの依頼という言葉はとても気になる。それが誰だれなのか。つまりこの件には黒幕がいて、そいつをなんとかしないと終わらないということなのか？

　だけど、今の襲撃はなんとか乗り越えた。だからようやく俺は──。

　このまま倒れてもいい……のか？




　もう全すべて片付いたはずなのに、この嫌な予感はなんなんだ？




　意識は長くもちそうもない。だから、せめて先輩のそばに近寄っておこう。

　胸から零こぼれ落ちる大量の血液を右手でなんとか押さえながら椎しい名な町まち先輩に近寄る。

「次じ郎ろう君……」

　心配そうな声が妙に心地良くて、ああこのまま死んでも安心出来そうだ、なんて考えた。

　どんどん意識が遠くなり、耳も目も正常に働かなくなってくる。つまり、そろそろ死ぬんだな、とまるで眠りにつくみたいに軽く考えてしまいながら……。

　不意に、なんとなく藤ふじ里さとがいた方を見たら。

　彼女はそこにはいなかった。

「ふじ……さと？」

　胡う乱ろんになる頭で振り向いて探してみると、彼女は吊つり下げられた久く宝ほうの前に立っていた。

　いつの間に、と思ったものの正常に頭が働かない。

　ぼんやりと、まるで亡霊のように立つ彼女は、静かに久宝の頬ほおを撫なでる。

「あぅっ！」

　瞬間、久宝の体がビクッと跳ねて……そのままぐったりとしてしまった。

　なんだ、何が起きているんだ？

「──じろう……！」

　遠くから何かを叫ぶような声が聞こえる。

「──も──じろう……！」













　なんだ？　この声は……識しきか？

「──門もん次じ郎ろう！　香かぐ夜やを!!」

　識の悲痛な叫びという珍しい声が、ようやく俺の頭にまで響いた瞬間。

　まだ頭は半覚かく醒せいなまま。俺は重たい体を強引に、反射的に動かしていた。

　振り返り様に、自分の身が凄すさまじい激痛に襲われることすらも顧みず、咄とつ嗟さの回し蹴げりを背後に向けて放つ。

　ガシッ！

　その足が万力のような握力の右手で、しっかり握られた時。遅れて背後を見た俺の目は信じられないものを捉とらえていた。

「流石さすがだね、モンジローくんの身のこなし。まさかそんな体でこんなキックが出来るなんて。ちょっとビックリしちゃった」

「ふ、藤ふじ里さと……？」

　金色の指輪を付けた右手で俺の足を握ったまま──いつものように笑って、いつものように話しかけてきたのは、信じられないことに藤里だった。

「でも、ちょっぴりショックかな。お友達だと思っていたのに……可愛かわいい女の子をいきなりキックするなんて、ちょっと酷ひどいと思うよ？」

　その眉まゆが困ったように下げられた瞬間。




　グキィィ!!




　圧倒的な力で、俺のすねから下がへし折れた。

「ぐ、ああああっ!?」

　信じられないほどの右手の握力と、躊躇ためらいのない動き。

　そこにいるのが、本当に俺の知っている藤里なのか疑うレベルの行為。

　いや──そうか。

　俺は久く宝ほうのことも何も知らなかったように、藤里のことも何も知らなかったのだ。

　勝手に居心地のいい印象を一方的に抱いて、その実何を考えているのかなんて想像もしてこなかった。

「ほいっ」

　藤里は『とんっ』と無邪気に俺の体を右手で押す。

　たったそれだけだったのに、凄すごい勢いで俺の体は背後に吹き飛び。

「きゃあっ！」

　後ろにいた椎しい名な町まち先輩ともども、俺たちは窓際の壁に強く叩たたきつけられた。

「ぐふっ、せ、先輩っ？」

「だい、じょうぶ、です……」

　先輩の体をクッションにしてしまうという自分を許せないことをしてしまいながら。

　床に二人でずりずりと崩れ落ちるようにして──藤ふじ里さとを見上げる。

　彼女はあくまで今まで通りの雰囲気と表情で、ニコニコと微笑ほほえんでいた。

　と、その時。

「っ！」

　息を短く吐き出すような声が響いたと同時に、無数の微細な糸が藤里に巻き付く。

　だが。

「これはちょっと痛い……かも」

　そんな気のない一言を彼女が呟つぶやいた途端に。

「うああああっ!?」

　識しきが叫び声を上げて──そのまま動かなくなってしまった。

「サトリ、って不便な異能だよね。糸を操っている時は触覚も視覚も強化しないといけないから、わたしから軽く電気を流しただけで何倍にもダメージになっちゃうんだもの。あ、この異能は『妖よう魔ま異い能のう・ライジュウ』ね。体内電気を雷レベルまで引き上げて、雷をビリビリって発生させる力」

　自分の異能をあっさり語る藤里は、そのまま緩んでしまった糸を気にも留めずに俺たちの前に歩み寄る。

「本当に記憶も異能もほとんどなくしてしまっていたんだね、香かぐ夜やさま。もしかしたら巧妙な演技なのかも、とか思ってたけど……今回、わたしのナイツくらいでこんなに苦戦していたのを見て、ようやく確信が持てたよ」

「藤里……お前は……？」

　口から零こぼれる血でとても喋しやべりづらかったが、それでも尋ねずにはいられない。

　どうしてこいつはこんなにも。

　──こんなにも、いつも通りの笑顔と声で、こんなことが出来るのか。

「モンジローくん、ごめんね。わたしは人間じゃなくて、ロードなの。那な岐ぎちゃんにクロノスをあげたのもわたし。今さっき、返して貰もらったけどね？」

　返して貰った。だからさっき、藤里の体は一瞬で俺の背後に迫っていたのか。

　そんな納得が浮いた後、一歩遅れて彼女が語った真実に衝撃を受ける。

「ロード……？　藤里が……？」

「そう。わたしの物語は『他ほかのロードを倒していく物語』だから、ずっと様子を窺うかがっていたんだよね。香夜さまが本当に記憶を失って、異能もほとんど失っているのか。だって、香夜と言えば夜の姫君、ロードの中のロード、あの伝説のかぐや姫なんだもの」

　かぐや姫。ここで『竹取物語』が出てくることに不思議と違和感を感じなかった。

　俺のタナトスや久く宝ほうのクロノスは神話だし、識しきのサトリは妖よう怪かいだ。つまり、ロードとそれに連なるナイツは何らかの『物語』を模したものであるというのは納得出来る。

「そんな凄すごいロードを、ようやく倒せる──わたしの物語もクライマックスみたいなものだね。だから、最近は楽しくて楽しくて。モンジローくんみたいな子とも知り合えたし、みんなとも仲良く出来たしね？」

　藤ふじ里さとは本当に楽しそうだった。それはいつも、会話をしながら目を輝かせて色々なことに興味を持っている彼女そのままで。

　──識が偽りを見抜けなかったのも納得する。藤里は全く嘘偽りのない世界で、純粋に自分を信じて生きているのだ。優しかった彼女も本物であり、こうして俺たちを弾はじき飛ばした彼女も本物なのだ。

「ふじさと……」

　なんとなく悔しくて、ただ名前を連呼するだけになってしまう。その声すら、もう胸の傷と口から溢あふれる血のせいで掠かすれて音になっていなかった。

「うん、何かなモンジローくん？」

　あくまで藤里は静かな口調だった。まるで、友達の最期の言葉をちゃんと聞こうとするかのように。苦しむ俺の前にしゃがみ込んで、小首を傾かしげて聞こうとしてくれる。

「ふじ、さと……」

　だけど、俺の方は言葉がしっかりと口に乗らなかった。

　思っていることはいっぱいある。伝えたいこともたくさんある。

　だというのに、死ぬ間際の俺は上う手まく言葉すら発せないのだ。

「ゆっくりでいいよ、モンジローくん」

　だから、ロードだと明かして。俺たちをこれから蹂じゆう躙りんするつもり満々の彼女は、この場を支配する王としての余裕なのか。それとも、俺への哀れみなのか。本当にいつもの態度のまま優しく待ってくれていた。

「……なあ、ふじさと……もし、だけど……さ」

「うん。もし？」

「もし……このまま……お前を……」

「うん？」

　藤里の顔に不思議そうな表情が浮かぶ。無理もない、こっちはもう戦力が存在しないのだから。俺は虫の息だし、識はさっき藤里にやっつけられた。先輩は俺の後ろでぐったりしてしまっている。

　だけど、それでも。

「……お前を、やっつけられたら。また、俺やみんなと……仲良く、してくれるか？」

　それが俺の、貪どん欲よくなまでの願いだった。

　藤ふじ里さとは目をまん丸にして驚いた顔をすると。

「ぷっ……あははははは！　そんな状態で、そんなに虫の息なのに、まだ戦えるつもりでいるんだ、モンジローくんっ！　しかも……わたしをやっつけるなんて、そんなのっ！」

　とても楽しそうに、弾はじけるように大笑いした。

　それはバカにしているのではない。本気で面白いと思ったから、ただまっすぐに笑っているだけなのだ。

　だからなんというか、俺は──藤里の笑ってる顔が結構好きなのだ。

「……できたら……うれしい、だろ？……藤里」

「あっ……」

　俺の問いに、きょとんとして。

　そして──目元を緩めて、慈しむような目で俺を見る。

「……そうかも。そんなことが、もし奇跡的に出来たら。ちょっとビックリして、嬉うれしくなっちゃうかもしれないね？」

　その声も顔もとても優しいのに。

　それなのに、そこにはあの時の久く宝ほうのように寂しさと諦あきらめがあることに俺は気付いた。

「……驚かせて、やるよ……。可愛かわいくて……面白い男、なんだろ……俺は……」

「あは、キッチンで聞いてたんだね、モンジローくんったら」

　俺が息も絶え絶えで告げると、藤里はそんな俺の──頭をそっと撫なでた。

　そして立ち上がると、くるっと回転してから覗のぞきこむように腰を折る。

「それで、どうするのモンジローくん？　香かぐ夜やさま？　わたしが持ってる異能は今、クロノスを含めて四個もあるんだけど。そんなロード相手に勝てるのかな？」

「ああ……」

　ただでさえ死にづらいロードが、異能を四個も持っている。ひとつは時間を止めるというものだなんて、確かに手詰まりだ。勝てる見込みなんて僅わずかもない以上、藤里の言う通り奇跡みたいなものなのだろう。

　だから俺も覚悟しなきゃいけない。

　こんな、息切れなんてしていられない。

　もっと──気張って、死ぬ間際に一花咲かせなければいけないのだ。

「ごふっ、ごふっ！」

　だからまずは、喋しやべるのを阻害している喉奥の血塊を吐き出して。

「……まあ、見ててくれ藤里。俺が、お前の物語を止める」

「ふふっ……うん、だったら、見せてみてよ、モンジローくん」

　俺は先輩との物語を。そして藤里や久宝との物語を。

　こんな、みんなが傷ついていて、ひたすら寂しくなるようなものになんてしたくない。

「……じ、次じ郎ろう君、いけませんっ……！」

　先輩は察してくれたのか、背後で弱々しく否定していた。

　初めて先輩の。母かあさんの言いつけを破ることになってしまうな。

「……先輩、俺は……このままだと死んで、しまいます。……識しきも、戦えません。でも、俺は……先輩を守りたいんです」

　背後で、ピクッと息を呑のむのが感じられる。

「ここが……『生と死の狭間はざま』なんだと思います……。俺はだから……その先の道を、先輩に道を示したい……」

　俺の心がなくなって、感情のない殺人機械キリングマシーンになってしまったとしても。それでも『椎しい名な町まち香かぐ夜や』をきちんと主と定めているならば、その後の俺は先輩を守り続けてくれるはず。

　転入してから、まだ四ヶ月くらいしか過ぎていないけれど。

　友達が出来た。憧あこがれる人が出来た。仲間も出来た。

　──命も心も全すべて賭かけてでも守りたいと思える場所が出来た。

　それだけで『桜さくら田だ門もん次郎』の人生は、とても良いものだったんじゃないだろうか？

　一生懸命『俺』を作ってくれた妹にはとても申し訳ないけれど。

「椎名町先輩……今日は、安全日、なんでしょう……？」

「うくっ」

　先輩が、泣いてしまったような。そんな声が聞こえて胸が苦しくなった。

　泣かせてしまったな、という罪悪感と。でもそれを……またみんなで楽しい日々を過ごさせなければいけない、という使命感が胸を満たす。

　そう、そこには微笑ほほえむ椎名町先輩がいて、無表情だけどボケる識がいて、楽しそうな藤ふじ里さとがいて、穏やかな久く宝ほうがいる。そんな明るい物語を夢想し──。




　──最期に感じる気持ちがそんなみんなへの感謝なら。俺は満足だった。




「……時間はかかるかもしれませんが……また『俺』に戻るのを……待ってて下さいね」

「……い、いやです、次郎君っ、私、わたし、貴方あなたに、まだ……！」

　先輩が背中に手を触れてくれた。

　まだ。その先はとても気になったけれど。

　むしろその先を聞かないことで……少しでも、僅わずかだけでも。

　心を全て失ったはずの俺が、未練に思ったらいいな、と。

　そんな願掛けの気持ちを抱きながら、右肩に左手を添えた。

　そのまま、右手で──今まで思考制御を手伝ってくれていた伊だ達て眼鏡を。

　ひと思いに投げ捨てる。

　そして、俺が『俺』である、最期の力で叫んだ。




「〝コード：カルヴァリオ〟起動──！」




　俺にとって禁じられたキーワードを口にする。

　右肩に激しい痛みが走り──そこから、禍まが々まがしい髑どく髏ろを象かたどった痣あざが浮かび上がり、怪しい紫色の光を放ち始める。それは服の上からも解わかるくらいの強さで。




　まず──何を苦悩していたのかを、忘れた。

　誰だれかの笑顔や気持ちというものを思考する手段を忘れた。

　したかったこと、やりたかったことを全すべて忘れた。

　大事にしようとしていたもの。意識。想おもい。それら全てを、俺は──。




　忘れた。




「ひくっ……次じ郎ろう君……藤ふじ里さとさんを……殺さないよう、拘束して……」

　マスターとして認証している人物・椎しい名な町まち香かぐ夜やからの依頼を聞き届けた。













　──その瞬間。

「え……」

　藤ふじ里さとが反応を見せた、その時にはもう『俺』は彼女の眼前に迫っていた。彼女がその事実に気付くよりも先に、その胸に久く宝ほうが使っていた投げナイフを突き立てる。直前で気付いた彼女はその場から姿を消す。『クロノス』……一秒だけ世界を渡る異能。

『俺』の目は完全に彼女が現れる一秒後を既に計測し終えていた。折れた右足で彼女が出現する場所に足払いをする。想定通りに現れた藤里は、蹴けりを掴つかもうと左手を伸ばした。

　この推測は既に済んでいた。先ほど折られた足による蹴りを繰り出したのは意図したもの。折れた方の足なら、油断して左手の方で掴む。そう推測した。

『俺』は、掴まれた足の『膝ひざ側』に体を起こす。関節はその方向への稼働を許さないが、痛みは既に麻ま痺ひしている為ため、躊躇ためらいもなく実行した。ゴキリと不自然な音を立て右足は普通とは反対側にへし折れる。

「なっ、何をしてるの、モンジローくんっ!?」

　藤里が驚きよう愕がくの中で『俺』を呼んだ瞬間、足を握る彼女の左手首を左手で掴み。

　そのまま、引っ張る形でその折れた足ごと一気に引き倒す。

「はぅっ」

　背中を床に強したたかに打ち付けた藤里が苦しげな声を漏らした直後、『俺』はその体の上に馬乗りになった。藤里の体が一瞬青白く発光したが、『俺』の体から伸びた『糸』が金属の窓枠へと繋つながっている為、帯電することはなかった。

「いつの間に、その糸……」

　藤里に近付いた時、その床に落ちていた糸を足に巻きつけておいた。既に……『妖よう魔ま異い能のう・ライジュウ』という異能を持っていることは判明していたので、アースを作る目的でその糸を利用した。

　雷撃による攻撃は諦あきらめたようで、藤里の発光が収まる。

　それを認めると、『俺』はナイフを左手に持ち直すと、逆手に構えた。

「……、さっきまで死にかけてたのに、なんか雰囲気、変わったね……っ！」

　藤里の目が赤く光ると、その瞳どう孔こうが縦長に細くなっていくのが解わかった。

「悪いけど、なんか怖いから……その体を操らせて貰うよっ」

　それが、藤里がクロノスを含めて四個所持していると告げていた異能のひとつ。

　こうして新しい異能を確認出来た。

　俺はその赤い瞳ひとみに魅せられたかのように、彼女にかけていた力を抜いて──。

「うん、そのまま……わたしの上からどいて」

　ほう、と安あん堵どのため息を吐ついて命令する藤里の、その隙すきを突いて。

「っ!?」

　藤ふじ里さとの左腕を、右手で握って床に強く押し付けた。

「くぁ……え……？　なんで、わたしの『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』が効かないの……？」

　赤く光ったままの目が、驚きに見開かれている。推測するに、それは精神を支配し肉体を操る、という類の異能だったのだろう。であれば、今の『俺』に通じないのは道理だ。

「んっ、うっ」

　馬乗りになられた藤里が、抵抗するように体を捻ひねる。左手を床に押さえつけているだけで、彼女の自由は既に奪ってあった。ロードも基本が人体である以上、骨や関節の稼動域は限られている。従って、力の入れ方、体の押さえ方によっては簡単に身動きが取れなくなるという論理は正解だった。

　今、藤里が自由に出来るのは右手だけ。

　体の自由を奪った後は識しきが検証したように、クロノスでの移動が不可能というのも確認。時間停止をするだけの力であれば、拘束されれば動けなくなるのもまた、道理だった。

　電撃は封じた。精神洗脳は通じない。そして、残りは既に見当が付いている。

「モンジローくん、調子に乗っちゃ……！」

　金色の指輪が輝いて、その右手が『俺』の胸に向けて突き出された。

　そう、右足を掴つかむだけで砕いた腕力。軽く押すだけで壁まで吹き飛ばした力。

　ただの腕力であれば異能とは呼べないものだっただろう。だから、異能と呼べるレベルで足を砕くほどのもの──つまり、彼女の右手にある指輪は『武装』だと判断した。

　そうであるならば、対近接戦闘用の対応が取れる。『俺』は今現在、最も解わかり易やすい弱点である『胸』が見える体勢になっていたのだ。つまり、自身の体にある致命傷の傷を囮おとりとして使用した。

　凄すさまじい速度で迫ってきた彼女の手刀をギリギリまで引き寄せ、僅わずかに体を滑らせるように回避する。

「え、避けられた……!?」

　もう何度めかの驚きよう愕がくに目を見開く藤里の右肩の付け根。その辺りをナイフを持った左手で強く押さえる。

「ぅくっ!?」

　右腕のどこまでが『武装』なのかが不明だったが、想像通り肩は生身だった様子。

　これで藤里の動きは完全に封じ込めることに成功した。

「っ……わたしの『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』まで対応出来るなんて……」

　もう身動きを完全に封じられた藤里は驚いたまま、顔を見上げている。

　おそらく異能は一度にひとつしか使えないと推測し、実行した。それが出来たのならば複合技を駆使し、もっと有利に進めていたに違いない。久く宝ほうと違い藤里本人の戦闘力、身体能力はそこまで高くないというのも確認済みだった。

　いずれにせよ、この状態であれば肩に当てている投げナイフの刃を喉のどに突き立てれば、それで決着がつく。いかにロードといえども身動きを封じられた後に大量の出血をすれば死亡する。それは椎しい名な町まち先輩から証言がとれていた。

　いわく『安全日でなければ即死でした』と。

「はふぅ……そっかぁ、こんなに強かったんだね、モンジローくん。何て言うか、殺し屋さんって言ってたけどちょっぴり侮っていたかも」

　抵抗は諦あきらめたのか、藤ふじ里さとは全身の力を抜いて深い溜ため息いきを吐ついた。

「これでわたしの物語は終わりなのかなあ。わたしの安全日じゃなかったのは確かだけど、死んじゃう日でもなかったはずなんだけどなぁ……」

　そう口にしながらも、どこか清すが々すがしい顔をしている。

　ロードにとって物語というものが彼女らを縛り付けている証明だろうか。

　だから藤里は残念そうでありながら満足感もその顔に浮かべているのだろうか。

「さあ、うん。好きにしていいよ、モンジローくん。わたしの負けだから……」

　そして改めて『俺』の顔を見た時。

　藤里の目に驚きが宿る。

「え……モンジローくん？……まさか、君ってば……っ！」

　藤里は『俺』にずっと話しかけていた。

　だけど──『俺』はそれに返事することが出来ない。

　返事するように、今の『俺』は出来ていないからだ。

「無駄です、藤里唯ゆい香か」

　横から、弱々しい声が聞こえてきた。電流で気を失っていた識しきの意識が戻ったようだ。

「彼の精神はもう死亡しています。コード：カルヴァリオとは……彼の意識の表層にあった『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』という青年の意識を、一瞬で殺し屋時代の物へと回帰させ、全すべての感情や気持ちをリセットし、最高の殺人機械キリングマシーンとして戻す為ためのキーワードだったのです」

「それじゃあ、今のモンジローくんは……」

　藤里が目を見開いて『俺』の顔を見ていた。

　だが、今の『俺』は何の反応も返さない。

　藤里唯香を行動不能にする。その目的を達成した今、彼女に何らかの反応をする必要性をこの体は感じていない。

「目的を忠実にこなす為に自身の生命、肉体すら顧みない機械人形のようなモノです」

　自らに与えられたミッションは正確にこなした。後は次の命令があるまで待機するだけ。だが、この体がもう限界であることは明白であり、次の命令や目的を実行することは不可能だろう。

「……出来れば使用しない方針でした。ですが、藤里唯香。貴女あなたがロードであり、自身を裏切っていた存在であると知っても、門もん次じ郎ろうは貴女あなたとの。貴女や久く宝ほう那な岐ぎとの今まで通りの生活を願いました。そして覚悟した結果、彼を構成していた自意識は消滅しました」

「も、モンジローくん……そんな……」

　敗北宣言を確認した上、藤ふじ里さとからは戦意が完全に消失しているのを確認した。

　で、あれば。これ以上この体の生命活動維持は必要ない。

　即すなわち、肉体を完全に命令のみで支配する状態──。

「……コード：カルヴァリオ、解除です……次じ郎ろう君」

　最期に涙を堪こらえるマスター、椎しい名な町まち香かぐ夜やの声を聞く。

　この体は、操り人形の糸が切れたかのように、そのまま藤里の上に倒れた。

　──どこかで。




　良かった、藤里が生きていてくれて。




　そんな喜びを覚えている『何か』を感じながら。









　　　　　　【幕間】Interlude



















■夢と心の狭間はざま







　ぼんやりと、暗くら闇やみの中を漂う夢を見ていた。




　疲れ果てて眠ると、よくこの夢を見ることがある。つまり俺は今、また泥のように睡眠している最中、ということなのかもしれない。もしくは、完全に死んでしまったのかの二択だ。だが、確か俺の体は不死身になったはずなので、後者の可能性は……。

　──そう。精神の死を迎えた時でしか、有り得ない。

『コード：カルヴァリオ』。俺の一族に伝わる『死の紋章』。

　身体能力、性能を限界まで引き上げ、認識速度や対応速度を人知を超えたレベルまで引き上げる『血に秘められた力』。その際、あらゆる情報を判別し最高速度で処理する為ために、ノイズが発生する可能性のある精神は全すべて除去される。

　つまり、感情であったり、思い出であったりするものだ。

　記憶は全てデータとなり、効率を生み出す為のものでしかなくなる。

　──だからこそ俺は今、この死の世界に漂っているのだろう。

　それは仕方のないことだ。肉体は完全に蘇よみがえったとしても、心が戻らなければ人形と同じこと。だが、そうなってしまった後も……また妹や友達たち、そして憧あこがれの先輩が一緒にいてくれれば、再び新しい人格が体に芽生えるかもしれない。

　そうなればいいな、と。

　どこかで寂しく思いながら、俺は闇やみの中を漂っていた。

　少なくとも俺ではない誰だれか。

　今まで培われた『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』ではない人格と意識。

　そうなってしまったとしても、覚悟して行ったことだ。

　先輩と、識しきと、久く宝ほうと、藤ふじ里さと。

　彼女らがその後も一緒に過ごせるのなら、それで良かった。

　だからもう、この意識も閉ざそう。

　暗闇の中で、満足感と寂しさを同時に抱きながら目を閉じる。

「──次郎……」

　そんな中、不意に──どこからか、母かあさんの声が聞こえたような気がした。

　今はもうそばにいない母親の声に、俺は意識を向けた。

「あ……」

　そこには、暗闇の中ではっきりと立っている、女性──。

　母さんの姿があった。

　黒いサラサラの髪、小さくて細い体、白い制服。

　外見年齢は明らかに中学生か、高校生くらいにしか見えない。

　だというのに、その鋭い視線は幼さをまるで感じさせない。

　それが俺の母親──桜さくら田だ門もん優ゆう都と。

　おそらく偽名で。年齢すらも偽証で。

　もしかしたら、一族ではあっても俺の本当の母親ですらないかもしれない。

　そんな、女性だった。

「母かあさん、久しぶり」

　そう声をかけると、母さんは冷ややかな視線で俺を一いち瞥べつして。

「貴方あなたに母親呼ばわりされるいわれはありません」

　いきなりの絶縁宣言だった。

　確か、物心つく頃ころに『試しに母親と呼びなさい』とか言われて以来、ずっと呼んでいたはずなのだが。

「ところで他人」

　しかもこれ以上ないというくらい他人行儀な呼び方だった。

「あっさりとカルヴァリオを起動しましたね」

「うっ……」

「あれは最終手段、使えば貴方の精神はボーン、だと言っておいたはずですが」

「いや、確かに聞いてたけど、あの状況では……」

「言い訳するくらいならお金を下さい」

「えええっ!?」

「なんですかもう」

　そんな言葉をむすっと言われてしまったら、俺に返す言葉なんて何もない。どう話しかけ、どう弁明すればいいのか悩んでいると、母さんはため息を吐ついて口を開く。

「おお門もん次じ郎ろうよ、死んでしまうとは情けない」

「ウグッ」

　それがゲームのセリフであるのは知っているものの、本当に情けないことだから反論もツッコミも出来なかった。

「門次郎、カルヴァリオを使えば貴方の精神は殺人機械キリングマシーンになってしまい、もう二度と……妹が頑張って持たせてくれた『心』は戻らないと知っていたはずですよ。このトンチキ」

「ああ、知っていたけど……」

　トンチキ、とかさり気なく罵ば声せいを交ぜられたのか、今。

　だけど叱しかられても仕方ないことなので、それはもう俯うつむくしか出来ない。

「椎しい名な町まち香かぐ夜や、八や殿との識しき、藤ふじ里さと唯ゆい香か、久く宝ほう那な岐ぎ。彼女たちの穏やかな生活、また元の楽しい日々を取り戻したい。だから使った、そういうことですよね？　トンチキ」

「……ああ、その通りだ母さん」

　トンチキというのは、間の抜けた相手に対する罵声か何かだったはずだが、今はそんなことよりも。こうして母かあさんの幻なのか、それとも意識なのかがわざわざ叱しかっているということが不思議でならない。これが夢なのだとすれば、なんて都合がいいのだろうか。

「彼女らの笑顔の為ために、自分が犠牲になればいい。そう判断したのであれば、貴方あなたは私の息子でもなんでもありません。ただのオタメガネです」

　これもまたおそらく罵ば声せいなのだが、それはそれで一部の人に対してあまり良い印象を与えない言葉だと思うので反論出来なかった。

「いいですか、門もん次じ郎ろう」

　そして母親にすらあだ名で呼ばれてしまう。

「いいですか門次郎」

「はい……」

　返事をしないとずっと呼ばれるに違いないと思った俺は、弱々しく返事した。

　すると母さんはツカツカと歩み寄ってきて。

　パシーン。

　いきなり、俺の右頬ほおをスナップの利いた右手で叩たたいた。

「……母さん……？」

　ここが夢空間であっても。

　その平手は、頭の奥まで……体の芯しんまで響くような痛みを走らせた。

「自己犠牲を格好いいと思っているのは男の悪い癖です。全員を幸せにしたいのであれば、貴方自身が幸せになりなさい。貴方にそんなことをさせた椎しい名な町まち香かぐ夜やはその後笑っていられると思いますか？　貴方にそれをさせないように頑張って久く宝ほう那な岐ぎを倒した八や殿との識しきは喜ぶと思っていますか？　貴方に負けたらまたいつものあの日が帰って来るかもしれない、そう安心した負けた藤ふじ里さと唯ゆい香かは、貴方の心が死んでいたらまた笑えると思いますか？」

　そして、その痛み以上に──母さんの言葉が俺の『心』に激痛を走らせた。

　母さんは俺に殺し屋の技術と思想を叩き込んでおきながら、でも使うことをずっと禁じていた。だから……ここまで怒ってくれているのだろう。

「貴方の血に眠るそのキーワードは、もう使ってはいけませんよ」

　母さんはぽつり、と呟つぶやいてから、くるっと背中を向けてしまう。

「胸が痛みますか、門次郎」

「……とても」

　背中越しに尋ねられた言葉に、素直に頷うなずく。

　そうだ。俺はどうしても自分を外野のように感じていた節がある。自分がいなくても、世界は回っているように思っていた。だけど違うんだ。

「なら、その痛みをずっと抱いたまま──生きなさい」

　カツ、カツ、と何もない空間を歩いて去っていく母さんの足音。

　それが耳の奥に響いて──胸から、目に、こみ上げるものがあった。

「それが生きるということですよ、次じ郎ろう」

「母かあさん……！」

　暗くら闇やみの中に叫ぶと、その姿がぼんやりと薄くなっていく。

　外見は俺よりも年下で。いっそ愛らしい容よう貌ぼうですらあるというのに。

　その背中も言葉も、やっぱり『母親』のものだった。

「ありがとう、母さん」

　だからそう呟つぶやいて。




　俺は──自分が再び目覚めるのを、待つのだった。









　　　　　　【終章】Epilogue



















■七月三十一日快晴

『共に道を歩む者、真の心を得し者、闇やみの中より出ずる輩ともがら現れし時──』







　そして俺たちは、夏期講習や部活動などをサボって、学校から車で四時間の所にある八や殿との家プライベートビーチにやって来ていた。

「モンジローくーんっ！」

　真っ白な浜辺でビーチボールを振っている、流行っぽいビキニ水着の藤ふじ里さと。

　太陽光の下で輝くままに、満面の笑顔を浮かべているのが印象的だった。

　そして何よりそのスタイルの良さは、制服の上から想像していたものよりも遥はるかに素晴らしい。最初に見た時は思わず拍手してしまったものだ。

　日焼けしても健康的だろうな、なんて思ったものの。そういえばロードの肌って日に焼けるんだろうか？　メラニン色素はどうなっているんだ。などとどうでもいいことを思う。

　そして、そのビーチボール遊びの相手をしているのは久く宝ほうだった。こちらはいかにも彼女らしい黒のワンピースだったものの、腰についたフリルが愛らしさを醸し出している。

　体付きはスレンダーだからこそ格好いい。久宝はそれでいい。あいつが悩ましい体なんて持っていた日には、俺が目のやり場に困ってしまう。

「視し姦かんですか」

「いや、そこまでいやらしい目では見てなかった」

「自分の水着姿は見物許可を出します。特に足の間をどうぞ」

　青いちょっとボーイッシュな水着の上に白衣という、ブレない格好をしている識しきが、ほうれほうれ、と白衣を開いては見せようとしてくる。識、それはちょっと痴女のレベルになるから本当に気をつけてくれ。

「そういうのはほどほどになさい」

「胸はほどほどですが」

　自虐だと！　と慌ててその顔を見ても、いつもの無表情っぷりは継続だった。

「ふふっ、皆さん仲良しでいいですね」

　そして我が椎しい名な町まち先輩は……残念ながら、パーカーを着ていた。

　いや、そのスラッとした脚が見られるだけでもかなりの眼福なのだが、やはり水着となると見たいのはその胸元。藤里なんかはさっきも「あ、脚は太いから、あんまり見ないでねモンジローくんっ！」と、その脚を隠そうとしては胸がふわふわ揺れていたりした。

　女子はどうやらこういう時、脚の露出を大変気にするようだ。

　いや、一部俺に露骨に下半身をアピールしていた前髪娘のことは忘れるとして。

　とにかく、男子の多くは脚よりも胸を見ているので、水着になった際はそんなに足元を気にしなくていいというのをどこかで誰だれかに伝えたい気がする。

「先輩はあっちで遊ばないんですか？」

「次じ郎ろう君こそ。体調は完かん璧ぺきなはずですよ？」

　まあ、生き返った後は完全に健康体になるのだから、体調が完全なのは当然だった。




　問題は──やはりあの時消失したはずの『心』だ。




　こうして元の『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』の意識と同じ思考をしているものの、それが本当に元々の『俺』だったのかが解わからない。こうして伊だ達て眼鏡をしている間は──椎しい名な町まち先輩への憧あこがれや、友達たちへの気持ちがきちんと感じられるのだが。この眼鏡を外すだけで、すぐに感情が薄くなっていく、というのは実感している。

　コード：カルヴァリオは確かに『俺自身』を消し去った。

　だから今の意識はもしかしたら別の『俺』なのかもしれない。

　例えば。

　例えば……『マスター』である椎名町先輩に命じられたから、元々の『桜田門次郎』を模しているだけの殺人人形。

　その可能性だってあるのだ。

　だからそれに恐怖を感じていたりしている『自分』もまた作り物かもしれなくて。

　今の自分が本当の『自分』である、なんて証明は誰だれにも出来ないんだな。

　そう実感していたのだった。

　ただ、少なくとも。

　目を覚ました時、俺は泣きじゃくっている椎名町先輩の顔を見て、とても胸が痛んだ。

　そして、胸が痛んだという自分に気付いて安あん堵どしたのだ。

　何な故ぜか、その時頬ほおも痛かったのを覚えている。

　夢の中で母かあさんに叩たたかれた頬。

　今回は、母さんが助けてくれた──なんて感じるのは、少しマザコンだろうか。




「具合はいかがですか、次郎君？」

「体は問題ありません。心も……多分平気です」

「そうですか……『天てん使し異い能のう・サリエル』の効果があったのでしょうか」

　あの時先輩は、さり気なく俺にその異能を使っていたらしい。

　だけど、対象とした俺にどんな変化があって、どんな効果があったのかまではまるで解らないままだった。

　もしかしたら『魂の管理』という効果のおかげで、俺の夢の中に母さんが出てきてくれたのではないか……人の魂に最も大事なものを投影してくれたのではないか。そう推測しているが、詳細は未いまだに不明である。

　まあ──『奇跡的に意識を取り戻した』という意味ならば。

　確かに『天使異能・サリエル』は『奇跡を起こした』のかもしれない。

「もうメンタルの方も大丈夫です。あの時、藤ふじ里さとが実践してくれましたしね」

　未いまだに、先輩は俺の心のことを心配してくれている。

　だから、というわけではないがあの後、藤里の持つナイツ能力のひとつ『ゴルゴン』に操られてみた。そして解わかり易やすいくらいに、俺の体は自分の意志では動けなくなった。

　あの異能は相手の意志から体の支配力を奪い取り、意のままに操る異能だそうだ。

　──コード実行中の俺は目的の為ために完全に精神と肉体を切り離している状態なので、その異能が通じなかったというわけか。つまり、やっぱり藤里を倒すにはあの方法しか……今の俺に出来なかった、ということだ。

「自分は、藤里唯ゆい香かに告白して抱擁したのは故意と理解していました」

「操られてたんだってば！」

　そう、藤里は俺の心があると喜んだ直後、その異能を使って俺にダンスを踊らせたり、歌を熱唱させたり、挙句の果てに告白をさせた上で強く抱きつかせるということまでさせた。

　思えばあれは俺にやっつけられた仕返しだったのかもしれない。

　何な故ぜならそれから朝まで、椎しい名な町まち先輩は口を利いてくれなかった。その上、女子たちのパジャマ姿を見せてくれることもなく、ドアの外にある階段の踊り場で寝かせられた。以前のパジャマパーティでもこんなに酷ひどい扱いではなかったはずだ。

「自分には告白なしで抱擁して問題ありません。どうぞ」

「問題しかないことをさらっと言わないようにな、識しき」

　このぼんやりした少女は終始この調子で、喜んでいるのかなんなのか解らない。

　だけど、口数が多くなってきたのは仲良くなった証拠だろうな。

　今でも時折様々な殺害方法を試そうとしてくるので油断ならないが。

「でも、本当に良かったです」

　今ではあれが藤里のお茶目だと理解してくれた先輩は、純粋に俺を心配しているだけだった。少々過保護なくらいの心配っぷりだが、まあそれも嬉うれしいことなので特に嫌がる理由はなかった。

　そう。困ったり、嬉しかったり、楽しかったり。

　そんな当たり前のことがこんなにも大事であると知ることが出来た。

　先輩の『物語』は、俺の道を示してくれたのかもしれない。

　即すなわち、このまま『俺』として生きていくという道を。

「おーい、モンジローくんたちーっ」

　結果的にこうして藤里も久く宝ほうも笑顔のまま、また仲良く過ごすことが出来るようになった。血みどろの戦いをしたからこそ、お互い怒らせると怖いというのが解ったのは、もしかしたらプラスなのかもしれない。もう二度と戦いたくない相手たちだったしな。

　藤ふじ里さとは俺に負けたことで椎しい名な町まち先輩を襲うのは止やめたらしく、そのナイツである久く宝ほうもそれに従ってくれた。むしろ同盟的なものが結成され、出来る限りお互いの物語を助け合う関係になれそうだ。

　戦わないなら、戦わないのが一番。そう切に思う。

「識しきちゃーん、一緒に泳ごうよー！」

　藤里はわざとなのか天然なのか、罪悪感も何もないようにいつだってニコニコしている。

　でも、心の中がどうなのかは誰だれにも何も解わからない。そして、多分それでいいんだろう。

「敵ロードからの挑戦であれば八や殿とのとして対抗せざるを得ません」

　妙な対抗意識で、スタスタと走っていく識。

「次じ郎ろう君、私たちもそろそろ泳ぎませんか？」

　先輩が、そのままパーカーをバサッと思い切り良く脱いだ。

　俺はそんな堂々たる姿を見て、思わず赤面してしまう。

「あ……そんな、赤くなられると、恥ずかしいですよ、次郎君……」

　その水着はあの時、一緒にお風ふ呂ろに入った際に着ていたものだ。

　こうして太陽の下で見ると、それはそれで素晴らしくてドキドキする。

「こうやって、先輩の水着姿を見てドキドキするような気持ちも、忘れてはいけないんですね、きっと」













「私の水着を見てしみじみ思われるのも困りますけど……」

　胸や脚を隠そうともじもじしている椎しい名な町まち先輩は太陽の下では愛らしさ二百パーセントだ。そしてそれを、こうやって嬉うれしく思える自分がまだここにいることも、とても大事なことだと実感する。

「あ、そうだ、次じ郎ろう君にお願いがあるんですけど」

「お、なんですか、先輩？」

　そして先輩はニッコリと笑いながら、もったいぶるような上目遣いで俺を見る。

「『共に道を歩む者、真の心を得し者、闇やみの中より出ずる輩ともがら現れし時』」

　柔らかそうな唇から出たのは、まるで予言のような詩だった。

　それはきっと、椎名町先輩の──『椎名町香かぐ夜や』の物語。

「『王、その生命の幕を引く』」

　心臓が、途端に跳ね上がった。

　それは、つまり先輩の命が……。

「そ、それはいつのこと、なんですか？」

　俺の額から冷たい汗が流れ落ちる。

　だが、先輩はそのまま……信頼しきった笑顔でこう告げた。




「本日は危険日なので、私の部屋まで来て下さいっ！」







　──俺が本当に先輩の為ために戦う日々は、正に今日から始まったようだ。





あとがき







　初めての方ははじめまして。知ってるよ！　という方はお久しぶりです。

　海かい冬とうレイジです。

　すみません調子に乗っていました。本当はサイトウケンジです。ほんとすみません。

　この度、この『椎名町先輩の安全日』を発売するにあたって、なんとまさかの海冬レイジ先生からコメントをいただけるとのこと。それはもう有頂天で調子にも乗ります。

　と、いうのも前作『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』を執筆する際、生まれて初めてのラノベということで右も左も分かりませんでした。その時、正に『機巧少女マシンドールは傷つかない』を参考にしたおかげでなんとか形に出来たのです。だからこそ、心の中ではいつだって師匠と呼んでいます。海冬レイジ先生、本当にありがとうございます！　このまま彼への愛を語ると、あとがきが埋まってしまうので、海冬先生、今度じっくりねっとりお話しましょう。

　というわけで『椎名町先輩の安全日』いかがだったでしょうか？　タイトルやイラストからはエロスな作品に感じるかもしれませんが、『実は』いつものサイトウケンジです。本編未読の方は是非、読んでみて下さると何が『実は』なのかが大変よく解わかるかと思いますので、是非是非本編の方も宜よろしくお願いします。

　それにしてもこの『安全日』という言葉はどうしてこんなにもときめくのでしょうか。しかも憧あこがれの人に『今日は安全日だから』と言われたら、心臓が大変なことになる自信があります。そんな妄想から始まったこの物語。ストーリーやシナリオというものよりも、そんなドキドキを感じて貰もらうことが出来れば幸いです。

　なお、今回の作品の中で、似たようなキャラや性格、諸もろ々もろ等があったなー、と気付いた場合でも「ま、そういうこともあるよな」と寛大な気持ちでお受け止め願います。

　さて、今回も実に大量の方が僕を助けて下さいました。CARNELIAN先生の素敵で愛らしく、切ないくらいに美しいイラストは、椎しい名な町まち先輩や識しきだけではなく藤ふじ里さとや久く宝ほう、そして門もん次じ郎ろうまでバッチリに描かいて下さり、本当に感謝しまくっています。また、この物語をかなり推してくれる編集さん、愛いとしの海冬レイジ先生。本当にありがとうございました。他にも、色々な人がアドバイスしてくれたり、チェックしたりしてくれました。作品というのは一人の力ではなくみんなに支えられて生まれてくるのかもしれませんね。何より、読者の皆様。本当にありがとうございました。二巻も是非是非宜しくお願いします。





南国に思いを馳はせて。サイトウケンジ







　※次ページからあの海冬レイジ先生のコメントです!!　やったー！







海かい冬とうレイジ先生　応援コメント







　熱い……！　たぎる……！　みなぎった……！




　震えながらこんにちは、海冬レイジです。このたび、ケンジ兄さんの最新作について語る機会をいただきました。兄さんの前作『１０１番目ハンドレツドワンの百物語』を読まれた方なら、海冬レイジも知ってるよね？　あとがきに名前出してもらったからね？　（「え、誰だれ？」というアナタは『機巧少女マシンドール』とか『も女会』で検索してみてね！）

　さて、お話はもう読了されました？

　……ああ！　僕今すごく誰かと語り合いたいよ！

　僕が憧あこがれ、この道を目指すきっかけになった、あの頃ころのラノベ遺伝子をガッチリ継承しつつ、バリバリにエッジの効いた兄さんワールドが展開するすごい本です！

　そして僕は問いたい──ケンジ兄さんの書く女子はなぜいつも可愛かわいいのか!?

　兄さんの本を拝読するたび、彼女たちの語る言葉や、仕草や、好きって気持ちにきゅんきゅんします。何とか技術を盗もうと、自分なりに咀そ嚼しやくして、仮説を立て、トライアンドエラーしているのですが（拙著『も女会』なんかは、兄さんに教わったことを実践しようと頑張ったりもしましたよ！）、なかなか兄さんの域に達しない。もちろん、兄さんは女の子を書くプロフェッショナルでいらっしゃるわけですけど、もっと別の……熟練度以前の問題で負けている気がする──と、そこまで考えて気付きました。

　兄さんの主人公はエッチだけれども、エッチな欲望を持ちながら、必ず女の子に対する尊敬がある。優しさがある。思いやりがある。主人公と関かかわる彼女たちの誰一人、『どうでもいい存在』には書かれていない──どんなおっかない悪役であっても。その〈紳士の魂〉こそが、女の子を可愛く感じさせる秘ひ訣けつではないか？

　……ＯＫ、兄さんの域に達するには、まずは魂を磨けということだな。遠いよ！

　展開で驚き、伏線回収で驚き、トラップにかかりまくって、女の子が可愛い！　モンジローの言葉を借りれば、この本が面白いのは「道理」ですね。これだけ楽しませてなお、読み足りないと思わせる兄さんいけずっ。皆さんも妹ちゃん気になりますね？　識しきちゃんとモンジローのやりとりもっと読みたいよね？　だったら、俺たちは魂のブラザーさ──今すぐ巻末奥付からアンケートに応こたえてね！　一緒に兄さんを応援しましょう！

　まだまだ仕掛けがありそうなこのシリーズ（前作の読者さまは感じる……？）、ケンジ兄さん大好きな方はもちろん、初めましての方もぜひチェックしてくださいね。





２０１３年６月吉日　海冬レイジ
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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